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この資料は,日 本 自転車振 興会 か ら競輪収益 の一部で あ る

機械工業振興資金の補助 を受 けて昭和51年 度 に実施 した 「シ

ステム監査に関 する調査研究」の成果 をと りまとめた もので

あ ります。
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本 財 団が,シ ス テ ム監 査 の 研 究 に着 手 して以 来,関 係 各方 面で シス テ ム監 査 体

制 づ く りが 急 速 な 展 開 を見 せ て お ります 。

シス テ ム監 査 は,情 報 化 社 会 に お け る基 本 的な ル ー ル と し て提 唱 した もので あ

り,健 全 な情 報 化社 会 を築 きあ げ るた め に,長 期 的 な 展 望 の もとで 研 究 活 動 を続

け て い く もの で な け れ ば な りませ ん。

本 財 団で は,昭 和50年 度 以来,シ ス テ ム監 査委 員 会 を設置 して調 査 研 究 を進 め

て ま い りま した が,本 報 告書 は その 成 果 を と りま とめ た もので あ ります 。

この 報 告 書 が,関 係 方 面で 活用 され,シ ス テ ム監査 の定 着 を 通 じて情 報 化社 会

の基 盤 が一 層 強 化 され る こ とに よ り,コ ン ヒ。ユー タの有 効利 用 に役 立 てぱ,大 変

よ ろ こ ば しい こ と と存 じま す 。

ま た,通 商 産 業 省 が,昭 和52年 度事 業 と して シス テ ム 監査 をと りあげ られ た こ

とは,ま さ に時 宜 を得 た 政策 で あ り,誠 に喜 ば しい こ とで あ ります 。 今 後,さ ら

に研 究 が 進 展 す る こ と を願 って や み ませ ん 。

最後 に,報 告書 の と りま とめ に あ た って,金 子 佐 一 郎 委 員 長 をは じめ,委 員 諸

氏の 献 身 的 な ご尽 力 を賜 わ った こ とを記 し,感 謝 の意 を表 す る次第 で あ ります 。

昭和52年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 植 村 甲午郎
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本委 員 会 は,昭 和50年 度 に お い て シス テ ム監査 の 総 論 づ く りを行 い,シ ス テム

監 査 人 の養 成 を 訴 え,51年 度 は,こ の実 績 を踏 ま え て,シ ステ ム監査 上 の留 意 す

べ き内容 を中 心 と して 研 究 を進 め て ま い りま した。

本 報 告書 は,と くに 企 業が シス テ ム監 査 計 画 を立案 す る際に 役 立 つ もの で あ り,

シ ス テ ム監査 の技 法 の 開 発 や,具 体 的 な 各種 チ ェ ック リス トを作 成 す る場 合 の ガ

イ ドラ イ ンを示 した もので あ ります 。

本 年 度 の結 論 か らは,つ ぎの よ うな こ とが 要 約 で き るで あ りま し ょう。

① シ ステ ム監 査 の あ り方 と して は,第 一 義 的 に は 内部 的要 請 か ら出 発 す る もの

で あ り,と くに経 営者 の 意 欲的 な 取組 みが 必 要 とされ る こ と。

② シス テ ム監 査 は,各 組 織 体 の 実 態 に応 じて実 施 され る こ と。

③ シス テ ム監 査 は,具 体 的に チ ェ ックポ イ ン トを 設 定 し,計 画 的 に 行 わ れ る必

要 が あ るこ と。

しか しな が ら,シ ス テ ム監 査 体 制 が 確 立 され て い な い現 段 階 で は,過 渡 期 的 な

措 置 が 工 夫 され る必 要 が あ ります。 そ こで,ひ とつ の案 と して,監 査 部門 や コ ン

ピ ュー タ部 門 等 の 関係 部 門 が 連携 を 保 ち,プ ロ ジ ェク ト ・チ ー ム を編成 して シス

テ ム監査 に あ た る 「チ ー ム ・アプ ロ ーチ」 が 提 唱で き るで あ りま し ょ う。

本 報 告 書 を契 機 と して,各 方面 で シス テ ム監 査 の 重要 性 が さ らに 認 識 さ れ,そ

の た めの 実 践 的研 究 が 一層 進 展す る こ とを願 って や み ませ ん 。

システム監査委員会

委員長 金 子 佐 一 郎
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第1章 シ ス テム監 査 の理 念

1.1情 報化 の進展 と監査 の意 義

▲

この20年 間,わ が 国 の 企業 に コ ン ピ ュー タが導 入 され,コ ン ピ ュー タ技 術 も

利 用 技 術 も発 展 に つ ぐ発 展 を 遂 げ て き た。 昭和51年6月 末 現 在 の コ ン ピ ュ ー

タ設 置 台 数 は36,360セ ッ ト,金 額 に して2兆3,002億 円 とな って い る。

この よ うな コ ン ピ ュー タ利用 の 発展 は,昭 和43年3月 末 時 点 で3,546セ ッ トで

あ った こ とを考 える と,実 に この8年 間 で10倍 とい うめ ざま しい 増 加 ぶ りで あ

る。 この 間,対 前 年 度増 加 率 は,設 置 金 額 で 高 い年 が40%以 上,低 い 年 で も16

%以 上 とい う高成 長 率 を示 し てい る。

昭 和43年 ごろ とい えば,わ が 国 はMISブ ー ムに わ き,財 界 の メ ンバ ーが 「訪

米MIS使 節 団う を編 成 し て渡 米 した 年 で あ る。 そ して 多 くの経 営 者 が,こ れ か ら

は コ ンピ ュー タ時 代 にな る と予想 し・,そ の 必要 性 を経 営者 自身 が 認 め,コ ンピ ュ

ー タ導 入 が他 に優 先 して 認 め られ る よ うにな った年 と もい え る。

そ の後8年 間,コ ンピ ュー タ は,数 量 的 ・金 額 的 に急 速 な伸 び を示 し,も は や

コ ン ピ ュー タ導 入 前 に引 きか えす こ と は不 可能 な業 務 処 理 体 制 が 出来 上 って しま

っ て い る。 これ は,単 に コ ン ピ ュー タ利 用 の 普 及 に とど ま らず,利 用 技 術 の発 展

と と もに歩 ん で きた もの で あ り,そ の こ とが,さ らに 利用 分 野 を拡 大 して きた も

の で あ る。 す で に今 日で は,社 会 の各 分 野 で 広 くコ ンピ ュ ー タが 利用 され て お り,

一 般 市 民 の 日常 生 活 と も深 いか か わ りあ い を もつ まで に 至 って い る。

例 えば,今 日 の金 融 機 関 で は オ ンラ イ ン ・リ アル タ イ ム ・シス テ ムが数 多 く採

用 され て お り,さ らに,キ ャ ッシ ュ ・デ ィス ペ ンサ ー(現 金 自動 支払 機)の 普 及

が め ざ ま しい 。 この シ ス テ ム は預 金 口座 を 開設 した顧 客 が キ ャ ッシ ュ ・カ ー ドを

作 成 す る こ とが で き,そ の カ ー ドで キ ャ ッシ ュ ・デ ィス ペ ンサ ーか ら,自 分 で 直
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接 コ ン ピ ュ ー タに ア クセ ス して預 金 を引 きお ろす こ とが で き る方 式 で あ る。 この

よ うに,顧 客 が 直接 コ ン ピ ュー タ を操作 す る とい うシ ス テ ム の開 発 で,コ ン ピ ュ

ー タ と接 触 す る人
,す な わ ちコ ン ピ ュー タ ・ア クセ ス人 口 が爆 発 的 に増 加 して い

るの で あ る。

これ に対 し,大 蔵 省 が 昭 和51年6月30日 現 在 で 実 施 した 「金 融機 関 の 内部検

査 に 関 す る実 態 調 査 」 に よれ ば,検 査 部等 が コ ン ピ ュー タ関 係 部門 に 関す る検 査

を実 施 して い るの は,全 国銀 行86行 の う ち21行 で24.4%,相 互 銀行 で は72行

の うち12行 で16.7%,信 用 金 庫 で は470金 庫 の う ち48金 庫 で10.20/・ とな っ て

い る。 全 体 で は,628金 融 機 関 中 の81機 関で12.9%で あ る。

ま た,実 施 され て い る検 査 内 容 は,ハ ー ドウ ェアの管 理 が29機 関,デ ー タ等

フ ァイル の管 理 状 況 が61機 関,オ ペ レー シ ョンの実 施 状 況 が49機 関,ソ フ トウ

ェ アの 内容 が8機 関 とな ってお り,主 と して外 形 的,物 的 な チ ェ ック事 項 が 中 心

とな って い る。 従 って,現 段 階 で は,コ ン ピ ュー タ関係 部 門 の検 査 を実 施 してい

る機 関 は少 な く,実 施 内容 もご く部分 的 とい え るだ ろ う。

コ ン ピ ュー タ産 業 分 野 は,将 来 と もきわ め て 高 い成 長 可能 性 を篭 つ もの と され

て い る。 産 業 構 造 審議 会 の情 報 産業 部 会 に よ る昭 和60年 度 の情 報化 予 測 で は,

60年 度 末 の コ ン ピュー タ設 置 台 数 が10万7,000台,金 額 に して7兆4,674億 円

とな って い る。 しか も,こ れ に 伴 う情報 処 理 技 術者 需 要 が60年 度 末 に は,57万

8,000人 と見 込 まれ て お り,さ らに オ ン ラ イ ン用 端 末 装 置 が2兆2,362億 円と予測

され て い る。

っ ま り,い い か えれ ば,昭 和60年 度 の わ が 国 の コ ン ピ ュー タ利用 状 況 は,①

現 在 の3倍 の コ ン ピ ュー タが 社 会 の 各分 野 で稼 動 し,② そ の た めの コ ン ピ ュー タ

要 員,す な わ ち シス テ ム ・エ ンジ ニ ア,プ ロ グ ラ マ,オ ペ レー タ,キ ーパ ンチ ャ

等 の 要員 が現 在 の3倍 以上 必 要 とな り,③ オ ン ライ ン ・シ ス テ ムが 増 え,端 末装

置 が相 当広範 囲 に配 置 され,コ ン ピ ュー タ要 員 以 外 の 人 で,コ ン ピ ュー タ を直接

使 うコ ン ピ ュー タ ・ア クセ ス人 口 が膨 大 な 数 に な る とい う こ とを予 測 した もので

あ る とい え よ う。
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鳩

つ ぎに,コ ン ピ ュー タ も要員 も現在 の3倍 以 上 に な れ ば,エ ラー,事 故等 の 発

生 す る可 能 性 もそれ だ け多 くな る とい え る。

さ らに,オ ンラ イ ン ・シス テ ムが普 及 し,端 末装 置 が各 方 面 に配 置 され,コ ン

ピ ュー タ の専 門 家 で ない 数 多 くの人 達 が コ ン ピ ュー タを使 うよ うに な り,コ ン ピ

ュー タ ・ア ク セ ス人 口が急 増 す る面 か ら も,エ ラー,事 故,犯 罪 の機 会 が増 加 す

る可能 性 が 高 くな る とい える だ ろ う。 従 って,シ ス テ ムの 信頼 性,安 全 性 を高 め

る必要 が あ る。

前 記予 測 は,監 査 の観 点 か ら も興 味 深 い 数 字 とい え る。現 時 点 で も,監 査 人 は

コ ン ピュー タ関連 業 務 に対 し て監 査 の 必要 性 を十分 認 め な が ら,コ ン ピ ュー タ は

技 術 的 に むず か しい とい うこ とで放 置 され てい る とい って もよ い。 それ が,今 後

さ らに 高度 化,大 規 模 化,複 雑 化 して い く と予 測 され て い るわ け で あ り,現 時 点

で 監 査 の 観 点 か らの何 らか の手 立 てが 施 され な けれ ば,昭 和60年 頃 に は す べ て

が 手 遅 れ とな っ て,監 査 しよ うに も監 査 の手 が か りがつ か めな い とい う状 態 に な

って しま うだ ろ う と思 わ せ る。

この よ うな こ とか ら,コ ン ピ ュー タ 関連 業 務 に まつ わ る監 査 は,今 後 ます ま す

重 要 性 を帯 び る よ うに な るで あ ろ う。

1.2シ ステム監査 の必要性

この よ うな情 報 化 の 進 展 に伴 い,そ の基 盤 整 備,情 報 処 理 の ル ー ル化 な どの 問

題 点 が 出 て き た。 具体 的 に は 情 報基 本 法 の 制定 や,プ ライ バ シ ー保 護 法 の 立 法 化

な ど,情 報 化 を め ぐって 各方 面 で取 沙汰 され て きて い る。

これ らの 論 議 は,政 策 面 か らの規 制 を中 心 とす る もの で あ る。 しか し,シ ス テ

ム監 査 は,コ ン ピュー タ ・ユ ー ザが,み ず か ら適 正 な 情 報 処 理 を 行 っ て い くた

め に,コ ン ピ ュー タ部 門 か ら離 れ た,独 立 かっ 客 観 的 な立場 の 監 査 人 に,情 報 処

理 を点 検 ・評価 させ,助 言 ・勧 告 等 に よ り健 全 化 を はか っ◆て い く こ とを 目的 とす

る もので あ る。
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1。2.1内 部 的 要 請

システム監査 の必 要 性 は,企 業の 内部 的 要 請,社 会 的 要 請 お よび その他 の 要請 に分

け られ る。 企業 の 内部 的 要 請 の 面 で は,ま ず 第1に,低 成 長 下 の 企 業 経営 とい う

観点 か ら,ト ッ プ ・マ ネ ジメ ン ト自身 が コ ン ピュー タ部 門 の 予算 規 模 に着 目 し,

積極 的 に有効 利 用 を め ざす姿 勢 を見 せ て きて い る こ とが あ げ られ よ う。 す な わ ち,

コ ン ピュー タ利 用 が採 算 に合 っ て い るか ど うか,有 効 利 用 を具体 的 に把握 す るよ

う トップ ・マ ネ ジ メ ン ト自身 が 要 求 す る よ うにな って きて い る。

第2に,コ ン ピュー タ利 用 が,個 別 業 務 の 処理 か ら,総 合 情 報 シ ス テ ム を指 向

す る段 階 に さ しか か る と,エ ラーの 及 ぼす 影 響 も加 速 度 的 に拡 大 す るの で,エ ラ

ー 防 止が 必 要 で あ る。 す な わ ち,1つ の デ ー タが 誤 って処 理 され ると,関 連 す る

多 くの フ ァイル が 間違 うこ とに な り,業 務 に よ って は 顧客 に ま で影 響 を及 ぼす こ

と にな る。

第3に,部 内 者,部 外 者 に よる コ ン ヒ。ユ 一 夕犯 罪 が,諸 外 国 で も,わ が 国 で も

発生 してお り,こ れ らの犯 罪 防 止 に つ い て は,従 来 の 対策 を早 急 に検 討 しな けれ

ば な らな い。 と くに,コ ン ピュ ー タ に対す る破 壊 行 為 は,大 きな損 害 を 与 え る だ

け で な く,業 務 活 動 を麻 痺 させ て し ま うこ とに な りか ね な い 。 その よ うな 事態 が

社 会 的混 乱 を招 く恐 れ な し と しな い 。

この よ うな問 題 に対 して,経 営 者 が コン ピュー タ部 門 に対 策 を徹 底 させ る こ と

は 当然 の こ とで あ るが,さ らに,客 観 的 な 立場 か らの 評価 お よ び チ ェ ック等 を行

うの が シ ス テ ム監 査 で あ る とい え よ う。

1.2.2.社 会 的 要 請

シス テ ム 監査 を必 要 とす る社会 的 要 請 と して は,プ ライバ シー の保 護,お よ び

コ ン ピュ ー タ犯 罪 の防 止等 を あげ る こ とが で き よ う。

まず,プ ラ イバ シー の保 護 につ い て は,わ が 国 で は 昭和49年 に,行 政 監 理 委 員

会 が 行 政 管 理 庁 長 官 の 諮 問 を受 け て,行 政 機 関 の コン ピュー タ利 用 に伴 うプ ラ
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イバ シ ー保 護 の あ り方 につ い て検 討 した当 時,大 き くク ロ ーズ ア ップ され た が
,

時 期 尚早 で あ る と して 立法 化 には至 らな か った。

この プ ライ バ シ ー保 護 問 題 に つ い て は,行 政 面 と民 間企 業 で は処 理 して い る個

人 デ ー タの種 類,量,性 格 が 異 な り,同 一 に論 ず る こ とはで きない面 もある。 しか

し,民 間 企業 に お い て も個 人 デ ー タは処 理 され て お り,立 法 化 され る とす れ ば ,

いず れ 民 間企 業 の コ ン ピ ュー タ利 用 も対 象 と され る に至 る と理 解 して お くべ きで

あ ろ う。

つ ぎに,コ ン ピ ュー タ利用 に伴 うエ ラー や コ ン ピ ュー タ犯 罪 等 の影 響 が
,単 に

そ の組 織 体 の み に とど ま らず,一 般市 民 に まで 被害 を及 ぼ す可 能 性 が あ り,社 会

問 題 化 す る要 素 を十分 に持 っ てい る こ とが あげ られ る。

これ らは規 制措 置 な どの 有 無 に 関係 な く,コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ 自身 が ,エ ラ

ー ,事 故,犯 罪等 を発 生 させ な い よ うに努 力 し,未 然 に防 ぐこ とを前提 とす べ き

こ とで あ る。 従 って,コ ン ピ ュー タ部 門 自体 が,こ れ らの 諸 問題 に対 応 策 を 講 ず

る こ とは 当然 で あ るが,同 時 に,シ ス テ ム監 査 を実 施 して 万全 を期 さな けれ ば な

らな い。

1.2.3そ の 他 の 要 請

公 認会 計 士 は,会 計 監 査 を実 施 す る に あ た って,会 計処 理 が コ ン ピュー タに よ

り行 われ て い る場 合,計 算 書 類 の作 成 プ ロ セ スで あ る会計 処 理 シ ステ ム につ い て

の信 頼 性 を確 認 す る こ とが監 査 の前 提 条 件 にな る と して い る。

これ らの点 を,さ らに具 体 的 に整 理 す れ ば,つ ぎの よ うに要 約 す る こ とが で き

よ う。,

① 会 計記 録 の正 確 性 を確 かめ るた め の,監 査 証 跡 が 見読 不 可 能 とな る た め に,

プ ロセ ス を把 握 す るた め の措 置 を講 ず る必要 が あ る こ と。

② 財 務 諸 表 監 査 は,内 部統 制 の存 在 を前 提 と して お り,コ ン ピ ュー タ処 理 に移

行 した と して も,そ の 前提 は何 ら変 わ る もので は な く,シ ス テ ム上 の コ ン トロ

ー ル を講 ず る必 要 が あ る こ と
。
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③ 会計処理 シス テムは,客 観情勢 の変化に対応 して流動 的であ るが,あ る程度,

継続性 を もたせ るための措 置が必要であること。

そ して,公 認 会計士 としては,こ れ らの ことは第 一義的には企業 自身が行 うよ

う期待 してい る。

1.3シ ステム監 査の概念

この よ うに,コ ン ピ ュー タ を中心 と した業 務 に 対 して,色 々な角 度 か ら,様 々

な問 題 の指 摘 が な され て い る。 これ らの諸 問 題 は,あ ま りに も種 々雑 多で あ り,

個 々別 々に解 決 して い くには 不 合理 で あ り,経 費 もか さむ とい うこ とに な る。 そ

こで,こ れ らの業 務 をめ ぐる諸 問 題 を総 合 的 ・合 理 的 に解 決 す る必 要 性 が 出 て き

て い る。

シ ス テ ム監 査 は,コ ン ピ ュー タを中心 と した業 務 を シス テ ム と して と ら え,そ

こで 発 生 す る諸 問 題 を総 合 的 か つ合 理 的 に解 決 す るた めの助言 ・勧告 をす る もので

あ り,本 委 員会 は その理 論づけ,お よ び技 術 的研 究 を進 め て い くこ とを 目的 と して

い る。

従 来,わ が 国で は,EDP監 査,あ るい はEDP会 計 監 査 とい う名 称 で 一 部 の 企

業,会 計学者,公 認会計士 等の 間 で は研 究 が な され て きた 。 これ は,会 計 処 理 が コ

ン ピュー タで行 われ て い る場 合 の 会 計監 査 につ い て,会 計 記 録 が 見 読 不 可 能 と

と な り,監 査 証 跡 が得 られ 難 くな るた め,そ れ を どの よ うにす るか が 中心 的 課 題

で あ った 。

この 点,シ ス テム 監 査 は,コ ン ピ ュー タ を中心 と した業 務 を総 合 的,か っ 合理

的 に運 営 し てい くため の 助 言 ・勧 告 をす る もの で あ るか ら,そ れ に よ って 問題 を

未 然 に防 ぎ,い ろ い ろ な観 点 か らの要 請 に も対 応 で きるよう監 査 可 能 な システムを

作 りあげ よ う とす る もので あ る。 従 って,シ ス テ ム監 査 に お い て は,会 計 処 理 面

の 問題 は 一 つ の部 分 で あ り,そ の部 分 に対 して公 認 会 計 士 の 立場 か ら問 題 解 決 に

つ い て の 要 請 が あ る と理 解 した い 。
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会 計 が コ ン ピ ュー タ処 理 され て い る場 合,公 認 会 計 士 の要 請 に こた え るの は 当

然 の こ とで あ ろ うが,一 般 ユ ーザ に と って は,会 計処 理 面 の み を解 決 して も,そ

れ だ け で は何 らコ ン ピ ュー タ関 連 業 務 をめ ぐ る今 日 的課 題 の解 決 とはな らな い 。

従 って,ユ ー ザ と して は,シ ス テ ム監査 を 実 施 して,コ ン ピ ュー タ関 連業 務 に ま

つ わ る諸 問 題 を総 合 的 ・合理 的 に解 決 して い く中 で,会 計 処 理 上 の 問 題 点 も同時

に解 決 し てい く とい う立場 で対 処 すべ きで あ ろ う。

こ の よ うな 観 点 か ら,こ こで は シス テ ム監 査 につ い て,ま ず シ ス テム の と ら え

方 を明 確 に し,つ ぎに,シ ス テム監 査 の定 義 づ け等 につ い て検 討 し た。

1.3.1シ ス テ ム の と ら え 方

本 委 員 会 は,昨 年度,シ ス テ ム を 「"in"か ら"out"に 至 る プ ロセ スが 自動

的 ・連 続 的 に っ らな る構 成 体 」 と して と らえ た。 そ して,自 動 的 ・連 続 的 とい う

の は,技 術 的側 面 に と どま る もので は な く,法 令 や社 内規 定 そ の他 で構 成 され る

人 間 の 介在 す る プ ロセ ス も当然 こ の範 ち ゅ うに入 る もの と した 。

この よ うに シ ス テム を と ら える と,多 種 多 様 の シ ス テム が 身 近 に数 多 く存 在 す

る こ とに な る。例 えば,企 業 に限 定 して考 え て み て も,企 業 自体 が シス テ ム を構

成 して お り,各 個 別 の業 務 もそれ ぞれ に シ ス テ ム を構 成 して い る こ とに な る。

しか しな が ら,本 委員 会 が対 象 と してい る の は コ ン ピ ュー タ関連 業 務 で あ る。

従 って,こ の と らえ方 を コ ン ピ ュー タ関連 業 務 に 限 って 取扱 う こ と と し,そ の 対

象 シス テ ム は,第1-1図 の よ うな もの で あ る とい う前 提 を設 け た 。

現 場(ユ ー ザ) コ ノ ピ ュ ー タ 部 門 現 場(ユ ー ザ)

広 義 の シ ス テ ム

アウトプットの

最 終 活 用

第1-1図 シ ス テ ム監 査 の 対 象 シ ス テム
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この 第1-1図'は,中 央 の イ ンプ ッ トか ら ア ウ トプ ッ トまで を,ハ ー ドウ ェア

・ソ フ ト ウ ェ ア を 中 心 と した狭 義 の シ ステ ム と して い る。 つ ぎに,狭 義 の シ ス

テ ムに イ ン プ ッ ト ・プ ロセ ス と ア ウ トプ ッ ト ・プ ロセ ス を付 加 して,デ ー タ発 生

か らア ウ トプ ッ トの最 終 活用 ま で 含めた ものを広 義 の システム とした。 この広 義 の

シ ス テ ムは,コ ン ピュー タ部 門 内 に留 ま る もので は な い。 デー タの発 生 は現場 部

門(ユ ーザ 部門)で 起 こ り,コ ン ピ ュー タ部門 で処 理 され た後,ア ウ トプ ッ トは

再 び コ ン ピ ュー タ部 門 か ら離 れ て現場 部門 へ と配 布 され てい くわ けで あ るか ら,

きわ め て広 い概念 で と らえて い る こ とに な る。 そ して,こ の 広 義 の シス テム を シ

ス テム 監 査 の対 象 と し た。

1.3.2シ ステ ム 監 査 の 実 施 基準

シス テ ム監 査 の 実 施基 準 に つ い て は,昨 年 度,シ ステ ム の企 画 一開 発 一稼 動 レ

ベ ル に つ い て,業 務 全 般 に つ い て適 用 す る一 般基 準 と,シ ステ ム の品 質 に 適用 す

る品質 基 準 とを設 定 した 。

まず,一 般基 準 とは,シ ス テ ム監 査特 有 の基 準 とい う性格 の もの で は な く,あ

らゆ る業 務 に適 用 され るべ き もの で,当 然 シス テ ム監 査 の 場 合 に も適 用 しなけ れ

ばな らない 基 準 で あ る。 具 体 的 に は,① 準 拠 性,② 採 算 性,③ 適 時 性,④ 生 産 性,

以 上4つ の基 準 を設定 した。

つ ぎに,品 質基 準 と は,シ ス テム 自体 の 品 質 あ るい は性 能 を保 障 す るた め に必

要 と され る基 準 で,① 安 全 性,② 信 頼 性,③ 機 密性 を設 定 した。

1.3.3シ ス テ ム 監 査 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

前 述 の シ ス テ ム 監 査 実 施 基 準 を,実 際 の 業 務 に 適 用 す る 場 合,き わ め て 重 視 し

な け れ ば な ら な い ポ イ ン トが い く つ か あ る 。 こ の 点 に 関 し て は,昨 年 度,シ ス テ

ム の フ ァ ン ク シ 。 ン 上 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト と し て,① コ ン ト ロ ー ル,② セ キ ュ リ

テ ィ,③ プ ラ イ バ シ ー の3つ を と り あ げ た 。 ま た,マ ネ ジ メ ン ト 上 の チ ェ ッ ク ポ

イ ン ト と し て,① 承 認,② 標 準 化,③ ド キ ュ メ ン テ ー シ 。 ン,④ ス ケ ジ ュ ー リ ン
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グの4つ を と りあ げ た 。

そ して,以 上7つ の チ ェ ックポ イ ン トと,シ ス テ ム監 査 実 施 基 準 との 関連 性 を

第1-1表 の よ うに 明確 に した 。

第1-1表 チ ェ ックポ イ ン トと実 施 基 準 との 関連

システム監査 の

実 施 基 準

チ ェ ック

ポ イン ト

品 質 基 準 一 般 基 準

1

安

全

性

信

頼

性

機

密

性

準

拠

性

採

算

性

適

時

性

生

産

性

フ

ァ

ン

ク

シ

ョ

ン

コ ン ト ロ ー ル

(プ ログ ラム の チ ェック機 能)
◎ ○ ○

セ キ ュ リ テ ィ

(物 理 的 安 全)
◎ ○ ○

プ ラ イ バ シ ー

(個 人 デ ー タ 保 護)

.

.

○ ◎ ○

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

承 認 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

標 準 化

.

○ ○ ◎

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ○ ○ ◎

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ◎ ○

◎ 最 も重要 な関連 を示す

〇 二重マルに次 ぐ重要 性 を示 す

1.3.4シ ス テ ム監 査 の対 象 業 務

シス テ ム監 査 の実 施基 準 お よ び チ ェ ック ポ イ ン トが 設定 され る と,つ ぎに,こ

れ らは業 務 の どの段 階 で 直 接 関連 す る もの で あ るか を明確 に しな けれ ば な らな い。

そ こで,昨 年 度,業 務 を企 画 一開 発 一稼 動 の3つ の レベ ル に 区分 し,そ れ ぞれ 細

分 化 した。

ま ず,企 画 レベ ルで 重 視 され なけ れ ば な らな い項 目 と して,① 経 営 方 針,② 組
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織 計 画,③ 要 員 計 画,④ 調 査 研 究,⑤ 評価 計画,以 上 の5点 を強 調 した。

っ ぎに,開 発 レベ ルで は,業 務 の 流 れ を順 に追 って,① 予 備 設 計,② 基 本 設 計,

③ 詳 細 設 計,④ プ ・グ ラ ミング,⑤ シ ス テム ・テ ス ト,以 上5段 階 に ブ レー クダ

ウ ン した。

さ らに,稼 動 レベ ル に つ い て は,③ イ ン プ ッ ト ・プ ロセ ス,② オペ レー シ 。 ン,

③ ア ウ トプ ッ ト ・プ ロセ ス の3つ に区 分 した。

そ して,以 上 の よ うに細 分 化 した業 務 の 各 レベ ル ご とに,実 施基 準 とチ ェ ック

ポ イ ン トとの 関連 づ け を 明確 に して と りま とめ た もの が第1-2表 で あ る。
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第1-2表 シ ス テ ム監 査 の着 眼 点

◎ 最 も重要な項目

〇 二重マルに次 ぎ重要な項目

1

ご

1

システム監査の内容

対象業務の範囲

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト シ ス テ ム 監 査 の 実 施 基 準 関係者の参加
.

フ ァ ンク シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト

■

一 般 基 準 品 質 基 準
.

・ト ッ プ ユ ー ザ1

コ ン ト

ロ ー ル

セ キ ュ

リテ ィ

プ ラ イ

バ シー

■

承 認 標準化
ドキ ュメ

ンテ ーシ

ョン

ス ケ ジ

ュー リ

ン グ

.

準拠性 採算性 適時性 生産性

■

安全性 信頼性 機密性

企

画
レ
ベ

ル

経 営 方 針

.

.

.

○ ◎ ◎

■ ■

◎

組 織 計 画
.

○

■

◎ ○

. .

.

要 員 計 画

. .

○

`

◎ ○

1

調 査 研 究

. 1

0
.

.

○
.

○ ○

■ .

.

評 価 計 画 ○ ○ ◎ ◎
■

◎ ○

開

発
レ

ベ

ル

予 備 設 計 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

基 本 設 計 ○ ○

1

0 ○ ○ ○

1

0 ○

.

○
1

0 ◎

詳 細 設 計 ◎ ◎
.

○ ◎ ◎ ○
.

○ ○

.

◎ ◎
.

○

プ ロ グ ラ ミ ン グ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

.

○ ◎
.

◎ ◎
.

シ ス テ ム ・ テ ス ト ○

.

◎ ○
.

○
.

◎
.

稼
動
レ

ベ

ル

入 力

プロセス

現 場 処 理 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

セ ン タ ー 処 理 ◎ ○
.

○ ○
.

○ ○
.

○ ◎
.

オペ レー

シ ョ ン

マシン ・オペ レーシ ョン ○ ◎

.

○ ○ ○ ○

.

○ ○ ○ ○

.

◎ ○

ラ イ ブ ラ リ ○ ◎

.

○
.

○

.

○

.

◎
1

○ ○

出 力
プロセス 出 力 管 理 ◎ ○ ○ ○

.

○ ○ ◎



1.3.5シ ス テ ム 監 査 の 定 義

こ こで は,こ れ らの フレ ー ム ワー ク をふ ま えて,シ ス テム監 査 の定 義 づ け を模

索 して みた 。

シ ス テ ム監 査 を定 義 づ け るに あ た って,ま ず 「監 査 」 とい う言 葉 の もっ意 味 か

ら検討 して み た い。 監 査(Audit)と い う言葉 が 持 って い る意 味 で,わ れ わ れ に

と って きわ め て 重要 な要 素 は2つ あ る。 ひ とつ は,監 査 人 が 監 査対 象 か ら独 立 し

た客 観 的 な 立場 で な け れ ば な らな い こ とで あ り,も う1つ は,監 査結 果 を表 明 し

な けれ ば な らな い こ とで あ る。 そ して,こ の2つ の要 件 を満 た さな けれ ば,厳 密

な意 味 で は 監査 と して成 立 しな い。 従 って,監 査 とい う言 葉 に は,他 の 言 葉 で表

現 で きな い意 味 が あ る とい えよ う。

シ ステ ム監 査 の定 義 にっ い て は,過 去 に,本 財 団 が 昭和50年2月,っ ぎの よ

うに定 義 した 。

「シス テ ム監 査 とは,独 立 した 第三 者 の立 場 で,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの安

全性 ・信頼性 ・採 算性等 をチ ェ ック し,① マ ネ ジ メ ン ト面 か らの評 価 お よ び改善 勧

告,② 悪用 の防 止,③ 個 人 デ ー タの 濫用 防 止,そ の他,シ ス テム の健 全 化 をは か

るた め の 施策 をい う。 」

本委 員 会 で は,こ の定 義 に検 討 を加 えた結 果,若 干 の 補 強 ・修 正 を す る必要 が

あ る と認 め られ た。 そ こで,幅 広 く各 面 か ら検 討 を重 ね,本 委 員会 と して,つ ぎ

の よ うに定 義 す る こと と した 。

シ ス テ ム 監査 と は,監 査 対 象 か ら独 立 し た 客観 的 な 立 場 で,コ ン ピ ュー タを 中

心 とす る 情 報処 理 シ ス テ ム を総 合 的 に 点検 ・評 価 し,関 係 者 に 助言 ・勧 告 す る こ

とを い い,そ の有 効 利 用 の促 進 と弊 害 の除 去 とを 同 時 に追 求 して,シ ス テ ム の健

全 化 を はか る もの で あ る。
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1.4シ ス テ ム監 査 の 展 開

前 述 の よ うに シ ス テ ム監 査 を定 義 す る と,シ ス テ ム監 査 実施 につ いて,い か な

る組 織 体 や シス テ ムで あ って も,避 け て通 る こ との で きな い重 要 な課 題 が 浮 び上

っ て くる。 つ ま り,シ ス テ ムの 効 率 の 追求,品 質 の保 障,弊 害 の除 去,以 上3点

を どの よ うな観 点 か ら監 査 すれ ば よい の か とい う問 題 等 が 出 て くる。 これ を簡単

に 述 べ る とつ ぎの よ うに な ろ う。

① 経 営層 は,コ ン ピ ュー タの 有効 利 用 の 追求 に役 立 つ よ う採 算 性,生 産 性,適

時 性等 の観 点 か ら,十 分 な シ ス テ ム監 査 を行 わ し め る必 要 が あ る。

② シス テ ムの 品質 を高 め,エ ラー,事 故,犯 罪 を防 止 す るた めに,準 拠 性,信

頼 性,安 全 性,機 密 性 等 の観 点 か ら十 分 な監 査 が行 われ る必要 が あ る。

③ コ ン ピ ュー タを め ぐ る プ ラ イバ シ ー問 題 は,個 人 デ ー タ処 理 に伴 う基 本 的人

権 の 問題 で あ るだ け に重 視 され て い る。 従 って,個 人 デ ー タ処 理 に 関 して は,

ア ウ トプ ッ トの 保管,破 棄 に 至 る ま で,機 密 性 の 保 持 が 十分 で あ るか ど うか

を監 査 す る必 要 が あ る。

つ ぎに,こ れ らの こ とを実 現 す るた め に は,シ ス テ ムの企 画 一開発 一稼 動 の そ

れ ぞれ の 段 階 ご とに監 査 され る こ とが 必 要 に な る。 そ して,稼 動 段 階 につ い て は,

イ ン プ ッ ト ・プ ロセ ス ー オペ レー シ ョンー ア ウ トプ ッ ト ・プ ロセ スす べ て が監 査

対 象 に な る。

1.4.1コ ン ピ ュー タ有 効 利 用 の促 進

コ ン ピュー タの有 効 利 用 を は か るた め に,そ の 効 率 を具体 的 に把 握 す る必 要 が

あ る。 本 委員 会 で は,「 効 率 」 を具 体 的 に把 握 す るた め,シ ス テ ム監 査 実 施 基 準

で は採 算 性 と生 産 性 に わ け た。

ま ず,採 算 性 に つ い て は,と くに計 画 段 階 で 十分 に検 討 す べ き事 項 の た め,シ

ス テム の企 画段 階,お よ び開 発 段 階 に お け る基 本 設 計 レベ ル ま で を重 視 して い る。

従 って,ト ップの方 針 お よ び決 断 に 左右 され る要 素 が 多 く,ど の よ うな方 法 で採
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算 を求 め る かが 解 決 の 決 め手 とな ろ う。

っ ぎに,生 産 性 につ い て は,プ ログ ラ ミング お よ び オ ペ レ ー シ ョン段 階 での 具

体 的 な測 定 が要 求 され る事 項 で あ り,そ の基 準 が 求 め られ な け れ ば な らな い。

これ らは,す べ て今 後 の研 究 課題 とい う こ とに な るが,ま ず求 め られ る こ とは,

総 費用 対 総 効 果 の把 握 方 法,プ ログ ラ ミン グお よ び オ ペ レー シ ョンの生 産 性 測 定

基 準 の 設定 とい うこ とで あ ろ う。

この よ うに 考 えて くる と,コ ン ピ ュー タ利用 に 関 して は,技 術 の進 歩 に対 して

マ ネ ジ メ ン ト手 法 が 立 ち遅 れ て い るこ とが わ か る。 こ こに,経 費 を節 減 しな が ら・

かつ 効 率 の 向 上 を め ざす とい う立 場 か らの シ ステ ム 監 査 が必 要 と され る。

1.4.2エ ラー ・事 故 ・犯 罪 の 防止

コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムが 業 務処 理 の 中核 を な す よ うに な った今 日,シ ス テ ム

設 計 上 ・プ ログ ラ ミング上 ・オペ レー シ ョン上 の エ ラーが 及 ぼす 影 響 は組 織 内 の

み に と どま らず,シ ステ ム に よ って は社 会 的 に影 響 を及 ぼ す恐 れ が あ る。

ま た,天 災,あ る いは故 意 ・過 失 に よ る人 為 的 な 事 故 の発 生 は,損 害 が 大 きい

と同時 に,そ の 間 の業 務 の 混 乱 を考 える と,企 業 の 中 枢 神 経 を破 壊 され た に 等 し

い程 の損 害 を受 け る。

さ らに,最 近 で は シス テ ム を め ぐ って の犯 罪 問 題 が論 議 され る よ うに な った。

わ が 国 で も,磁 気 テ ー プの記 録 を無 断 で コ ピー して,競 争 相 手 の 企業 に売 って い

た 事 件 が 発生 す る な ど,企 業 機密 の保 持 が ク ロ ー ズ ア ップ され て き てい る。金 融

機 関 の オ ン ライ ン ・シス テ ム をめ ぐ って は,部 内者 に よ る キ ャ ッシ ュ ・カー ド偽

造 事 件 や,部 外 者 に よ るキ ャ ッシ ュ ・カー ド盗 用 事 件 な どが す で に発 生 して い る。

以 上 の よ うな エ ラー,事 故,犯 罪等 を 防 止 す るた め に,セ キ ュ リテ ィが 万 全 で

あ るか ど うか を監 査 す るセ キ ュ リテ ィ監 査 が 必 要 と され て い る。

1.4.3プ ラ イ バ シ ー の 保 護

コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム を め ぐ る プ ラ イ バ シ ー 問 題 は,個 人 デ ー タ 処 理 上 の 問
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題 で あ り,各 組 織 体 は セ キ ュ リテ ィ上 の セ ー フ ガー ド,イ ン プ ッ ト ・デ ー タお よ

び ア ウ トプ ッ ト ・デ ー タの 管 理 な ど,プ ラ イバ シー を保 護 す る措 置 を講 ず る必要

が あ る。

1.4.4シ ス テ ム企 画 レベル の諸 問 題

シ ス テム企 画 レベ ル に お け る問 題 点 の 受 け とめ方 は,コ ン ピ ュー タ部 門 の総 合

管理,シ ス テム 開発 企 画,お よ び シ ス テ ム運用 企 画 と して と らえた 。

総 合 管 理 は,全 社 的 な 立 場 で の コ ン ピ ュー タ部 門 の方 向 づ け等 を含 ん だ部 門

全 体 の管理 ・運 営 に 関 す る企 画 と して と ら えた 。

シ ス テ ム 開 発 企 画 は,開 発 が要 請 され,具 体 的 に開 発 計 画 を立案 す る際 の企

画 を さ して い る 。

シ ス テ ム 運 用 企 画 は,オ ペ レ ー シ ョン段 階 に入 った シ ス テ ムの,運 用 体 制 に

っ い て の基 本 方 針 の策 定 に関 す る企 画 とい う こ とが で き る。

シ ス テ ム企 画 レベ ルに っ い て は,第2章 で 詳細 に述 べ る。

1.4.5シ ス テ ム開 発 レベ ル の 諸 問題

シ ス テム 開発 レベ ル の業 務 を監 査 可能 に す るた め に は,ま ず,シ ス テ ム開 発 過

程 を標 準化 す る必要 が あ る。 も し標 準 化 され て いな い とす れ ば,シ ス テ ム監 査 人

の 関 与 すべ き時 点 が 明確 に把 握 で きな くな るで あ ろ う。

そ こで,こ こで は,各 フ ェー ズ につ い て監 査 の観 点 か ら検討 を加 えた 。 そ して,

これ らを もとに し て,シ ス テ ム 開発 レベ ル に お け るチ ェ ック リス トを作 成 した 。

詳 細 につ い て は第3章 で述 べ る。

1.46シ ステ ム稼 動 レベ ル の諸 問題

シス テ ム の稼 動 レベ ル とは,完 成 した シ ス テ ムが,開 発 部 門 か ら運 用 部 門 に引

き継 がれ,実 際 に業 務 を処 理 して い る段 階 で あ る。

この段 階 で,プ ログ ラム 上,あ るいは 操 作 上 の エ ラー が発 生 す る と業 務 上 の混
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乱 を招 くし,破 壊 行為 の対 象 とな り被 害 を受 け る と,業 務 が 中 断 し,大 き な損 害

を蒙 るな ど,混 乱 を深 め る こ と にな る。

さ らに,最 近 で は,コ ン ピ ュ ー タ犯 罪 が 大 きな脅威 とな りっつ あ り,具 体 的 な

予 防 策 の実 施 が 急 が れ て い る。

プ ラ イバ シ ーの 侵害 に つ い て も,や は り稼 動 レベ ル で発 生 す る こ とに な る。

以 上 の よ うな こ とか ら,シ ス テ ム稼 動 レベル に つ い て は,有 効 利用 の 追求 が行

わ れ る こ とは 当 然 の こ となが ら,弊 害 を発 生 させ な い ため の 監 査 が重 視 され な け

れ ば な らな い。 この よ うな観 点 か ら,シ ス テ ム運 用 に おけ るチ ェ ック リス トを作

成 した 。詳 細 に つ い て は第4章 で 述 べ る。

1.5シ ステム監査体 制の確 立

こ こで は,民 間企業 に お け る シス テ ム監 査 体 制 を,今 後 い かに 確 立 してい くべ

き か に つ い て述 べ る。

1.5.1シ ス テ ム 監 査 へ の 取 組 み

これ まで述 べ て きた こ とか ら,監 査 は ビジネ ス の ニ ーズ に よ って実 施 され てい

る こ とが理 解 で き る。 つ ぎに,わ が 国 企業 で実 際 に 行 わ れ て い る監 査 は,監 査役

監 査 ・ 公認 会 計 士監 査,内 部 監 査 の3つ で あ る。 こ の中 で,監 査 役 監 査 は 商 法 に,

公認 会計 士 監 査 は証 券 取 引 法 な らび に 商法 に も とつ く法 定 監 査 で あ るが,内 部監

査 は この よ うな法 的根 拠 に も とつ く監 査 で は な く,経 営 者 の意 思 で 行 われ る任 意

の監 査 で あ る。

一方 ,企 業 で 一般 に 行 わ れ て い る監 査 を,そ の 内容 か ら分 類 し てみ る と,業 務

監 査 と会 計 監 査 とい うこ とに な る。

この よ うな現 状 か らシス テ ム監 査 へ の取 組 み を考 えて み る と,第 一義 的 に は,

コ ン ピ ュー タの 有 効 利用 や弊 害 の除 去 を求 め る とい う内部 的 な要 請 の も とに行 わ

れ る べ き もので あ る こ とを 明 確 にす べ きで あ ろ う。
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1.5.2シ ス テム 監 査 人 の 養 成

この よ うな シ ス テ ム監 査 を実 施 す るた め に は,コ ンピ ュー タに関 す る専 門知 識

が 監査 人 に要 求 され る よ うに な る。 従 って,シ ス テム監 査 の方 法 論 の 研 究 と と も

に,ス ペ シ ャ リス トと して の シ ス テ ム監 査 人 を養成 す る ことが 急 務 と な っ て き て

い る。

シ ス テ ム監 査 人 の 養 成 に っ い て は,コ ン ピ ュー タ専 門 家 を監 査 部 門 に 配 置 して

監査 教 育 を施 す 方 法 と,監 査 人 に コ ン ピ ュー タ教 育 を施 す 方 法 とが 考 え られ る。

一般 的 に は ,前 者 が 比 較 的 よ く採 用 され て い るが,後 者 の場 合 は相 当長 期 間 の訓

練 が 必 要 に な る と言 わ れ て い る。

今 後,シ ス テム 監 査 人 に必 要 と され る資 質 が 明確 に され,い か に 養 成 して い く

かに つ い て,そ の教 育 の 内容 と方法 につ い て の研 究 が 進 め られ て い か な け れ ば な

らな い。

1.5.3過 渡 期 に お け る措 置

いず れ に して も,シ ス テム監 査 人 の養 成 に は,教 育 カ リキ ュラ ムの 開発 等,時

間 を必 要 とす るが,す で に シス テ ム監 査 を実 施 しな けれ ば な らな い段 階 に到 達 し

て い るシ ステ ム もあ る。 ス ペ シ ャ リス トと して の シ ス テ ム監 査 人 の 養 成 が 遅 れ て

い る状 態 の過 渡期 的 な措 置 と して,監 査部 門 と コ ン ピ ュー タ部 門 の 双 方 か らな る

プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ム を編 成 して,シ ステ ム監 査 を実 施 す る とい う打 開 策 を講 ず

るの もひ とつ の 方 法 で あ ろ う。

この こ とは,さ きに定 義 した"監 査対 象 か ら独 立 した客 観 的 な立場"と は矛 盾

す る こ とにな る。 しか しな が ら,シ ス テ ム監 査 を早 急 に実 施 しな け れ ば な らな い

必 要 性 を 重視 す れ ば,可 能 な 部分 か らで よい か ら,早 急 に具 体 的 に実 施 に うっ す

方策 を検 討 す る こ との 方 が,は るか に 有意 義 で あ ろ う と考 え られ る。 両 部 門 の 英

知 を結 集 して プ ロジ ェク ト ・チ ー ム を編 成 す るに して も,シ ステ ム 監 査 の 長 は,

原 則 と して監 査 部 門 か ら選 ぶ こ とが 監 査 の 性質 上 望 ま しい と思 わ れ る。
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また ・ この 方法 を と る こ とに よ って,各 組 織体 に適 合 した シ ステ ム監 査 の 実施

基 準 の 策定 に 資 す る と と もに,シ ス テ ム監 査 人 の養 成 を容 易 に す る利 点 が あ る と

考 え られ る。

1.5.4公 認 会 計 士 監 査 と の調 整

公 認会 計士 の お こな う会 計 監 査 は,端 的 にい え ば,計 算 書 類 が法 令 や 定 款 に従

って 適 法 に作 成 され て い るか ど うか につ い て監 査 を行 い,意 見 を表 明 す る こ とで

あ る と い え よ う。

そ し て,シ ス テ ム監 査 との 関連 につ い て は,会 計 が コ ン ピ ュー タ に よ り処 理 さ

れ て い る場 合 に,計 算 書 類 の作 成 過程,す なわ ち,会 計 処 理 シ ス テ ムに もとつ く

処 理 過 程 に つ い て,監 査 証 跡 が 見 読 不 可 能 な 形 に変 って しま うとい う ことが

問 題 点 と して指 摘 され て い る。 従 って,公 認 会 計 士 と して は,こ の 部分 につ い て

の信 頼 性 を確 認 で き るよ うに す る こと を望 ん で い るわ けで あ る。

企業 と して は,こ れ に対 応 す る必要 が あ るか ら,シ ス テ ム監 査 人 は,会 計 処 理

シス テ ム につ い て は公 認 会 計 士 との意 思 疎 通 を はか り,公 認 会 計 士 の意 図 す る と

ころ を十 分 に理 解 す るよ うに 努 め,調 整 をは か りな が ら監 査 の実 施 に あ た る こ と

が 望 ま れ る。

1.5.5監 査 役 監 査 との連 携

監査役は,取 締 役の職務 執行 を監査 しなければな らないが,こ れ は業務監査 お

よび会計監 査の双方 を担 当 し,独 自の機能 を持 つ ものであ る。

まず,業 務 監査については,取 締役の職務 執行 を監査す るわけであるか ら,取

締役が下部機構 に委 譲 して行われている職務 について も,監 査役 の業務監査 の範

ちゅ うに入 ると理 解すべ きであ ろう。

これ らの ことか ら,シ ステム監査への監査役 の アプローチ としては,内 部監査

部門あ るいはシ ステム監査 人が行 ったシステム監査 の結果 を活用 し,不 足 してい

る点があれ ば 自 ら行 うとい うのが効果的であろ う。
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会計監査 に関 して も,職 業会 計人の行 ったシステム監査 を活用す るな ど,効 率

的な監査 を行 うこ とが有効で あろう。
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第2章 シ ス テ ム企 画 監 査

シス テ ム の企 画 レベ ル は,全 社 的 な 立場 か ら,コ ン ピ ュ ー タ部 門 を どの よ うに

位 置 づ け るか,ま た,コ ン ピ ュー タ部 門 全体 をい か に管 理 ・運 営 して い くか とい

う問題 と して と ら えるべ きで あ る。 従 って,企 画 レベ ル は,コ ン ピ ュー タ活用 の

ポ リシ ー を確 立 し,具 体 的 な個 々の業 務 に対 して意 思 決 定 をす る段 階 とい うこ と

が で き る。

この企 画 レベ ル を監 査 とい う観 点 か ら眺 め て み る と,主 要 な任 務 と して は,コ

ン ピュー タ部 門 の 「総 合管 理 」,な らび に 「シ ス テ ム開 発 の 企 画」,「 シス テ ム

運 用 の企 画 」 とい う点 で あ ろ う。

い い か えれ ば,全 社 的 な 立場 か らコ ン ビ。ユ一 夕部 門 を どの よ うな 姿 に 育成 し,

か つ,運 営 して い くか に つ い て基 本方 針 が 固 め られ る段 階 が企 画 レベ ル とい えよ

う。 そ して,個 別業 務 に つ い て は,シ ス テ ム開 発 段 階,稼 動 段 階 で それ ぞれ 方 針

が十 分 に徹 底 され て い き,具 体 的 に業 務 上 具 現 され て い くこ とに な る。

以上 の よ うな こ とか ら,シ ステ ム監 査 人 が,シ ステ ム企 画 レベ ル の業 務 で 十 分

に確 認 して お く必要 の あ る もの を拾 い あげ,そ れ が先 きに あげ た 「総 合 管 理 」,

「シ ス テ ム開 発 企画 」,「 シ ス テ ム運用 企 画 」 の どの範 ち ゅ うに属 す るか を関 連

づ け る と,つ ぎの第2-1表 の よ うに な る。

この よ うな把 握 の しか た は,本 委員 会 が シ ス テム監 査 の対 象 業 務 を,企 画 一開

発 一稼 動 の3段 階 に 区分 し,そ れ を1つ の流 れ と して 受 け とめ て い るか らで あ る。

従 って,こ こで は,シ ス テ ム監 査 人 の 立場 か ら,企 画 レベ ル の業 務 を具 体 的 に

と ら える場 合 の,1つ の考 え方 を示 した もの で あ る。

いず れ に して も,シ ス テ ム監 査 人 の 立場 か らは,企 画 レベ ル に お い て側 面 か ら

助 言 等 す る こ とが コ ン ピ ュー タ部 門 へ の 援助 とな る し,企 画 レベ ル を十 分 把 握 し

て い る こ とが,シ ス テ ム開 発 レベ ルで の 監 査 を よ り効 果 的 に行 うた め の基 礎 とな
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るで あ ろ う。

第2-1表 シス テ ム企 画 レベ ル

企 画 業 務 総合管理 開発企画 運用企画

経営方針 ① 長期計画 ○ ○ ○

② 短期計画

.

○ ○ ○

組織計画 ① 組 織 ○

② 職務権限 ○

③ 報告制度 ○

要員管理 ① 教 育 ○

② スキル管理 ○

③ 適正要員の把握

1

0

④ 健康管理

1

0

調査研究 ① 技術調査

1

0
.

○ ○

② 評価制度 ○ ○ ○

③ 稼動状況調査 ○ ○

④ パ フ ォー マ ンス 調査

.

○ ○ ○

運用制度 ① シ ス テム 開発 ・運 用 ○ ○ ○

② 文書化

.

○

③ 標準化

.

○

同 時 に企 画 ・開 発 レ ベル で シス テム監 査 人 が参 画 す る こ とに よ り,稼 動 レベ ル

の 監 査 が よ りス ム ー ズ に有効 に 行 え る し,ま た,不 備 な 点 を発 見 す る こ とが 容易

に な る であ ろ う。 複 雑 な シス テ ムで は,稼 動 レベ ルで 初 め て監 査 す る こ とは シ ス

テ ム の理 解 を著 し く困 難 にす るで あ ろ う。

この 企 画 レベ ルで シ ス テ ム監 査 人 が 関 与 す る方 法 と しては,ト ップ層 を も含 め

た委 員 会 に シ ス テ ム監 査 人 の 立場 か ら参 画 し検 討 す る方 式 が妥 当 で あ ろ う と考 え

られ る。 た だ し,一 定 の標 準 化 され た方 式 が確 立 され て い るわ け で は な く,ま た,
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そ の 必 要性 もな い と思 わ れ る。 それ ぞれ の組 織体 で,実 質 的 に うま くい くよ うに

配 慮 して,独 自 の方 式 を考 え るべ きで あ ろ う。

委員 会方 式 を とる場 合,委 員 会 自体 を多 面 的 に 活用 で き るよ う工 夫 す る こ と も

必要 で あ る。 例 えば,シ ス テム 開発 ・稼 動 レベ ル で実 施 され た シス テム 監 査 の結

果 を,こ の委 員 会 に か け て検 討 す るの も1つ の方 法 で あ ろ う。 この よ うに す る こ

とに よ り,シ ス テ ム監 査 の結 果 を検 討 して,コ ン ピ ュー タ部 門 の 位 置 づ けや業 務

改善 の あ り方 ヘ フ ィー ドバ ック させ る こ とが で き よ う。

2.1経 営 方 針

コ ン ピ ュー タ業 務 に 関 す る長 期 計画 お よ び短 期 計 画 が,経 営方 針 を受 け て,将

来 の方 向,経 済環 境へ の対 応 等 を も含 め て検 討 され,そ の 方 針 が 立案 され て い る

こ とが必 要 で あ る。

と くに,長 期 計 画 に つ い て は,対 コ ン ピ ュー タ関 連投 資 が 重 視 され ね ば な らな

い し,そ の場 合,投 資 に対 す る効 果 が計 数 的 に把 握 され て い る こ とが 必要 で あ る。

短 期 計 画 につ いては,シ ステム開発 ・稼動 レベル を有効 に運営 してい くための,具 体的

な詳 細 計 画 で な け れ ば な らな い。 ま た,双 方 と も コス ト面 か らの評 価 が十 分 に な

され て い る こ とが 必要 で あ る。

この よ うな こ とか ら,こ の段 階 に お け るシ ス テ ム監 査 人 の 着 眼点 は,計 画 が経

営 方 針 に準 拠 して い るか ど うか,採 算 性 が 十 分 に検 討 され て い るか ど うか等 が き

わ め て重 視 され る事項 とな ろ う。

2.2組 織 計 画

コ ン ピ ュー タ部門 の組 織 は,当 初,従 来 か ら存 在 す る人 事 部 門,経 理 部 門,あ

るい は企 画 部門 等 の下 部 機 構 と して 出発 した 組 織 体 が 多 く見 受 け られ た 。 しか し,

そ の後,コ ン ピ ュー タに よ る業 務 処 理 の範 囲 が 拡 大 し,そ れ と と もに コ ン ビ ュー
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タ 部 門 も独 立 した ひ とつ の部 門 を形 成 す る よ うに な り今 日 に至 って い る。 この よ

うに,コ ン ピュ ー タ部 門 は,そ れ ぞれ の組 織 体 ご とに,異 な った背 景 を もって発

展 して きた もので あ り,現 状 に お い て,運 営 の仕 方 な どが,そ れ ぞれ 異 な った と

して も,そ れ は む しろ当然 の こ とで あ ろ う。

しか し,シ ス テ ム監査 の観 点 か らは,ど の よ うな組 織 形 態 を とろ う と も配慮 さ

れ な け れ ば な らな い 事 項 が い くつ か あ る。 そ れ は,組 織上 の独 立 性 で あ り,職 務

権 限 の分 離 で あ り,ト ップ ・マネ ジ メ ン トに対 す る報告 制度 の 確 立 な どで あ る。

ま ず,組 織 上 の独 立 性 に つ い て は,コ ン ピ ュー タ部門 の予 算 規 模 が 相対 的 に大

き くな り,か つ,業 務 処 理 の 中枢 とな っ てい る以 上,エ ラ ーや コ ン ピ ュー タ犯 罪

防止 の た め に も,コ ン ピ ュ ー タ利 用 の コ ス ト対 効 果 を十 分 に把 握 す るた め に も,

独 立 した組 織 で あ る こ とが必 要 と され て い る。 これ らの こ とか ら,コ ンピ ュー タ

部 門 の 他 部 門 か らの分 離 独 立 の度 合 は,シ ス テ ム監 査 人 の 関心 事 の 一つ で あ る。

つ ぎに,職 務 権 限 の分 離 につ い て は,業 務 の 合 理 的 運 営 な らび に犯 罪 防 止 の た

め,コ ン ピ ュー タ部 門 の 規 模等 に もよ るが,最 小 限 度 の分 離 は 必要 で あ る。 例 え

ば,コ ン ピ ュー タ部 門 の各 業 務 が 明確 に記 述 され,兼 務 につ いて も,そ の 組 織 に

応 じた 制限 が 加 え られ て い る こ とな ど も必 要 で あ る。

ま た,報 告 制度 の確 立 につ い ては,コ ン ピ ュー タ部 門 の業 務 が 重要 に なれ ば な

るほ ど,ト ップ ・マ ネ ジメ ン トは コ ン ピュー タ部 門 の業 務 を把 握 して お く必 要 が

あ る。 そ して,こ の よ うな立 場 か ら報 告 制度 を確 立 し,ト ップ ・マ ネ ジメ ン トへ

の報 告 をル ー ル 化 し,常 に適 正 な報 告 が な され る よ う努力 す べ きで あ る。

2.3要 員 管 理

コ ン ピ ュー タ部 門 の 要 員 管理 と して は,ま ず,ス キ ル(技 能)の 管 理 が行 わ れ

な けれ ば な らな い。 これ に よ り,要 員 の過 不 足 が 容 易 に把 握 で き るよ うに な り,

業 務 量 に 対 す る適 正 要 員 数 が 明 確 に つ か め る こ とに もな る。

つ ぎに,健 康 管 理 も きわ め て重 要 視 され る事 柄 で あ る。 定期 的 な 健康 診 断 は 必
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ず受け させ るよ うに して健康状 態 を把握 してお く必要 があ るし,超 過勤務の状態

な ど も把握 してお く必要があ る。

同時 に,職 場環境 で改善 すべ き点,あ るいは,災 害発生 時にそな え人 命尊重の

立場か らと られ るべ き措置等,や や もすれば コン ピュータ保護中心 に片寄 りが ち

な環境 づ くりに も検討 の余地 があ ろ う。

また・ コンピュータ部門 の要員 管理 としては,教 育が と くに重視 されなければ

な らない。 すなわ ち,要 員 の質 的向上 が業務 の質的向上に直接結 びつ くわけで あ

るか ら・高度の技 術的知識 を必要 とす るコンピュータ業務 に従事 する者 には ,体

系 づけ られた教 育計画 にそ った教育訓練が実施 され ることが望 ま しい。

内容的には,技 能習得教育は もとよ り,新 人教育 や管理者教育な ど も重要 であ

る。最近 では・コ ンピュータ担 当者に よる犯罪等の発生 か ら,職 業倫理教 育の必

要性 も叫 ばれ るよ うにな って きてお り,今 後 の課題のひ とつであ ろう。

2.4調 査研 究 および評価計 画

ハ ー ドウエ ア・ ソ フ トウエ ア等 の 新 しい技 術 に関 す る調 査 研 究 は
,コ ン ピュー

タ技 術者 が最 も興 味 を示 す と こ ろで あ り,現 行 シ ス テ ムが 発 展 の可 能 性 を もって

い る限 り必要 な こ とで あ る。 しか し,組 織 体 全 体 の 立場 か らは ,経 済 環 境 を考 慮

に 入 れ て,単 に技 術的 な性 能 評 価 のみ に は し らず,よ り採 算 の合 う方 法 の 追 求 と

い う立場 を忘 れ て は な らな い。

現段 階 で調 査 研 究 とい う立場 か ら最 も重要 な課 題 は,評 価 制 度 の 確 立 とパ フ ォ

ー マ ンス の測 定 で あ る とい えよ う
。 これ が コ ン ピ ュー タ有 効 利用 の 基礎 資料 とな

り得 る もの で あ る。

コ ン ピ ュー タ利用 が 有 効 で あ るか ど うか は,投 資 額 に対 す る効 果 を採 算 面 か ら

測 定 す る こ と とい って も過 言 で は ない 。 そ の た め に は,パ フ ォー マ ンス を測 定 し

て ・基 準 あ るい は計 画 と比 較 検討 す る のが1つ の方 法 で あ る。 パ フ ォー マ ン ス を

何 で測 定 す るか とい う問題 は・現 段 階 で は それ ぞれ の組 織 体 ご とに 決 め,評 価 制



度 を確 立 して いか な けれ ば 実際 的 で は な い。

この評 価 制度 とパ フ ォー マ ン スの測 定 は,互 に深 く関 連 す る もので あ り,評 価

制 度 を度 外 視 して パ フ ォー マ ン スの 測定 方 法 を策定 して も効 果 は うす い 。可 能 な

こ とか ら,ま ず 評価 制度 を確 立 し,そ の 制 度 の も とに パ フ ォー マ ンス の 測 定方 法

を考 え るべ きで あ ろ うと思 われ る。

2.5運 用 制 度

シス テム 開 発 お よ び稼 動 に 関 す る運 用 制度 の 確 立 は,コ ン ピ ュー タ部 門 の コ ン

トロー ル 上必 要 不 可 欠 で あ る。 なぜ な ら,こ れ が な けれ ば,業 務 の組 織 化,効 率

化,お よ び生 産 性 向上 を評 定 で きな い か らで あ る。

各 組 織 体 の 規模,技 術 レベ ル,あ る いは 適用 業 務 の 相違 等 に よ り,そ の コ ン ピ

ュ ー タ部 門 が 異 な る形態 を と った と して も,共 通 す る必 要最 小 限 の運用 制 度 は 規

定 化 され てい か な けれ ば な らな い 。 そ して,企 画 レベ ル の中 で は,こ の運 用 制度

が 最 も具 体 的 な ル ール とい う こ とが で き よ う。

2.5.1シ ス テ ム 開 発 およ び稼 動

新 シ ス テ ム の 開発,現 行 シ ス テ ムの 改善,あ るい は運 用 に関 して は,そ の提 案

者,手 続,方 法,採 否 の検 討 部 署 な どが 定 め られ て い る こ とが必 要 で あ る。 そ し

て,広 く関 係 者 に 提 案 を求 め,そ の採 否 理 由 につ い て納 得 が 得 られ るよ うに し て,

シ ス テ ム の質 的 向 上 をは か るよ うに 心 が け な け れ ば な らな い。

開 発 実 施 が 決定 した シ ステ ム につ い て は,各 開発 フ ェーズ ご との検 討 内容,お

よび 各 フ ェーズ に 対 応 す る担 当組 織,担 当者 の資 格,業 務 責任 者,関 係 者 の 関 与

の 仕 方 な どが 定 め られ な けれ ば な らな い。

と くに,シ ス テ ム 開発 作 業 は進 捗 管 理 が難 しい もの で あ るか ら,経 営 の要 求 に

合致 す る よ うタ イ ム リーに,効 果 的 な運 営 を行 うよ うに しな けれ ば な らな い。 そ

の た めに は,作 業 進 捗 管 理 の ル ール が必 要 で あ る 。



この シ ステ ム 開発 お よ び稼 動 段 階 に お け る運 用 制 度 につ い て,シ ス テム 監 査 上

の 主 な 着 眼 点 は つ ぎの よ うな もの で あ ろ う。

。 問題 提 起 の方 法,手 続,検 討 部 署,採 否 決 定 の 権 限者 等 につ い て明 確 に され

て い る こ と。

。 開発 段 階 の フ ェー ズ化,お よ び各 フ ェー ズ毎 の 手続 が 明確 に ル ー ル化 され て

い る こ と。

。 開 発担 当組 織,各 フ ェー ズ毎 の 担 当者 の 職務,責 任 の範 囲,お よ び承 認 者 が

明確 に な って い る こ と。

O進 捗 管 理 の た め の ル ー ル化 が は か られ てい る こ と。

Oオ ペ レ ー シ ョンの ル ー ル化 が は か られ てい る こ と 。

2.5.2文 書 化

文 書 化 の 必要 性 は,シ ス テ ム開 発 の プ ロセ スお よ び その結 果 等 を,統 一 的 な様

式 に よ り記 録 し,関 係 者 相 互 間 の 正確 な理 解 を得 る こ とに あ る とい って よ い。

そ の た め には,文 書 化 の 様式,記 入 要 領,保 管,メ ンテ ナ ンス の ル ー ル な どを

細 目に わ た って定 め,か つ,作 成 文書 は ス テ ップ毎 に責任 者 の 承 認 を得 るよ う定

め る必 要 が あ る。

と くに,シ ス テ ム開発 業 務 の 文書 化 は,組 織 的 かつ 効 率 的 な作業 に 役立 ち,属

人化 の弊 害 を排 除 す るた め の 内部 コ ン トロー ル と して必 須 の もの で あ る。 事後 に

お い て,シ ス テ ム開 発 の プ ロ セ ス を明確 に把 握 す る際 の記 録 と して重 要 で あ り,

監 査 証跡 と して も必要 で あ る。

文書 化 に 関 して,シ ス テ ム監 査 上 の 主 な 着 眼点 は つ ぎの よ うな もの で あ ろ う。

・ 文書 化 に 関 す るル ー ルが 定 め られ て い る こ と。

。 シス テ ム 開発 段 階 に つ い て は,各 フ ェース毎 に作 成 すべ き文書 の 様 式 が 定 め

られ て い る こ と。

○ 各 文書 様 式 の記 入 要 領 が 統 一 して 定 め られ て い る こ と。

。 文書 の保 管 につ い て は,定 め られ た 保 管責 任 者 の も とに整 備 し て保 管 され,

一27一



み だ りに持 ち出 され な い よ うに な って い る こ と。

。 文書 化 後 に お け る シス テム の 変 更 ・修 正 な どは ,必 ず 文書 上 の 修 正 が行 われ

て い る こ と。

2.5.3標 準 化

標 準 化 は,シ ス テ ム開発 な らびに稼 動 の プ ロセ ス を,可 能 な か ぎ り均 質 化 す る

た め に,一 定 の作 業 基 準 を設定 し,作 業 を効率 よ く行 い,品 質 の 向 上 を は か るた

め に必 要 で あ る とい って もよ い 。

この た め に は,シ ス テム 設 計,プ ログ ラ ミング,オ ペ レー シ ョン等 に お け る作

業 基 準 を標 準 化 ル ー ル と して 設定 し,担 当 者 の教 育 を徹 底 させ,統 一的 な ル ー ル

を遵 守 させ る よ うに 努 めな け れ ば な らな い 。

な お,標 準 化 の ル ー ル は,ハ ー ドウ ェアお よび ソ フ トウ ェ アの技 術進 歩 に対 応

して 変 更 され るべ き性 格 の もの で あ り,固 定的 観 念 で 取扱 って は な らな い 。

標 準 化 に 関す るシ ス テ ム監 査 上の 主 な 着 眼 点 はつ ぎの よ うな もの で あ ろ う。

。 作 業 効 率 の 向 上 を め ざす 観 点 か ら,シ ス テム開 発 段 階 に 関 して は,各 フ ェー

ズ毎 に標 準 化 ル ー ルが 定 め られ て い る こ と。

。 標 準化 ル ー ル は,常 時 見 直 しされ,適 切 な改 善,変 更 が 加 え られ てい る こ と。
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第3章 シ ステ ム 開発 監 査

シ ス テ ム開発 レベ ル に お け る監 査 は,い わ ば シ ス テ ム に対 す る事 前 の手 立 て と

い える重 要 な 役 割 を もって い る。 な ぜ な ら,稼 動 段 階 に 入 った シス テ ム を監 査 し

て問 題 点 を指摘 し,現 行 シス テ ムの改 善 ・変 更 等 を助 言 一・勧告 して も,そ れ を実

行 す る に は あ ま りに も経 済 的 ・時 間的 な損 失 が 大 きい 。 従 って,基 本 的 な 面 に関

して は,シ ス テム 開発 段 階 で,シ ス テ ム監 査 人 の 関 与 に よ り,問 題 を解 決 す る必

要 が あ る。

この よ うな観 点 か ら,シ ス テ ム監査 人 が,シ ス テ ムの 開 発 過 程 に お い て,ど の

時 点 で,い かな る内容 の 監査 を 行 えば よ い か につ い て検 討 した 。 その結 果,シ ス

テ ム 開発 監 査 を実 現 させ るた め に は,ま ず,シ ス テ ムの 開 発 過 程 が標 準 化 され て

い る こ と。 つ ぎに,標 準 化 され た 開発 過 程 の各 段 階 か ら出 て くる作 業 結 果 を監 査

す る こ とに よ り,シ ス テム 開発 段 階 の監 査 が 十 分 に 行 え る とい う結 論 を得 た 。

3.1フ ェ ー ズ化 ア プ ロ ーチ

シス テ ム開発 レベ ル に つ い て は,昭 和50年 度,っ ぎの よ うに 開発 業 務 を5つ

の フ ェー ズ(段 階)に 分 け た 。

第1フ ェー ズ 予 備 設 計

第2フ ェー ズ 基 本設 計

第3フ ェー ズ 詳細 設 計

第4フ ェー ズ プ ログ ラ ミン グ

第5フ ェー ズ シス テ ム ・テ ス ト

本 年 度 は,こ の5つ の フ ェー ズ を大 フ ェー ズ と して,さ らに 各 フ ェーズ ご とに

ブ レー クダ ウン し,26の 小 フ ェー ズ に細 分 化 した 。 こ の小 フ ェー ズ は,シ ス テ
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ム 開 発 段 階 の業 務 の 流 れ を順 に追 って,段 階 分 けに よ り標 準 化 した もの で あ る。

そ して,フ ェー ズの 切 れ 目は,次 の フ ェー ズ と業 務 内容 が 明 瞭 に 一線 を画 す時 点

で と らえ た もの で あ る。

た だ し,フ ェーズ化 をは か るにつ い て も,開 発 しよ うとす るシ ス テム の 規模 や

性質 等 に よ って フ ェー ズ の切 り方 が 異 な る こ とは む しろ 当然 で あ ろ う。 そ こで,

こ こで の フ ェー ズイヒにっ い ての 基 本 方 針 は,大 規 模 な シ ス テ ム開 発 に 十分 活用 で

き る フ ェー ズ と して,26の 小 フ ェー ズ を求 め た もの で あ り,逆 に 小規 模 な シ ス

テ ム開 発 につ い て は,5段 階 の 大 フ ェーズ の み で も十 分 に管 理 す る こ とが で き る

とい う レベ ル を示 した もの で あ る。

こ の よ うな フ ェー ズ化 をは か る必要 性 につ い て は,ま ず,シ ス テ ム 開発 段 階 を

監査す る際 に,あ らか じめ開発 の プ ロセ スが あ る程 度 標 準 化 され て い な けれ ば,シ

ス テ ム監 査 人 の関 与 すべ きポ イ ン トが 明確 に求 め られ ない か らで あ る。 つ ぎに,

フ ェー ズ化 が な され て おれ ば,シ ス テム監 査 人 が必 要 性 を認 め る フ ェー ズに っ い

て,そ の終 了時 点 で,そ の フ ェー ズ の成 果 物 を監 査 して助 言 す る等 が可 能 に な る

か らで あ る。

ま た,シ ス テ ム監 査 人 は,そ れ ぞれ の フ ェー ズの 終 了時 点 で必 ず 監 査 す る必 要

はな く,む しろ開 発 段 階 の全 体 的 な監 査 計 画 を立 て る時 点 で,必 要 性 が 認 め られ

る フ ェー ズ を選 定 す べ きで あ ろ う。 この よ うな こ とか ら,こ こで は小 フ ェーズ を

26と 数 多 く し,シ ス テ ム監 査人 が 関 与時 点 を選 びや す くす るた めに 細分 化 をは

か った 。

シ ス テ ム開 発 段 階 の フェーズ化がすで に行 わ れ,シ ス テム 開発 マ ニ ュアル等 が整

備 され て い る よ うな 企 業 に お い て は,シ ス テ ム監 査 人 は そ の フ ェー ズ に従 い,監

査 が 必 要 と認 め られ る フ ェー ズ に つ い て,そ の フ ェーズ の終 了時 点 で 点検 ・評価

等 を行 い,助 言 や 意 思 表示 を行 う とい うこ とに な る。

いず れ にせ よ,シ ス テ ム開発 段 階 の フ ェー ズ化 を はか る こ とは,基 本 的 に は 監

査 の た めに 行 うと い う よ り,コ ン ピ ュー タ部 門 自体 で シ ス テム開 発 を管 理 しや す

く,開 発 業 務 を合 理 的 に標 準 的 に行 う こ とに そ の第 一 義 的 な 目的 が あ る。 従 って,
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シ ステ ム監 査 人 の 関 与 が あ ろ うとな か ろ うと,コ ン ピ ュー タ部 門 の マ ネ ジ メ ン ト

は フ ェー ズ の終 了 時 点 で 十 分 な 点 検 ・評価 を行 わ な けれ ば な らな い こ とは い うま

で もな い。 ま た,シ ス テ ム監 査 人 は,コ ン ピュー タ部 門 の マ ネ ジ メ ン トが これ ら

の 管理 を十 分 に行 うよ うに仕 向 け る こ とが 重要 で あ る。

い ず れ に して も,各 フ ェー ズ ご との 作 業結 果 は,コ ン ピ ュー タ部 門 に と って管

理 の ポ イ ン トで あ る と同 時 に,シ ス テ ム監 査 人 に と って も監 査 上 の 重要 な ポ イ ン

トとな る。 以下,大 フ ェー ズ と小 フ ェー ズ に分 け て,そ れ ぞ れ の 作 業 結 果 を と

りま とめ る と第3-1表,第3-2表 の よ うに な る。

第3-1表 大 フ ェー ズ を基 準 と した作 業 結 果

大 フ ェ ー ズ 作業結果

1.予 備設計 予備設計書

皿.基 本設計 基本設計書

皿.詳 細設計 詳細設計書

lV.プ ロ グ ラ ミ ン グ プ ロ グ ラ ム

V.シ ス テ ム ・ テ ス ト テ ス ト結 果

第3-2表 小 フ ェーズ を基 準 と した作 業 結 果

大 フ ェー ズ 小 フ ェ ー ズ 作 業 結 果

1.予 備設計 1.問 題分析 問題分析結果

2.現 状分 析 現状調査結果

現行業 務処理 フロー

業務量対人員調査結果

3.予 備 設 計 環境条件調査結果

新 システムの概要

新 システムの概略図

新業務概略処理 フロー
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大 フ ェー ズ 小 フ ェ ー ズ 作 業 結 果

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 概 略 フ ロ ー

新業務 量対人員 一覧表

4.代 替案 の作成 代替案

5.採 算検討 採算検討結果

6.選 択 と決定 予備設計書

H.基 本設計 7.予 備設計の見直 し 予備設計の見直 し結果

8.基 本 システムの設計 シ ス テ ムの 概要

シス テム の 概 略図

業 務 処 理 フ ロー

コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム ・ フ ロ ー

インプ ット(ア ウ トプ ット)資 料 一 覧

インプット(ア ウトプット)資 料項 目一覧

フ ァ イ ル 一 覧

コ ー ド表

事故 および障害対策一覧

9.開 発実施,移 行計画 開 発 ス ケ ジ ュ ー ル

移行引継計画

10プ ログ ラム ・テス ト計 画 プ ログ ラ ムの 検 証 計 画

シ ス テ ムの 検 証 計 画

11.採 算検討 採算表

12決 定 基本設計書

皿.詳 細 設計 13基 本設計の見直 し 基本設計の見 直 し結果

14.コ ン ビ'ユータ ・システム

詳 細 設 計

シ ス テ ムの特 徴

ジ ョ ブ ・ ス テ ッ プ ・ フ ロ ー

15.プ ロ グ ラ ム 設 計 プ ロ グ ラム 一 覧表
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大 フ ェ ー ズ . 小 フ ェ ー ズ 作 業 結 果

プログ ラム作成計画表

プログ ラム関連分 析表

プ ログ ラ ム仕様 書

コ ー ド一 覧 表

メ ッ セ ー ジ 一 覧 表

フ ァ イ ル ー 覧 表

フ ァイル項 目内 訳 表

1/0詳 細設計

16.移 行 手1頂 移行詳細手順

業務取扱要領

教育計画

17.テ ス ト計 画 テ ス ト ・デ ー タ作 成 仕 様 書

テ ス ト ・デ ー タ ー 覧 表

テ ス ト計 画 書

1&決 定 詳細設計書

W.プ ロ グ ラ

ミ ン グ

19.概 要記述 プ ロ グ ラム の概 要

プ ログ ラム履 歴 書

2α フ ロ ー 作 成 ゼ ネ ラ ル ・フ ロ ー

デ ィ テ ー ル ・ フ ロ ー

コ ン ト ロ ー ル ー 覧 表

メ ッ セ ー ジ 一 覧 表

21.コ ー デ ィ ン グ プ ロ グ ラ ム

22.プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト プ ログ ラム ・テ ス ト結 果 報 告

23.オ ペ レーシ ョン ・ガ イ ド

作 成

オ ペ レ ー シ ョ ン ・ガ イ ド ブ ッ ク
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大 フ ィー ズ 小 フ ェ ー ズ 作 業 結 果

V.シ ス テ ム
・テ ス ト

,

移 行

24.シ ス テ ム ・ テ ス ト システムの検証結果

25.登 録 プ ログ ラ ム登 録

26移 行 プログラム受渡 し確認書

ま た,シ ス テ ム の保 守(メ ンテ ナ ンス)に っ い て も,開 発 と同 様 に重 視 され な

け れ ば な らな い 。基 本 的 に は 開発 の ス テ ップ を応 用 す る こ とに な る が,シ ス テム

の 改 訂 ・変 更 に つ い て の ル ・一ル化 が 必 要 で あ る。 従 って,こ こで は,開 発 レベ ル

の6番 目の大 フ ェー ズ と して保 守 を追 加 す る こ とと した 。

3.2予 備 設 計 段 階

シ ス テ ム設 計 をす るに あ た り,提 起 され た問 題 の 分 析 を行 い,シ ス テ ムの 目的

と必 要 性 を明 確 に し,代 替 案 まで を含 め て,最 終 的 に 予 備設 計 書 を作 成 す る まで

の プ ロセ ス で あ る。 この 段 階 にお け る小 フ ェー ズに つ い て説 明 す る とつ ぎの とお

りで あ る。

3.2.1問 題 分 析

提 起 され た問 題 の分 析,あ る い はす で に分 析 され た結 果 の 再検 討 を行 い,シ ス

テ ム の 目的 をよ り明確 に しな けれ ばな らな い。 そ して,コ ン ピ ュー タ部 門 の マ ネ

ジメ ン トの た め に も,シ ス テ ム監 査 の ため に も,問 題 分 析 書 とし て と りま とめ る

こ とが 望 ま しい 。

3.2.2現 状 分 析

現 状分 析 を行 い,現 行 の業 務 処 理 の流 れ が どの よ うに な って い るか,ま た,業

務 量 対 人 員 量 が どの よ うに な って い るか等 の分 析 を行 い,明 確 に す る必 要 が あ る。

そ して,ど の よ うに調 査 ・分 析 が 行 われ た か を,項 目別 に一 覧 で きる よ うに表 に
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と りま とめ る こ とが望 ま しい。

3.2.3予 備 設 計

新 シス テ ム を設 計 す る うえで,各 種 の 前提 条件 や 制約 条 件(法 令 に よ る規 制,

労 働 環 境,マ シ ン構 成 等)に つ き調 査 ・分 析 す る。 そ して,新 シ ス テ ムの範 囲 を

確 定 す るた め,目 的,業 務 の範 囲,他 シス テム との イ ン タ フ ェー ス,シ ス テ ム ・

ラ イ フ等,新 シ ステ ムの 概 要 を明確 に す る。

っ ぎに,新 シス テ ムの 基 本 構想 を概 略 と して流 れ図 で 示 し,そ の 中 で,手 作 業

の 部分 に つ い て も概 略 を流 れ 図 で示 す 。 コ ン ピ ュー タ処 理 面 にっ い て も,概 略処

理 方法,お よ び ジ ョブ ・ス テ ップ別 の 概 略 の 流 れ 図 を作 成 す る。

さ らに,新 シ ステ ム の も とに お け る業 務 量 お よび所 要 人 員 を組 織 別 に 計 上 す る。

以 上 の 内容 を含 ん だ もの が,予 備 設 計段 階 で の 中 心 とな る部 分 で あ る。

3.2.4代 替案 の作 成

新 シ ステ ム の構 想 は,ユ ーザ の ニ ー ズ,お よ び採 算 の観 点 等 か ら複 数 の案 を作

成 し,ト ップや ユ ーザが 自 らの ニ ーズ を基 準 と して選 択 で き るよ うにす る こ とが

望 ま しい 。 従 って,こ れ らの案 につ い て は,ト ップや ユ ー ザ が比 較 検 討 で き るよ

うな形 式 で と りま とめ,開 発 側 で案 と して採 用 した理 由 を明確 に して お くこ とが

必 要 で あ る。

3.2.5採 算検 討

新 シス テ ム を開発 し実 際 に運用 した 場 合 の,イ ニ シ ャル ・コ ス トと ラ ンニ ン グ

・コス トとを計上 し,採 算 面 か らの 評 価 が 下せ る よ うな 形 で検 討 結 果 を 明確 に し

な けれ ば な らな い。

3.2.6選 択 と 決 定

予 備 設 計 段 階 で の,以 上 の業 務 が 終 了 す る と,ト ップや ユ ーザ を含 め て,最 終
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的 に開 発 す べ きシ ス テ ム を選 択 し,承 認 を得 る こ とに な る。 承認 が得 られ た ら,

次 の ス テ ップで あ る基 本 設 計段 階へ 進 む ゴー ・サ イ ンが 出 た わ けで あ る か ら,以

後,基 本 設 計 の フ ェー ズに 入 り,業 務 が始 ま る こ とに な る。

3.2.7シ ステ ム監 査 上 の チ ェ ックポ イ ン ト

予 備 設 計 を完 了 し承 認 す る こ とは,そ れ 以 降 の シ ステ ム設 計 ・移 行 ・稼 動 に 至

る 一連 の 作業 を開 始 させ る こ とに な る。 この段 階 での 承 認 は,シ ス テ ム開 発 の 流

れ の 中 に お い て,と くに重要 な意 味 を もっ 。

従 って,決 定 す る た めの 判 断 の根 拠 とな るデ ー タお よ び その分 析が 十 分 で あ る

か。 す な わ ち,現 状 業 務 の ど こに問 題 が あ るの か,新 シ ス テ ムは,そ れ を解 決 し

かつ 実 行 で きる もの で あ るか 。 各種 代 替 案 を比 較 した うえで,効 果 お よ び採算 検

討 が 正 し く行 われ て い るか。 トップま た は そ れ に代 わ る権 限 者 の承 認 を得 てい る

か等 が,予 備 設 計 段 階 に おけ る きわ め て基 本 的 な,か つ,重 要 な チ ェ ックポ イ ン

トとい う こ とに な る。

3.3基 本 設 計 段 階

基 本 設 計 段 階 は,予 備 設 計 書 で 評価 ・承 認 され た シ ステ ムの概 要 に も とづ き,

分 析 の 不 足 を補 い,基 本 的要 件 を さ らに明確 に す る。 そ して,ユ ーザ側 の意 見 ・

要求 を最 終 的 に 調整 した う えで,シ ス テ ムの 基 本 を設 計 す る プ ロセ ス で あ る。 こ

の フ ェー ズで シ ス テ ムの 基本 的 骨 格 が 固 め られ,つ ぎの詳 細 設 計 フ ェーズ で は,

これ を も とに シ ス テ ム の組 み立 て が行 われ る こ とに な る。

これ らの こと か ら,こ の段 階 は,シ ス テ ム の基 本 的 要件 を最 終 的 に決定 す るわ

けで あ り,シ ス テ ム開 発 の全 プ ロセ ス の中 で もと くに重 要 な部 分 で あ る。 この 段

階 に お け る小 フ ェー ズ につ いて 説 明 す る とつ ぎの とお りで あ る。

一36一



3.3.1予 備 設 計 の 見 直 し

基 本 シ ステ ム の設 計 を行 うに あ た り,予 備 設 計 書 で 一応 ま とめ られ た 各作 業 項

目 を見 直 し,問 題 点 が な いか 否 か を再検 討 し,手 直 しを要 す る部 分 に つ い て修 正

を はか る。

3.3.2基 本 シ ステ ム の設 計

まず,基 本設 計 を行 うた め の要 件,す な わ ち シ ス テム の 目的,業 務 の範 囲,拡

張 性,シ ス テム ・ラ イ フ,使 用 機 器,設 備,言 語,他 シ ス テム との 関連 につ い て

再 確 認 す る。

つ ぎに,シ ス テ ムの基 本 構 造 を設 計 す るが,業 務 面 お よ び コ ン ピ ュー タ処 理 面

の双 方 につ い て,作 業 単位 あ るい は機 能 単 位 に流 れ 図 を作 成 す る。 ま た,シ ス テ

ム の入 出 力,フ ァイ ル,コ'一 ド等 の要 件 を決 定 し,そ れ ら とプ ロセ ス との 間 の相

互 関連 を明 確 に す る。

さ らに,運 用 段 階 で考 え られ る全 て の エ ラー,不 正,例 外 事 項 を想 定 し,こ れ

らの防 止,チ ェ ックの た め の 各種 手 段,す な わ ち手 作 業 段 階 で の サ イ ト ・チ ェ ッ

ク をは じめ,ト ー タ ル ・チ ェ ック,メ カニ カル ・チ ェ ック,論 理 チ ェ ックな どを

検討 して シ ステ ム 内 に組 込 む。 そ して,事 故,障 害 等 発 生 の場 合 に 備 えて,障 害

の度 合 に応 じた対 策 を立 て てお く必要 が あ る。

3.3.3開 発 実 施,移 行 計 画

詳細 設 計段 階以 降 の開 発 作 業,プ ロ グ ラ ミン グ,シ ス テ ム ・テ ス ト等 の開 発 ス

ケ ジ ュー ル,旧 シ ス テ ム よ り新 シ ス テ ムへ の 作業 切替 手 順,ユ ー ザ お よ び オ ペ レ

ー シ 。ン部 門 の 教 育計 画 な ど ,関 連 部 門 との 調 整 を計 りつ つ,タ イ ミング を考 慮

して スケ ジ ュー ル を立 て,作 業 の進 捗 管理 を行 い,ス ム ー ズ な移 行 に そ な え る。
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3.3.4プ ログ ラ ム ・テ ス ト計 画

これ 以 後 の プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト,シ ス テ ム ・テ ス トの段 階 で,基 本 設 計 の要 件

に 合 致 し,信 頼 性 の確 認 を行 うた め に プ ログ ラ ムお よ び シス テ ム の検 証 を行 うが,

そ の た め に 必要 な テ ス ト項 目,テ ス ト ・デ ー タ,テ ス トの方 法 を あ らか じめ 決 め

てお く。

3.3.5採 算検討

前段階で行 った採 算見積 を今 一度,基 本設計段階で確定 した具体 的条件 の下で

再 検討 し,シ ス テ ム ・ラ イ フに わ た る長 期 間の 詳細 な 採 算 を算 出 す る。

3.3.6決 定

基 本 シ ス テ ム設 計 の 文 書化 が整 い,基 本 要 件 が 明 確 に な り,採 算 再検 討 の 結 果,

問 題 が な い こと を確 認 した ら,開 発 部門,ユ ーザ 部 門 の 責 任 者 の承 諾 を得 る。

な お,予 備 設 計 段 階 で 決定 され た シス テ ム に つ いて,大 きな修 正 が あ る場 合 に

は,そ れ を明 らか に して トップの 承 認 を得 て お く必 要 が あ る。

3.3.7シ ステ ム 監 査 上 の チ ェ ックポ イ ン ト

基 本 設 計 は,ト ップの承 認 を得 た予 備設 計 の シス テ ム概 要 を ベ ー スに設 計 され

る もの で あ るか ら,予 備 設 計 との間 に矛 盾 が な い か を確 か め る。 大 幅 な変 更 を伴

う場 合 は,変 更事 項 に つ い て ト ップの承 認 の 有 無 を確 認 す る必 要 が あ る。

また,基 本 設 計 の要 件,範 囲 が 明確 にな り,問 題 が解 決 され て い るか 。 シス テ

ム の 中 に,ミ ス,不 正,例 外 事 項 のチ ェック・システ ムが 十分 に組 込 まれ てい るか。

設 計 上 で,標 準化 に つ い て の配 慮 が な され て い るか 。 文 書化 は な され てい るか。

な どが チ ェ ックポ イ ン トとな る。
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3.4詳 細 設 計 段 階

前 段 階 で 承認 され た基 本 設 計書 に も とづ き,コ ン ピュ ー タ処 理 に 関 す る詳 細 な

設 計 を行 う。 す な わ ち,プ ロ グ ラマ が引 継 い で プ ログ ラ ミン グで き る程 度 に細 分

化 した マ シ ン処 理 プ ロセス の 詳細 設 計,お よ び入 出 力,フ ァイル,コ ー ド等 の詳

細 設 計 を行 う。

ま た,こ の段 階 で,移 行 の手 順 をか た め る と と もに,ユ ーザ側 の業 務 処 理 に 関

す る具 体 的 な手 順,要 領 を作 成 す る。 この 段 階 の小 フ ェーズ に つ い て説 明 す る と

つ ぎの とお りで あ る。

3.4.1基 本 設 計 の 見 直 し

詳細 設 計 に着 手 す るに 際 して,基 本 設 計 を 見直 し,詳 細 設 計 を行 うう えに お い

て の 問題 点 の有 無 を確 か め,あ らか じめ解 決 をは か って お く。

3.4.2コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム詳 細 設 計

基 本設 計 で概 略 を決 め た機 能 の細 分 化 を は か り,各 々 の機 能 を確 定 す る。 そ し

て,プ ロ グ ラム作 成 の基 本 とな る ジ 。ブ ・ス テ ップ単 位 の流 れ 図(ジ ョブ ・ス テ

ップ ・フ ロ ー)を 作 成 す る。

3.4.3プ ログ ラ ム設 計

前 項 の ジ ョブ ・ス テ ップ ・フ ローで細 分 化 した機 能 に もとづ き,プ ログ ラム設

計 仕 様 を定 め,そ の 中 で個 々 の プ ログ ラ ム毎 の 機能,コ ン トロー ル の条 件,お よ

び プ ログ ラ ム間 の相 互 関連 を 明 らか に して文 書 化 を十 分 に 整 え る。 そ して,プ ロ

グ ラ ミン グ,並 び に 以後 の メ ンテ ナ ンスが 容 易 に な る よ うに 考慮 して お く。

ま た,こ の段 階 で,イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト,フ ァイ ル,コ ー ド,メ ッセ ー

ジ等 の詳 細 設 計 を して確 定 す る。
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3.4.4移 行 手 順

シ ス テ ム を円 滑 に移 行 させ るた め,関 連 部 門 も含 め た細 目に わ た る移 行 手 順 を

作 成 す る 。

ユ ーザ 部門,運 用 部 門 の要 員 に対 し,と くに教 育 を要 す る場 合 は教 育 計 画 を た

て る。

ま た,ユ ー ザ部 門 の 業 務 処 理 に用 い られ る取 扱 要 領 を作 成 し,と くに,ミ ス防

止 につ い て の注 意 事 項 は具 体 的 に細 か く定 めて お くこ とが 必要 で あ る。

3.4.5テ ス ト計 画

シス テム を構 成 す る個 々 の プ ログ ラ ム ・ユ ニ ッ トの 機能,効 率,耐 久 性 の検 証

に 必要 な テ ス ト ・デ ー タの 作 成 仕 様 書,デ ー ター覧 表 等 を作 成 し,テ ス ト計 画 を

準備 す る。

3.4.6決 定

以 上 の 文書 化 を終 え,運 用 部 門,ユ ー ザ部 門 の 意 見 を聴 取 し,移 行,運 用 の可

能 性 をみ きわ め た うえで 承 認 され る。

3.4.7シ ス テ ム監 査 上 の チ ェ ックポ イ ン ト

この 段 階 で は,標 準化 ル ー ルに従 って,プ ログ ラ ムの仕 様 設 計 が な され てい る

か。 文書 化 に あ た って,以 降 の プ ログ ラ ミングお よ びそ の メ ンテ ナ ンスが 十分 考

慮 され て い るか 。 プ ロ グ ラ ム,オ ペ レー シ ョ ン ・シス テム上 の ミス,不 正 防 止 の

た めの 各 種 コ ン ト ロール が組 み込 まれ て い る か。 テ ス ト計 画 は十 分 か。 運用 時 の

業 務 取扱 要 領等 が 整 備 され,ミ ス防 止 が は か られ てい るか等 が チ ェ ックポ イ ン ト

と な る。
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3.5プ ログ ラ ミン グ

詳 細 設 計 書 に もとつ い て個 々の プ ログ ラ ミング を行 う。 あ らか じめ どの よ うな

論 理 構成 に す るか を決 め,具 体 的 に デ ィテ ール ・フ ロー チ ャー トを作 成 し て コ ー

デ ィングを行い,ア セ ンブル または コンパイル,デ バ ッ グ,ユ ニ ッ ト ・テ ス ト,統 合

テ ス トを経 て プ ログ ラム を完 成 す る。

作 業 は,こ の 段 階 よ りシス テム ・アナ リス トか らプ ログ ラマ に引 き継 がれ ,個

々の プ ログ ラム毎 に担 当者 が決 め られ て推進 され る。小 フ ェー ズ につ い て はつ ぎ

の通 りで あ る。

3.5.1概 要 記 述

プ ログ ラム ご とに,そ の処 理 内容,言 語,記 憶 容 量 ,作 業 時 間,機 能,制 約 条

件,イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト概 要 につ き文 書 化 す る。

3.5.2フ ロ ー 作 成

詳 細 設 計 で確 定 した個 別 プ ログ ラム ご とに,プ ログ ラ ミングの 準 備 を し ,フ ロ

ー を作成 す る
。 す なわ ち,ゼ ネ ラ ル ・フ ロー で プ ロセ スの 概 略 を 固 め,デ ィテー

ル ・フ ロー で機 能 単位 の 詳細 な流 れ 図 を示 し,プ ログ ラ ムの コー デ ィン グがで き

る形 に す る。 この 中 で,プ ロ グ ラム 中 に用 い る各種 コ ン トロー ル の 内容 を 明確 に

して お くこ とが 必要 で あ る。

3.5.3コ ー デ ィ ン グ

前 述 デ ィ テ ー ル ・ フ ロ ー を 用 い て,そ れ に 忠 実 に プ ロ グ ラ ム の コ ー デ ィ ン グ を

行 い,机 上 チ ェ ッ ク を 経 た う え で,コ ン ピ ュ ー タ に よ る ア セ ン ブ ル あ る い は コ ン

パ イ ル を 行 う 。

!
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3.5.4プ ログ ラ ム ・テ ス ト

プ ロ グ ラ ム ・リス トに よ り,コ ー デ ィン グ ・ミスの 修正(デ バ ッグ)を 行 う。

つ ぎに,詳 細 設 計 段 階 で立 案 した テ ス ト計 画,テ ス ト ・デ ー タ仕 様 に もとつ い て

プ ログ ラ ム ・ユ ニ ッ ト ・テス ト,統 合 テ ス トを実 施 す る。 そ して,十 分 に信 頼 性

を確 認 した うえで,そ の テ ス ト結 果 を 文書 化 し てお く。

3.5.5オ ペ レー シ ョン ・ガ イ ド作 成

この 段 階 で は,シ ス テ ム稼 動 後 の コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レー タ,な らび に デ ー タ

チ ェ ッカ ー用 の取 扱 手 順 書 を作 成 す る。

これ に 機 械 操 作,デ ー タ処 理 上 の手 順,例 外 処 理 方 法,事 故 発 生 の場 合 の措 置,

ミス防 止 の た め の諸 注 意 等 を もれ な く記 載 して 正確 な運用 を はか る。

3.5.6シ ス テ ム監 査 上 の チ ェ ックポ イ ン ト

プ ログ ラ ムの 内容 を 正確 に把 握 し得 る よ う文書 化 が行 われ,稼 動 後 の メ ンテ ナ

ン スが適 切,容 易 に 行 え る よ うにな って い るか 。 プ ロ グ ラム作 成 上 に お い て,標

準 化 が 考 慮 され てい るか 。 プ ロ グ ラ ミングの進 捗 管理 は適 切 か。 プ ログ ラ ムは適

当 な 大 き さに分 割 し,別 々の プ ログ ラマ に割 当 て られ る等,生 産 効 率,安 全 上 の

配 慮 が 払 われ て い る か。 テ ス トは計 画 通 り十 分 に 正 し く行 わ れ て い るか 等 が 主 な

チ ェ ック ポ イ ン トとな る。

ま た,こ の段 階 で オ ペ レ ー シ ョン ・ガ イ ドが作 られ て い るか 。 そ の場 合,内 容

的 に は 十分 に オペ レー シ ョ ン上 の ミス 防 止 に役 立 つ よ うにな って い るか等 もチ ェ

ックポ イ ン トとな る。

3.6シ ス テ ム ・テ ス ト,'移 行

基 本 設 計 で 定 め られ た 条件 を,で きあが った シ ス テ ムが十 分 に満 た して い るか
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を検 証 の 上,シ ス テ ム,プ ログ ラム を登 録 し て,プ ロ グ ラム を運 用 部 門 に 引 渡 し,

詳細 設 計 の移 行 手 順 に従 って シ ス テム の本 番 移 行 を行 う。各 小 フ ェーズ に つ い て

は以下 の通 りで あ る。

3.6.1シ ステ ム ・テ ス ト

で きあ が った シ ス テ ムが,基 本 設計 の条 件 に合 致 し,機 能 を満 た し,耐 久 性 が

あ るか。 ま た,例 外 事 項 も十 分 に カバ ー して い るか等 につ いて,ア ナ リス トに よ

り検 証 され,シ ス テ ムの 信 頼 性 の最 終 確 認 が な され る。

3.6.2登 録

シス テ ム ・テ ス トを終 え,文 書 化,標 準 化 が果 た され てい る こ とを確 認 ・検 証

の上,正 式 に本番 使 用 可 能 の シス テ ム と して登 録 す る。 また,こ れ の プ ログ ラム

もそれ ぞれ に登 録 す る。

3.6.3移 行

シス テ ム登 録 後,開 発 部門 よ り運 用 部 門 に対 し,プ ログ ラ ムお よび オ ペ レー シ

ョ ン ・ガ イ ドの 引渡 しを行 う。 詳細 設 計 で 立 案 した移 行 計 画 に もとづ き,シ ス テ

ム の移 行 に 入 る。移 行 に際 して は,万 一,ト ラブ ル発 生 の場 合 にそ な え,そ の措

置,シ ス テ ム修 正等 に つ い て記 録,報 告 を行 う。 と くに,シ ス テム の修 正 を要 す

る場 合 は承 認 を得 るよ うに して お く。

3.6.4シ ス テ ム監 査 上 の チ ェ ック ポイ ン ト

シ ス テ ムの 信頼 性 は,そ の シ ス テ ム ・テ ス トが完 全 で あ るか 否 か に か か って い

る。 状 況 に よ り,シ ス テ ム ・テ ス トの条件,方 法,結 果 の確 認,あ るい は立 ち合

い な どが 重要 にな って く る。.

また,シ ス テム登 録,プ ログ ラム引 渡 しが 正 し く行 わ れ,移 行 が ス ム ー ズ に行

わ れ て い るか 等 もチ ェックポ イ ン トとな る。
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3.7シ ステムの保守

新 規 シス テ ム 開発 時 の ル ー ル と同 様,完 成 シス テ ム の改 訂 ・変 更 に つ い て も,

十分 な管 理 体 制,ル ー ル の もとに 実 施 され,シ ス テ ム の信頼 性 の低 下 を防 が な け

れ ば な らな い。

ま た,現 行 稼 動 シ ス テ ムの 設 計書,プ ロ グ ラム ・リス ト等,文 書 の保 存 管 理 が

万 全 で あ り,シ ス テ ム障 害 発生 の場 合 の対 策,フ ォロー ア ップ体 制 につ い て も十

分 な注 意 が払 わ れ ねば な らな い 。

3.7.1シ ス テ ム変 更

シ ステ ム の新 規 開 発 と同 じ く,変 更 理 由,変 更 個 所,変 更 に よ る影 響,テ ス ト

検 証 結 果 等 が 記 録 され,承 認 され な けれ ば な らな い。

3.7.2プ ログ ラ ム変 更

部 分 的 な プ ログ ラムの 修 正 で あ って も,前 項 シ ス テ ム変更 の手 続 同 様 に,記 録

承 認 が な けれ ば な らな い 。

3.7.3文 書 管 理

現 行稼 動 中 の シス テ ムの 設 計書,プ ログ ラム ・リス ト等 の 文書 は,常 に 最 新 の

状 態 に メ ンテ ナ ンス され た うえで,整 然 と保 管 管 理 され てお り,か つ 運用 部 門 で

稼 動 中 の プ ログ ラム 内容 と一 致 して い る必 要 が あ る。

開 発 され た シス テ ム は,相 当 な 人 力,資 金 を投 下 した結 果 の 資産 で あ り,そ の

文書 の保 管 は きわ め て重 要 な業務 で あ る。

文 書保 管 ・管 理 の責 任 者 を定 め,厳 重 に 管理 を行 い,不 用 意 な紛 失,散 逸,変

更,持 出 し,不 正使 用 等 が ない よ うに しな け れ ば な らな い。
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3.7.4シ ス テ ム 障 害

シ ス テ ム稼 動 開始 後 も,障 害 は常 に各 種 原 因 に よ り発 生 す る恐 れ が あ る。 シ ス

テ ム に起 因 す る障害 につ い て は,全 て記 録 の 上,再 発 防 止 の措 置 を と り,シ ス テ

ム の 品質 向 上 に反 映 す るよ う努 め ね ば な らな い 。

3.8チ ェ ッ ク リス トの 作 成

これ ま で述 べ て きた こ とを と りま とめ.つ ぎに示 す とお りシ ス テム 開発 段 階 に

お け るチ ェ ック リス トを作 成 した 。

この チ ェ ック リス トで い う監 査 の ポ イ ン トは,当 然,コ ン ピ ュー タ部 門 に お け

る管 理 上 の 重要 な ポ イ ン トで あ る。 従 って,こ の チ ェ ック リス トは,見 方 を変 え

れ ば,コ ン ピュー タ部 門 の業 務 運 営 方 式 の あ るべ き姿 を示 した もの と もい うこ と

が で きよ う。 しか し,業 務 運 営 方 式 は,組 織 体 を と りま く環 境 条 件 に 制約 を受 け

る もので あ り,シ ス テ ム の規 模,技 術 の レベ ル,機 能 等 に よ り異 な るこ とは い う

まで もない こ とで あ る。

これ らの こ と を念頭 に おい て,こ の チ ェ ック リス トは,大 規 模 の シス テ ム に対

処 で きる内 容 の もの を想 定 した もので あ る。

本委 員 会 は,い か な る規 模,い か な る条件 下 に あ る と して も,コ ン ピ ュー タ部

門 にお い て は,若 干 の差 異 が あ るにせ よ,チ ェ ック リス トで示 した監 査 の ポ イ ン

トを満 足 させ る方 向 に進 むべ きで あ る と考 えて い る。 そ の よ うな意 味 で ・ この チ

ェ ック リス トは1つ の 目標 を設定 した もので あ る。

従 って,こ の チ ェ ック リス トの活 用 の仕 方 に つ い て は,各 組 織 体 が独 自に シ ス

テ ム監査 チ ェ ッ ク リス ト,シ ス テム 監 査質 門 書 等 を作 成 す る際 に,十 分 に 参 考 と

すべ き性 格 の もの とい え よ う。

さ らに,こ こで述 べ た 考 え方 は,チ ェ ック リス ト作 成 の方 針 の みで は な く,む

しろ,本 報 告 書 全 体 を通 じ ての 一 貫 した考 え方 で もあ る。
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シ ス テ ム 開 発 チ ェ ッ ク リ ス ト

シ ス テ ム 開 発 業 務

大 フ ェ ー ズ 小 フ ェ ー ズ 作 成 文 書(監 査対象)

1.予 備 設 計 1.問 題 分 析 問題分析結果

2.現 状 分 析 現状分 析結果

現行業務処理 フロー

業務量対人員量把握

3.予 備 設 計 環 境 条 件 調 査結 果

新 シ ス テ ムの 概要

新 シ ス テム の 概要 図

新 業 務 の 概 略処 理 フ ロー

コンピュータ・システムの概略 フロー

新 業 務 量 対 人員 一 覧表

4.代 替 案 の作 成 代替案

5.採 算 検 討 採算検討結果

6.選 択 と決 定 予備設計書

皿.基 本 設 計 1.予 備設計の見 直 し 予備設計の見直 し結果

2.基 本 シス テム の

設 計

シ ス テ ム の 概 要

シ ス テ ム 概 略 図

業 務 処 理 フ ロ ー

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム ・フ ロ ー
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・シ ステ ム の 目的 お よ び必 要 性 が十 分 認 め られ る こ と。

・実 態 が十 分 把 握 され て い る こ とが認 め られ る こと。

・新 シス テ ム の開 発 に よ り問題 が解 決 され ,実 用 性 が 認

め られ る こ と 。

・前提 条 件 ,制 約 条件 が 明確 に され て い る こ と。

・新 シス テ ムの 問 題 点 が 明確 に され て い くこ と。

・対 象範 囲 が 明 確 に され て い る こ と。

・他 シス テ ム との 関連 が 明確 に され て い る こ と。

・代替 案 が 複 数 検 討 され て い る こ と。

・投 資効 果 分 析が 行 われ,採 算 検 討 が な され てい る こ と。

・代替案相互間で採算の比 較検討 が行 える状態にな って

い る こ と 。

・採 用 さ れ た 案 は ,コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の み で な く,ユ ー

ザを中心 とした関連部 門の承認 を もって決定 している

こ と 。

・基本 設 計 を行 うに あ た り,予 備 設 計 上問 題 が ない こ と。

・予備 設 計 と矛 盾 して い な い こ と。

・各 種 コ ン ト ロ ー ル,チ ェ ッ ク ・シ ス テ ム の 組 込 み に よ

り,不 正,エ ラー防止,機 密 保持 がは か られ ているこ と。

・他 シス テ ム との 関連 が あ る場 合 は,そ の接 点 部 分 につ
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シ ス テ ム 開 発 業 務

大 フ ェ ー ズ 小 フ ェ ー ズ 作 成 文 書(監 査対象)

インプット(アウトプット)資 料一覧

インプット(ア ウトプット)資 料項 目一覧

フ ァイ ル一覧

コー ド表

事故 お よ び 障害 対 策 一覧

3開 発 実施,移 行

計画

開発 ス ケ ジ ュー ル

移 行 引継 計 画

4プ ロ グ ラ ム ・ テ

ス ト計 画

プログラムの検 証計画

システムの検証 計画

5採 算検討 採算表

6.決 定 基本設計書

皿1.詳 細 設 計 1.基 本設計の見直 し 基本設計の見直 し結果

2コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム 詳 細 設 計

シ ス テ ム の 特 徴

ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ ・ フ ロ ー
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い て も検 討 され て い る こ と。

・プ ロセ ス設 計 ,イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト,フ ァイル

等 の設 計 に際 して,十 分 標 準 化 が はか られ て い るこ と。

・事故,障 害 時 の安 全 対 策 ,バ ック ア ップ対 策 が あ らか

じめ シス テ ム的 に検討 され て い る こ と。

・ユー ザ部 門 に よ る検 討 が な され て い る こ と。

・開発移 行 計 画 は タ イ ミ ング を考慮 して作 成 され ,か つ

進行 管理 が 適 切 で あ る こ と。

・テス ト ・デ ー タお よび 方 法 は ,シ ス テ ム お よ び プ ログ

ラムの 信 頼 性,機 能 を十分 に確 か め得 る もので あ る こ

と。

・基 本 設 計 を行 った 上で,そ の効 果,投 資 採算 の 再検 討

が な され て い る こ と。

・ユ ーザ の要 求 が満 た され ,か つ その 承 認 が あ る こ と。

・シス テム の要 件,範 囲,拡 張性,シ ス テ ム ・ラ イ フ ,

機 器構 成,フ ロー等 が 明確 で あ り,実 行可 能 で あ る こ

とを確 認 の うえ承 認 決 定 され て い る こ と。

・基 本 設 計 を見 直 しの う え ,問 題 点 の 解 決 が は か られ て

い る こ と。

・シ ス テム の特 徴 が 明確 に され て い る こ と。

・ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ ・フ ロー 上 ,不 正,エ ラー 防 止,

機 密保 持 の た め の コ ン トロー ル機 能 が 十分 に組 込 まれ

て い る こ と。
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シ ス テ ム 開 発 業 務

大 フ ェ ー ズ 小 フ ェ ー ズ 作 成 文 書(監 査対象)

3.プ ロ グ ラ ム 設 計 プ ログ ラ ム 一覧 表

プログラム作 成計画表

プログラム関連分 析表

プログラム仕様書

コ ー ド一 覧 表

メ ッ セ ー ジ 一 覧 表

フ ァ イ ル 一 覧 表

フ ァイル項 目内訳 表

イ ン プ ッ ト/ア ウ トプ ット詳細 設 計

4移 行手順 移行詳細手順

業務取扱要領

教育計画

5.テ ス ト計 画 テ ス ト ・デ ー タ作成 仕 様書

テ ス ト ・ デ ー タ ー 覧 表

テス ト計画書

6.決 定 詳細設計書

W.プ ロ グ ラ ミ ン グ 1.概 要 記述 プロ グ ラ ムの 概要

プ ロ グ ラ ム履 歴 書

2フ ロ ー 作 成 ゼ ネ ラ ル ・ フ ロ ー

デ ィ テ ー ル ・ フ ロ ー

コ ン ト ロ ー ル ー 覧 表

メ ッ セ ー ジ 一 覧 表
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・プ ログ ラム設 計 上,標 準 化 の ルー ルが 守 られ て い る こ

と。

・プ ログ ラム は適 当 な大 き さに モ ジ ュール化 が は か られ

てい る こ と。

・プ ロ グ ラム間 の イ ンタ フ ェイスに つ い て検 討 され ,明

確 に な って い る こ と。

・使用 す るO/Sに は基 本 的 チ ェ ッ.ク機能 が組 込 まれ て

い る こ と。

・ユ ー ザ用 取 扱 要 領 上,各 種 ミス,不 正 防止 策 が盛 込 ま

れ て い る こ と。

・使用 部 門,お よ び ユ ー ザ に対 す る教 育計 画 が適 切 で あ

る こ と。

・テ ス ト ・デ ー タ仕 様 は必 要 条 件 を十 分 に 満 た して い る

こ ≒ ・

・標 準化 ,文 書 化 ル ー ル に した が い,プ ログ ラ ミン グ可

能 な よ うに設 計 され て い る こ とを確 認 の うえ,承 認 さ

れ てい る こ と。

・プロ グ ラ ムの 内容 を正 確 に把 握 で き るよ う文 書化 され

てい る こ と。

・詳細 設 計 で組 込 まれ た コ ン トロー ルが,確 実 に プ ロ グ

ラ ミン グ され て い る こ と。

・モ ジ ュール化 され た プ ロ グ ラム は,夫 々別 の プ ロ グ ラ

マ に よ り分 担 され て い る こ と。
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シ ス テ ム 開 発 業 務

大 フ ェ ー ズ 小 フ ェーズ 作 成 文 書(監 査対象)

3.コ ー デ ィ ン グ プ ロ グ ラ ム

4プ ログ ラム ・テ ス ト プ ログ ラム ・テス ト結 果 報 告 書

5,オ ペ レ ー シ ョ ン

・ ガ イ ド作 成

オ ペ レ ー シ ョ ン ・ ガ イ ド

V.シ ス テ ム ・テ ス

ト,移 行

1.シ ス テ ム ・テ ス ト システムの検 証結果

2.登 録 プ ログ ラム登 録 台 帳

3移 行 プ ログ ラム受渡 し確 認書

V[.シ ス テ ム の 保 守 1.シ ス テ ム の 変 更 システム変 更依頼書
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・プ ロ グ ラム作 成 上標 準 化 ル ー ルが 守 られ て い る こ と。

・ユ ニ ッ ト ・ テ ス ト ,統 合 テ ス ト は,計 画 に も と づ き,

十 分 に な さ れ,か つ テ ス ト ・デ ー タ は 要 件 を 満 た し て

い る こ と 。

・ テ ス ト ・デ ー タ は プ ロ グ ラ マ 以 外 の 者 で 確 認 さ れ て い

る こ と 。

・ テ ス ト ・デ ー タ の 記 録 が あ る こ と,ま た 詳 細 設 計 時 の

仕 様 に 一 致 し て い る こ と 。

・ オ ペ レ ー シ 。 ン 上 の ミ ス,不 正 防 止 に つ い て 配 慮 さ れ

て い る こ と 。

・シ ステ ム検 証 結 果 に対 して,ユ ーザ お よ び責 任 者 の 承

認 が あ るこ と。

・完 成 した プ ログ ラ ムは ,全 て ルー ル に したが って登 録

され,そ の 記 録 が あ る こ と。

・プ ロ グ ラム の オ ペ レ ー シ ・ン部 門へ の引 渡 しは ,オ ペ

レー シ ョン ・ガ イ ドと と もに,責 任 者承 認 の もとで適

正 に 行 わ れ て い る こ と。

・シ ス テ ム移 行 に 際 して発 生 した トラブル お よ びそ の措

置 は,記 録 され,シ ス テ ムの 修 正 を要 す る場 合 は 責任

者 の承 認 の もとに行 われ て い る こ と。

・現 行 シ ス テム の 変 更 は ,ト ップまた は責 任 者 の 承 認 の

も とに,シ ス テム 開発 の手 続 に準 じて行 わ れ てい る こ

と。
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シ ス テ ム 開 発 業 務

大 フ ェ ー ズ 小 フ ェ ー ズ 作 成 文 書(監 査対象)

2プ ロ グ ラム の変 更 プログラム変更依頼書

F

3.文 書 管 理 シ ス テ ム ・ラ イ ブ ラ リ

プ ロ グ ラム登 録 台 帳

4シ ス テ ム障害 障害報告書
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・プロ グラ ムの 修 正 は,全 て責 任 者 の 承 認 に もとつ い て

お こな われ,ま た そ の記 録 が あ る こと 。

・プ ロ グラ ム修 正 の テ ス トは,新 規 プ ロ グ ラム作 成 に準

じて行 われ,テ ス ト ・デ ー タ仕 様 等 の 記録 が あ る こ と。

・現行 稼 動 中 の シ ス テ ム に関 す る全 ての設 計 書 ,お よ び

プ ロ グ ラム関 係 書 類 が 保 存 され て い る こ と。

・運 用 部 門 で 稼 動 ,管 理 中 の プ ロ グ ラム が,プ ログ ラム

登録 台 帳 と一致 す る こ と。

・文書 の保 管 責 任 者 を定 め,厳 正 な管 理 が お こなわ れ て

い るこ と。

・日常 の シ ス テ ム運 営 上 発 生 した トラ ブル は ,そ の都 度

記録 され,責 任 者 承 認 の もとに,再 発 防 止 の措 置 が と

られ て い る こ と。
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第4章 システム運用監査





第4章 シス テ ム運 用監 査

シス テ ム稼動 レベ ルの 監査 は,新 シ ステ ムが 企画 され,開 発 され た後,日 常 業

務 を処 理 す る,シ ス テ ムの運 用 段 階 の 監査 で あ る。 従 って,規 定,マ ニ ュ ア ル等

に もとつ く的確 な 処 理 と,重 要 事 項 の 責任 者 に よ る承 認 で,エ ラー,犯 罪 等 の 防

止 を期 す と と もに,処 理 方式 の 改 善 な ど シス テ ムの効 率 化 を はか るため の 評 価 を

す るこ とが 重要 で あ る。

この段 階 で は,業 務 活動 に よ り発生 した 情 報 を現 場で 処 理 し,帳 票 が 作 成 され,

この帳 票 を コ ン ピ ュー タ入力 デ ー タに 変 換 後,コ ン ピ ュー タへ の入 力,ラ イブ ラ

リの 更 新 処 理 が行 わ れ,帳 票 ・資 料 類 が 出 力 され る。

こ こで は,こ の 稼 動状 態 を6分 野に 大 分 類 し,そ れ ぞれ を細 分 化 して検 討 を加

え た。

4.1入 力 プ ロ セ ス

4.1.1現 場 処理

各組 織 体で 行 われ る業 務 活動 は,各 種 の 情報 を発生 させ る。 この情 報 の 処理 に

は,端 末 機 を操 作 して 通 信 回 線に よ りコ ン ピ ュー タに 入 力 し,直 ちに処 理 した 上

で,現 場 に 帳 票 が 出 力 され るオ ン ラ イ ン ・シス テ ム と,会 計 機 類 ま た は 手 作 業で

現 場 処 理 を行 い,同 時 に コ ン ピ ュー タ入 力 帳 票 を作 成 す る オ フ ラ イ ン ・シス テ ム

とが あ る。

い ず れ の シス テムの 場 合 で あ って も,現 場 部 門 は,コ ン ピ ュー タへ の 入 力 デ ー

タ発生 の起 点で あ り,誤 処 理 は 出 力 帳 票,資 料 の 誤 りに 直結 す る可 能 性 が 高 く,

ま た,コ ン ピ ュー タ犯罪 が 最 も発生 し やす い部 分で もあ る。

この部 門 に おけ る監査 上 の チ ェ ックポ イ ン トと して は,正 確 な 処 理 をは か るた
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めの規 定,手 続,マ ニュアルが作成 され,整 備 され てい るか ど うかが重視 され よ

う。 また,不 正 取引の発生 を防止す るため,業 務処理 の要所 は責任者 の承認 を得

るこ とは 当然 として,責 任者の権限 も重要度 に応 じて明確に限定 され る必要 が あ

ろ う。

4.1.2入 力 処 理

オ ン ライ ン ・シス テ ムは,端 末 機 を操 作 して コ ン ピ ュー タに デー タ を直 接 入 力

す るが,オ フ ラ イ ン ・シス テ ムで は,現 場で 作 成 した 帳 票 を パ ンチ ・カ ー ド,紙

テ ー プ,磁 気 テ ー プ等 に入 力 デー タ と して変 換 の うえ,コ ン ビ ュー タへ 入 力 す る。

この 入 力処 理 を監査 す る際の チ ェ ックポ イ ン トと し ては,オ ンラ イ ンの 場 合,

伝 送中 の デ ー タ化 け,デ ー タ洩 れ チ ェ ックが,群 系数 チ ェ ック,通 信番 号,一 日

の ハ ッシ ュ ・トー タル等 で 照 合 され,シ ス テ ム運 用 の 安定 性 が確 保 され て い る こ

とを確 認す る こ とな どが あげ られ る。 また,オ フ ラ イ ン ・シス テ ムで は,正 確 な

入 力 デ ー タへ の変 換,お よ び コ ン ピ ュー タ入 力 を行 うた めの帳 票授 受 の 記 録 と,

帳 票 よ り変 換 した入 力用 デ ー タ を,人 手 を替 え て再 調 査 す るた め の措 置 が 必要 に

応 じて 出 て く るで あ ろ う。

4.2オ ペ レ ー シ ョ ン

4.2.1マ シ ン ・ オ ペ レ ー シ ョ ン

シス テ ム全 体 が 安 定 し て運 用 され るた め に は,ジ ス テ ムの中 核 に位 置 づ け られ

る コ ン ピ ュー タの オペ レ ー シ ョンが,誤 りな く的 確 に遂 行 され る こ とが絶 対条 件

と な る。 と くに,オ ン ラ イ ン ・シス テ ムで は,オ ペ レ ー シ ョン上の 誤 りが シス テ

ムの 停 止 を きた す し,現 場で の 業 務 活動 に大 きな 障 害 とな るこ とが 考 え られ る。

ま た,オ フ ラ イ ン ・シス テ ムの オペ レー シ 。ンの 場 合 に も,誤 帳 票 を出 力 す る こ

とに な り,訂 正 のた め の 再処 理 で は,費 用,時 間,要 員 の ロス が 大 きい もの とな

る。
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マ シ ン ・オペ レー シ ョ ンに お け る監 査 上 の チ ェ ックポ イ ン トは,オ ン ラ イ ン ・

シ ステ ムの 場 合 の チ ェ ッ クの 妥 当性,オ フ ラ イ ン ・シス テ ムに お け る場 合 の オ ペ

レ ー シ ョン手 順 の 明確 化,オ ペ レ ー シ ョ ン ・フ ロー,指 示 書 の整 備 に よ る誤 り防

止 策 等 を確 認 す るこ と,お よび 十分 検 討 され た ス ケ ジ ュー ルに よ る効 率 的 な コ ン

ピ ュー タの 活用 状 況 等 を調査 す る必 要 が あ ろ う。 また,エ ラ ー,犯 罪 防止 の た め

に,直 接 担 当要 員 に よ る オペ レ ー シ ョン,お よ び 重要 事 項 に 関 す る責 任 者 の承 認

も監査 の 対 象 と して重 視 され るべ きで あ ろ う。

4.2.2ラ イ ブ ラ リ

コ ン ピ ュー タ化 以 前 は,業 務 活動 の 記録 と して台 帳 が 作 成 され,こ の 台帳 に よ

り業 務 の管 理 が 行 わ れ て いた 。

コ ン ピ ュ ータ導 入 以 降,こ の 台 帳は ラ イ ブ ラ リと して外 部 記憶 装置 に収 録 され,

記 録 の更 新,業 務 管 理 帳 票 ・資料 類 の作 成 が コ ン ヒ。ユ一 夕で 行 わ れ るよ うに な っ

た。 従 って,ラ イブ ラ リの 管 理 は,台 帳 の 取 扱 い と同様,厳 重 に行 わ れ てお り,

責 任者 の承 認 の うえ,指 示者 に よ って払 出,格 納 が 行 われ て い る。 ま た,事 故 発

生 に 対処 して,バ ッ クア ップ体 制 を確 立 す るの も当然 の こ と とな って い る。

ラ イ ブ ラ リ監 査 にお け るチ ェ ッ クポ イ ン トと しては,事 故 お よび 犯 罪 の 発生 を

防 止 す るた め に,処 理 手 順,取 扱 方 法 を 明確 化 し,マ ニ ュ アル を設 定 す る と と も

に,取 扱 担 当者 の 限 定,お よび ラ イ ブ ラ リへ の搬 出入 の 際,責 任者 の承 認 が行 わ

れ てい る こ とを確 認 す る必要 が あ ろ う。

また,ラ イ ブ ラ リに収 録 され てい る記録 は,業 務 の機 密 に属 す る もの が 多 く,

機 密 保持 の 点 か ら も取 扱 の限 定 が 必要 で あ り,そ の廃 棄 に あ た って も,内 容消 去

等 の 手 順 が ル ール 化 され て い るこ とが 必要 で あ ろ う。
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4.3出 力 プ ロ セ ス

4.3.1帳 票 管 理

コ ン ヒ。ユ一 夕処理 は,多 種 多量 の 帳 票 を必要 と し,そ の 結 果 を正 確 に 出 力 して

完 了す る こ とに な る。

この 出 力用 帳 票は,連 続 した用 紙 の 特殊 印刷 で あ り,シ ス テ ムの 円滑 な運用 の

た め に は,適 正在 庫 の 管理,お よ び,あ らか じめ社 印等 が 印刷 され て い る 重要 印

刷 物 の 管理 が 重 要 にな る。

帳 票 の 管理 状 態 を監 査 す る際 の チ ェ ックポ イ ン トと しては,適 正 な在 庫 の 確 保,

お よ び冗 費 の節 減 をは か るた め に,印 刷見 積 りか ら帳 票 の 搬 出 入 に至 る まで の 手

順 が 明確 に され,責 任 者 の 承 認 が 得 られ て い るこ とを確 認 す る必要 が あ ろ う。 同

時 に,重 要 印 刷 物 の流 出 に伴 う事 故 防止 策 が と られ て い るか ど うか も調 査 の 対 象

とすべ きで あ ろ う。 ま た,在 庫管 理 が 的確 に行 われ,在 庫 不 足が 発 生 して いな い

か ど うか を確 認 す る こ と も必要 で あ ろ う。

4.3.2出 力 管 理

コ ン ビ。ユ 一 夕で 出 力 した帳 票 は,オ ペ レー シ ョン上の 誤 り,お よ び エ ラ ー修 正

指 示 に よ る特殊 処理 等 を調査 の うえ,複 写 印刷 帳 票 の カ ー ボ ン分 離 をは じ め とす

る 発送 準 備 の 処 理 を行 った後,関 係 部門 へ 配 布 され る。

オペ レー シ 。ン上の 誤 りに よ る再 処 理 に あた っ て,誤 処 理 に よ る出 力帳 票 の う

ち,機 密 漏 洩 の 恐 れ が あ る重 要帳 票 は,焼 却 等で 完全 に 廃 棄 され るこ とに な る。

ま た,環 境 の 変 化,あ るい は 活 動 方針 の変 更 に よ って不 必要 とな る帳 票,資 料

等が 発生 す るの で,定 期 的 に 調査 し,シ ス テ ム運用 の 合理 化を はか る必 要 が あ る。

出力 管 理 の 監 査1二の チ ェ ックポ イ ン トと しては,出 力帳 票 の処 理 の 明 確 化 と,

処 理 の[E確 性 を 確認 す るこ と とと もに,機 密 の 漏 洩 を防止 す るた め,取 扱 い に注

意 を要 す る帳 票が 焼 却 等で 完 全 に 廃 棄 され て い るか ど うか を確 認 す る必要 性が あ
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ろ う。

なお,出 力帳 票の活用状況 の調査を行 い,不 要帳票 の出力を廃止 する等,合 理

化を検 討す ること も重要で あ る。

4.4外 注 管 理

4.4.1委 託 処 理

コ ン ピ ュー タに よ る処 理 業務 が 非 常 に少 な い場 合 等 は,他 社へ の委 託 処 理 が有

効 とされ る場 合 が 多 い。 この 場合 は,機 器 の み を一 定 時 間借 り切 る オー プ ン方 式

と,入 力 デ ー タ を引 渡 して オペ レー シ ョ ン等 を全 て委 託 す る ク ロー ズ ド方 式 とが

あ る。

オ ー プ ン方式 に よ る委託 は,自 社 コ ン ピ ュー タ使 用 とほ とん ど同様 で あ るが,

クロー ズ ド方 式 の 委 託 は機 密 保持 や 安定 運 用 に 万 全 を期 す 必 要 が あ る。

他社 へ の委 託 は,委 託 先 の 信用,技 術 レベ ル,財 務 的 安 定 性 等 を十 分 に調 査 し,

責任 者 の 承 認 を得 て決 定 す る。 な お,重 要 業 務 に つ い ては,コ ン ピ ュータ保 険加

入状 況 等 もチ ェ ックす る必要 が あ ろ う。

委 託 先 決 定 後 は,諸 条 件 を明記 した契 約 書 を必 ず 交 してお く こ とが 必 要 で あ る。

委 託 先 との 間 の 入 力用 帳 票,お よ び コ ン ピ ュー タ処 理 に よ る出 力帳 票 の 授 受 は,

帳 簿 で 正 確 に行 い,出 力 帳 票 は直 ち に 内容 の 誤 りが な い か ど うか,正 当性 を チ ェ

ック しな け れ ば な らな い 。

委 託処 理 を監査 す る際 の チ ェ ックポ イ ン トと しては,委 託 先 の事 前 調 査,委 託

契約 書 の作 成 状 況,委 託 条件 の 妥 当性 等 を確 認 す る必 要 が あ ろ う。 また,正 確 な

処理 を確 認 す るた め に,入 出 力 帳 票 の授 受 記録 と,引 渡 しを受 けた 出 力 帳 票 の チ

ェ ック状 態 を調 査 す る必 要 もあ る。 な お,機 密性 が 高 い業 務 に つ い て は,外 部 へ

の委 託 業 務 と して適 当で あ るか ど うか を検 討 す るこ と も重 要 で あ る。
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4.4.2受 託 処 理

オペ レ ー シ 。ンの 受託 処 理 は,受 託 を専 業 と しな い 場合 で も,コ ン ピ ュー タの

有 効 活用 をは か るうえ か ら効 果 的 な場 合が あ る。

受 託 処 理 の 決 定は,業 務 の 内容,処 理 期 間,機 密性,損 害 発生 の 影響 等 を検 討,

責 任 者 の 承 認 を得 た うえで,受 託 条 件 を明記 した 契約 書が 交 され る。 ま た,損 害

の 発生 に 対 処 し,コ ン ピ ュー タ保 険 の加 入 を検 討 す る必要 が あ る。

受 託 業 務 の 実 行 は,ス ケ ジ ュー ル の 協議 か ら始 ま り,入 力帳 票受 入,コ ン ピ ュ

ー タ処 理 ,出 力 帳 票 の 引 渡 しの 手 順で 進 捗 す る。 こ の段 階で,帳 票 の授 受 は 明 確

に 記 録 し,責 任者 の 承 認 を得 て お く必要 が あ る。 料 金 は,正 確 に 記 録 した オペ レ

ー シ ョン時 間に 基 づ き ,所 定 の 使用 料 を算 出 の うえ請求 す る。

受 託 処 理 の監 査 上の チ ェ ッ クポ イ ン トは,契 約 の 妥 当性 と,条 件 が 明 記 された

契 約 書 と,契 約 条 件 の 妥 当性 とを確 認 す る こ とに あ ろ う。 また,ト ラ ブ ルの発 生

が生 じや す い入 出 力 帳 票 授 受 の 記録 と,責 任者 の 承認 とを照 合 す る必要 もあ ろ う。

コ ン ピ ュー タ使用 料 の 算 出 につ い て は,ル ー ルに従 って 正 確 に 実 施 され,請 求,

入 金 処 理 が 的確 に行 わ れ て い るか ど うか を確 認 す る必 要 が あ る。 万 一,事 故 が発

生 した 場 合 の こ とを 考 え,コ ン ピ ュー タ保 険加 入 の 検 討 も調 査 す る必 要 が あ ろ う。

4.4.3プ ログ ラム 外 注

プ ロ グ ラム開 発 に あた り,外 部 の ソ フ トウエ ア会社 へ 委託 す る場合 は,オ ペ レ

ー シ ョ ンの 委 託 に準 じて外 注 先 の 信用 度,技 術,企 業 の 安定 性 等 を十 分 調査 ・検

討 の うえ決 定 し,プ ログ ラ ムの 保 守 条 件 を含 めて 委託 契約 書 を作 成 す る必要 が あ

ろ う。

プ ロ グラ ム外 注は,責 任 者 が 確 認 の うえ承 認 した プ ロ グ ラ ム仕 様 書 で 行 い,外

注 先 で の 開 発状 況 の コ ン トロ ー ルを適 宜 行 う。

完 成 した プ ログ ラ ムは,受 入 れ テス トを十 分 実 施 した後,引 渡 し を受 け るが,

この テ ス ト状 況 は 記 録 と して保 存 してお く必 要 が あ る。
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プ ログ ラ ム外 注 を監 査 す るに あ た っ ての チ ェ ックポ イ ン トは,品 質 の 確 保,継

続 的 な安 定 運 用 をは か るた め,外 注 先 の 信用 度,安 定 度 等 を調 査 ・検 討 の うえ,

契 約 書 が 手落 ちな く作 成 され,契 約 条 件 も妥 当で あ る こ とを確 認 す る必 要 が あ る。

と くに,プ ロ グ ラム の保 守 体 制 の 条 件 が 的確 で あ る こ とを確 認 す る こ とが 必要 で

あ る。

ま た,委 託 中 の プ ロ グ ラム開 発 の進 捗状 況 と,完 成 プ ログ ラムの 受 入 時 テス ト

の 記 録,お よび 責任 者 の 承 認 を確 認 す る こ と も必要 で あ ろ う。

4.4.4オ ペ レー シ ョン委 託

コ ン ピュ ー タの進 歩 に伴 い,オ ペ レ ー シ 。ンの 単 純 化 と,異 常 処理 の 複 雑 化 が

同時 に 発生 し,オ ペ レ ー タ教 育 の 重要 性 と モ ラ ー ル高揚 策 の 必 要 性 が 生 じ,外 部

の フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト会 社 等 の 活用 も,場 合 に よ っては きわ め て有 効 な

手 段 とな っ て きた。

コ ン ピ ュー タの運 用 は,安 定 的 か つ 効 率 的 な オペ レ ー シ ョンをは か る必 要 が あ

り,オ ペ レ ー シ ョンを引 受 け る企 業 の 技 術 レベ ル,教 育状 況,安 定 性 等 を調 査,

検 討 の うえ諸条 件 を 決定 し,契 約 書 を交 す 。

受 入 れ る オペ レ ー タにつ い ては,履 歴 書 の 提 出,個 人 面 接 等で 事 前 に調 査 す る

必要 が あ る。

受 入 れ に あた っ ては,先 方 の管 理 責 任 者 を明 確 に す る と と もに,オ ペ レ ー タの

業 務 内容 お よび行 動 範 囲 を明 確 に し徹 底 して おか な け れ ば な らな い。

オ ペ レー タ受 入 れ に 関 して の監 査 上 の チ ェ ックポ イ ン トは,正 確 な オ ペ レー シ

ョ ンを確 保 す るた め に,当 該 企業 の安 定 性,オ ペ レー タ教 育 等 に対 す る調査 状 況

を検 討 し,個 々の オペ レ ー タに つ い て も,面 接 等に よ る確 認 や,技 術 レベ ルの事

前 調 査 を行 って い るか ど うか 等 を確 認 す る必 要 が あ ろ う。

また,オ ペ レー タの 受 入 に あ た って,管 理 責 任 者 を伴 った 請 負 契約 に な って い

る こ との確 認 を行 い,オ ペ レ ー タの 役 割,行 動 範 囲の 限 定 化等,ル ー ルの 妥 当性

を確 認 す る こ とが 必 要 で あ ろ う。
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4.5セ キ ュ リ テ ィ

4.5.1全 般 管理

社 会環 境 の変 化 と と もに,破 壊 行 為 等 の恐 れ が ます ます 増 大 してい るが,コ ン

ヒ。ユー タは 全体 シス テ ムの中 核 で あ り,円 滑 で,か つ効 率 的 な 運用 をはか るた め,

小 事故 で あ って も軽 視 はで きず,可 能 な 限 り事 故 防止 策 を検 討 し実 施す る必 要 が

あ る。

また,安 全対 策 は,常 時 問題 点 を検 討 し,改 善 を行 う必 要 が あ り,セ キ ュ リテ

ィ責 任 者 の 設置 と,セ キ ュ リテ ィ ・チ ェ ック リス トに よ る確 認,お よび見 直 しを

行 う こ と等 が 必 要 で あ る。

な お,事 故 に 備 え て,コ ン ピ ュー タ保 険 の加 入 に つ き検 討 を してお くこ と も必

要 で あ る。

セ キ ュ リテ ィに 関す る全 般 管 理 の 監 査 上 の チ ェ ックポ イ ン トとし ては,セ キ ュ

リテ ィ責 任 者 が 設 置 さ れ て い るか,チ ェ ック リス トが 作 成 され,適 時 に セ キ ュ リ

テ ィ ・チ ェ ッ クが 行 われ て い るか 等 を確 認 す る必要 が あ ろ う。 また,チ ェ ッ ク リ

ス トの 見 直 し状 況,お よ び コ ン ビ。ユー タ保 険加 入 の是 非 の 検 討状 況 等 も調査 の 対

象 とな ろ う。

4.5.2建 物 ・マ シ ン 空管 理

セ キ ュ リテ ィ上の 基 本 的要 件 の1つ は,建 物 へ の入 出 館 管 理で あ る。

コ ン ピュ ー タを 設置 して い る建 物へ の 入 出館 は,入 館,出 館 の都 度 チ ェ ッ ク し,

訪 問者 お よ び 搬 入物 の入 館 を管理 す る と と もに,在 館 者 を常 時 把 握 して お くこ と

が 必 要 で あ る。 また,建 物 は地 震,火 災 等 を十分 に 配慮 して設 計 し,防 火 壁,消

火 設備 を 完 備 す る と と もに,必 要 に 応 じて 電 源 設 備の バ ックア ップ等,シ ス テ ム

の 重要 度 に 見 合 った対 策 を た て る必 要 が あ る。

マ シ ン室へ の 入 室は,あ らか じめ,入 室 範 囲者 を 限定 し,そ の 他 の入 室 を排 除
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す る。 マ シ ン室 内 に は,室 内管 理 責 任者 を定 め,常 時 駐 在 す る必要 が あ る。 また,

マ シ ン室 内の 消火 に つ い て は,コ ン ピ ュー タに 影 響 を及 ぼ さな い よ うに 配慮 しな

けれ ば な らな い。

非常 事 態 発生 時 の 最低 限の 処 理 は,ラ イ ブ ラ リ庫 閉 鎖,電 源 切 断等 に つ き明確

化 し,建 物,マ シ ン室 の 避 難 経 路 と と もに全 員 に周 知,徹 底 す る必 要 が あ る。

建物,マ シ ン室 管 理 の 監 査 上 の チ ェ ッ クポ イ ン トは,入 館,入 室等 の ル ール 化

と,責 任 者 が 明 確 に され,十 分 に チ ェ ック して い るか ど うか を確 認 す る こ とにな

ろ う。

建物,マ シ ン室 の 消 火 方 法 に つ い ては,コ ン ピ ュー タに 影 響 を及 ぼ さな い よ う

十分 に検 討 し,ま た,非 常 事 態 発生 時 の 避 難 経 路 の 明 確 化 等 が行 われ て い るか ど
マ

うか を確 認 す る こ とが 必要 で あ る。

4.5.3ハ ー ドウ エア 管理

シス テ ム運用 の 中 核で あ る コ ン ピ ュー タは,無 事 故状 態 が 最 も望 ま し く,オ ン

ラ イ ン ・シス テ ムで は,事 故 の発 生 が 第 一 線 の 業 務 活動 の停 止 を意 味 す るこ とに

もな る。

ハ ー ドウエ アで 最 も重要 な こ とは,定 期 保 守,臨 時 保 守 と も万全 を期 し,事 故

が発 生 した 場 合 は,正 確 な 記 録 と,直 らに修 復 す る体 制 が と られ て い る こ とが 必

要 で あ る。 また,一 定 期 間 に 発生 した 事 故 を分 析 の うえ,的 確 な事 故 の 予 防 策 が

た て られ る必要 が あ る。

ハ ー ドウエ ア管 理 の 監査 上の チ ェ ックポ イ ン トと しては,定 期 保 守 の状 況,お

よ び事 故 発生 時 の 臨時 保 守状 況 が 記 録 され,責 任者 の承 認 が あ るか ど うか を確 認

す る とと もに,事 故 の分 析,対 策 の 状 況 を 調 査 す る必 要 が あ る。

4.5.4ソ フ トウエ ア管 理

ソフ トウエ アは,メ ー カ提 供 の ソフ トウエ ア と,新 規 シス テ ムの 開 発 に よ り開

発 部 門 よ り運 用 部 門 へ 引 継が れ るプ ロ グ ラ ムに分 れ る。
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ソ フ トウエ アの 取扱 い は,明 確 に ル ール 化 を行 い,事 故 発 生 時 の 修 復 体 制 を確

立 し,登 録 削除,お よび事 故 に よ る修 復 を正 確 に 記 録す る必 要 が あ る。

ソ フ トウエ ア管 理 の 監査 上 の チ ェ ックポ イ ン トは,事 故 や 犯 罪 の 発 生 を防止 す

るた めの ル ー ル化 され た管 理 体 制が あ るか ど うか を確 認 し,ソ フ トウ エ アの 改 ざ

ん 等 が 不 可能 な状 態で 保 全 され て い るか どうか を調 査 す る必要 が あ る。

また,事 故 に つ い ては,発 生 時 の 保 守 体 制 と,事 故 状 態 の 記 録 を確 認 し,事 故

の 解 決状 況 お よ び その 予 防対 策 に つ き検 討 す る こ とが 必要 で あ ろ う。

な お,ラ イ ブ ラ リを 直接 修 正 す るプ ログ ラ ムに つ い ては,そ の 使用 が責 任者 の

承 認 を得 て い るか ど うか を確 認 す る こ とが 必要 にな る。

4.5.5デ ー タ管 理

入 力 デ ー タ,出 力 用 帳 票,ラ イ ブ ラ リ等 の管 理 に つ いて は,そ れ ぞれの 項 目で

説 明 した ので,こ こで は述 べ な い。

4.6人 事 管 理

4.6.1人 事 管 理

業務 処理 の 正 確 性,効 率 性 の 維 持 向 上 を はか るた め に は,個 々の要 員 に明確 な

目標 を設定 し,動 機 づ け を行 う こ とに よ り,全 体 の モ ラ ー ル を高 め る こ とが 必要

で あ る。 そ して,処 理 手 続 の マ ニ ュアル 化,内 部 牽 制 制 度 の 完 備 に よ る事務 の整

備,誤 謬,犯 罪 等の 防止 と相 侯 って,完 壁 な業 務 処理 の遂 行 が 行 わ れ るこ とに な

ろ う。

この た め には,方 針 等 が 徹 底 され るた め の コ ミュニケ ー シ ・ンの 手段 と して,

会 議 等が 有 効 に 運用 され,必 要 情 報 が 洩 れ な く伝達 され る こ とが 必要 で あ る。 さ

らに,担 当者 の 意 向 を常 に 十 分 に 把 握 し迅速 な 施 策 をた てな け れ ば な らない とい

え る。

コ ン ピ ュー タ運 用 に は,特 殊 勤務 形 態 等 も多 くな るの で,そ の 管理 には 十 分 に
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注意す る必要 があ る。

特殊勤務の うち,オ ペ レーシ ョンについて交替 制を採用 す る場合は,労 働組 合

や従業員代表 との間で 問題解 決をはか り,協 定 を結ば なければな らない。

オペ レー シ ョンの正確性は,教 育に よって補 われる面 も多 く,基 礎教育,上 級

教 育 を充実 させ,十 分に実施す ることが必要で あ る。

人事管理面につ いての監査上のチ ェックポ イン トは,安 定的な運用 を期すた め

に,交 替制 に関 しての労働組合や従業員 代表 との協定 内容が守 られ てい るか ど う

か を確認す るとともに,教 育の実施状 況 とその実施 ルールを確認す る必要 があ る。

4.6.2健 康 管 理

コ ン ピ ュータ運 用 は,深 夜,騒 音,低 温 下 で の 作業 等,特 殊 な 環 境 で 行 わ れ る

業 務 も多 く,健 康管 理 に つ い ては 留 意 しな けれ ば な らな い。

キ ー パ ンチ ャ ーの腱 症 炎 な どの 職 業 病 に 関 しては,十 分 な管 理 を行 い,異 常 が

発 見 され た ときは 直 ちに対 策 が と られ る体 制 とな って い る こ とが 必 要 で あ る。

健 康 管理 に つい て の監 査 面 か らの チ ェ ックポ イ ン トと しては,健 康 診 断の 実 施

状 況 の十 分 な確 認 と,事 故 発 生 時 の 対 策,お よ び その ル ー ル を十分 に確 認 し,職

場 環 境 の 改 善状 況 を調査 す る こ とが あげ られ よ う。

4.7チ ェ ッ ク リス トの 作 成

以 上述 べ て きた シ ス テ ム運 用 監査 に つ い て,つ ぎの とお りチ ェ ック リス トを作

成 した。

シス テ ム監査 の 実 施 は,対 象業 務,コ ン ピ ュー タ規 模 等 に 則 して 的確 に行 わ れ

る必 要 が あ る6い い か え る と,監 査 対 象 に合 致 した チ ェ ック リス トそ の 他 を作 成

し,そ れ に基 づ い て 監 査 を実施 す る とい う こ とにな る。 その よ うな 意 味で,こ の

チ ェ ック リス トは,各 組 織体 ご とに シス テ ム監 査 を実 施 して い く うえで の 目標 を

設定 した もので あ る。
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シス テ ム運用 チ 。 。ク リス ト1

(1)入 力 プ ロ セ ス ・チ ェ ッ ク リ ス ト

現 場 処 理

業 務 管 理 体 制

1.標 準 化 お よび規 定

2.内 部牽 制 制 度

3.業 務処 理

4.物 品 管理

業 務 内 容

① 業務処理方式 の策定,改 善部署の明確化。

② 業務処理方式 令達 手段 の統一化。

③ 業務処理方式 の基準化。

④ 帳 票様式お よび記入要 領の統一 化。

① 誤 謬,不 正 防 止 の た め,組 織 機能 が 分 離独 立 され,

有 効 な相 互牽 制 が お こな わ れ る。

② 重要 な 業務 処 理 に つ い ては,ダ ブ ル ・チ ェックが

お こな わ れ る。

③ 管 理者 に よ る承 認 が 完 全 に お こな わ れ る。

① 業務処 理 マニュアルに したが い処理 されている。

② 所定の帳票 を使用 し,作 成者,チ ェック担当者,

帳簿 記帳者が押印 またはサ イ ンした うえで 責任者の

承認 を得 る。

③ 例外処理 については,理 由,処 理 内容 を記録 し,

責任者の承 認を得 る。

④ 帳票書類 は適宜 集計照合す る。

⑤ 帳票書類は規定 に もとづ き保存す る。

① 重要用紙 類は責任者が 管理 し,残 存用紙 を受払簿

と適宜照合す る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ マニ ュ アル類(含 諸規 定)の 策 定,改 善 部 署,令 達 手 段 が オー ソ ラ イズ され,

責 任 体 制 が 明 確 化 して い るか。

・ 重要 な 処理 方式,手 続,記 入要 領 等 は マ ニ ュ アル とし て整 備 され て い るか 。

・ 処 理 方式 等 の 変 更 に 際 して は,速 か に マ ニ ュ アルが修 正 され て い るか。

・ 誤 謬,不 正 が 防 止 され てい るか,ま た発 生 した場 合 は,直 ちに発 見 で き る体

制 に な って い るか 。

・ 承 認 は ,業 務 内容 の 重要 性 に と もな って実 施 され,最 終 承 認の レベ ル も妥 当

で あ るか 。

・ マ ニ ュ アル通 り的 確 に 処理 され て い るか。

・ 責任 者 の 承 認 は 必 ず 受 け て い るか。

・ 記 録 につ い ては,記 録 簿 を作 成 し管 理 し てい るか。

・ 帳 票 書類 の 照 合 結 果 の 記 録 は 保存 され て い るか。

・ 帳 票 書類 は,内 容 別 に明確 な 保 存年 限 を 定 め,規 定 通 りに,か つ 良 好 な状 態

で 保 存 され て い るか 。

・ 管理 の状 態 は十 分か 。
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現 場 処 理

業 務 管 理 体 制

5.機 器処 理

(オ ンラ イ ン端 末

機,会 計 機 等)

業 務 内 容

② 重要物 品は帳簿 を作成 し,

厳重な管理 をお こな う。

管理 責任者 を設置 し,

① 重要機器は管理責任者 を設置 し,オ ペ レータを特

定 す る。

② 機器 の操作鍵 の使用状況 を常 に明確 に把握す る。

③ 機器 操作記録(ジ ャーナル)は 責任者が管理 し,

記録 内容 を調査 す る。

④ 重要 な取引は,責 任者が 直接 お こな う。

⑤ 機器操作記録は保存年限 を定め,一 定期間保存す

る。

⑥ 帳 票類 と機器操作内容 は,処 理件数,処 理金額等

で照 合確認す る。

⑦ オンラインの場合は,帳 票類 とコ ンピュータ集計

結 果および現物 が照 合 され る。

⑧ 重要機器は定期的に保守 され,ま た事故発生時 は

直 ちに修復 され,か つ記録 してお く。

⑨ 機器に事故が発生 した場合の 連絡 ルー トを明確に

してお く。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ 機器 の保 全 状 態 は 十 分 か。

・ オペ レ ー タ鍵,テ ラー鍵 等 の 管理 は 十分 か。

・ 機 器類 操作 に誤 謬,あ る いは不 正 な オペ レー シ ョンが 発生 しな い よ う,責 任

者 が 機 器 操 作 記録 を チ ェ ック して い るか。

・ 重要 な 取引 は責 任 者 鍵 で 操 作 され る よ うにな って い るか。

・ 機 器 操作 記録 の 保 存期 間 ,お よび 保 存状 態は 十 分 か 。

・ 機 器操 作 に 誤謬,不 正 が 発生 しな い よ う,帳 票 類 との 突 合せ が完 全 にお こな

われ,責 任 者 が 確 認 して い るか 。

・ 重要 機 器 の保 守 契 約 は 完 全 か 。

・ 保 守状 況 お よ び事 故 状 況 の 記 録 とそ の 保 存 は十 分 か 。

・ 機 器 の 事故 状 況 は 適 宜 分 析 され,事 故 の未 然 防止 に役 立 て られ て い るか。

一71一



入 力 処 理

業 務 管 理 体 制

1.帳 票 類 の授 受

2.帳 票類授受 の事故

対 策

3.入 力 デ ー タの処 理

業 務 内 容

① 授 受 票(ま た は授 受 簿)に よ り授 受 され 内容 を確

認 す る。

② テ レ タ イ プに よ りデ ー タ収 集 す る場合 は,デ ータ

伝 送時 の紙 テ ー プ,お よび モ ニ タ ー ・プ リ ン トと帳

票 類 を 確認 す る。

③ テ レ タ イプ用 の紙 テ ー プ,モ ニ タ ー ・プ リ ン トは,

保 存年 限 を定 め保 存 す る。

① 帳票類が郵送時 等に紛失 した場合の再 作成方式 を

確立 してお く。

② 郵送が事情に よ り遅延 した場合 の対策 をたててお

く。

③ テレタイプお よび オ ンライン伝 送の場合,回 線の

不安定 によ るデータ化け対策 をたててお く。

④ テレタイプお よびオ ンライ ン伝送に際 し,回 線が

長期 ダウ ンした場合の対策をた ててお く。

① 帳票 を入力デ ータに変換す る際,デ ータ量の照 合

をお こな う。

② 入力データ作成 は検孔機等で正確性の再 確認をお

こな う。

③ 入力 データ作成時 の誤謬は,内 容 原 因,解 決策

が正確に記録 され る。

④ 入力 データは授受簿に よ りオペ レータに渡 され る。

⑤ 授受簿は規定 の年 限の間保存 され る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

● 入力用帳票の授受 を明確 に し,誤 謬,不 正の発生 が防止 されてい るか。

● デ ータ収 集 時 の 事 故 が,郵 送,テ レタ イ プ伝 送,オ ンラ イ ン伝 送等,そ れ ぞ

れ に対 応 してた て られ て い るか。

●

●

●

帳 票 を 入 力 デー タに 変 換 す る際 の チ ェ ック方 式 は 十 分 か 。

入 力 デ ー タ作 成 時 の 誤謬 の解 決 と,そ の 記 録は 十 分 か 。

入 力 デ ー タは正 し くオ ペ レ ー タに授 受 され て い るか。
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(2)オ ペ レ ー シ ョ ン ・チ ェ ッ ク リ ス ト

マ シ ン ・ オ ペ レ シ ョ ン

業 務 管 理 体 制

1.オ ペ レ ー シ ョ ン の

標 準 化

2.マ シ ン ・ ス ケ ジ ュ

ー ル

3.オAOレ ー シ ョ ン 管

理

業 務 内 容

① オペ レ ー シ 。ン ・マ ニ ュ アル に よ り,オ ペ レ ー シ

ョン手 順 が 明確 に定 め られ る。

② オ ペ レー シ 。 ンは,オ ペ レ ー シ ・ン指 示 書 に よ り

お こな われ る。

③ オペ レー シ ・ンの 流 れ 図 が 完 備 され て い る。

④ 業 務 別 に コ ン ソー ルに よ る応 答処 理 が 明確 に記 述

され てい る。

⑤ エ ラー 出力 とその 処理 は,明 瞭 に規 定 され る。

① マ シ ン ・スケ ジ ュールは 所 定 の 方 法 で 作 成 され て

い る。

② マ シ ン'ス ケ ジュー ルは,申 込 書 に よ り申 し込 む。

③ スケ ジ ュ ールは マ シ ン別,パ ー チ ィシ ・ン別 の 割

当て 基 準 が あ る。

④ マ シ ン ・ス ケ ジ ュー ルは,関 係 者 に よ るス ケ ジ ュ

ー ル会議 で 十分 検 討 され る
。

⑤ マ シ ン ・スケ ジ ュー ルは,責 任 者 に よ り承 認 され

た うえで 決 定 す る。

① オ ペ レー シ 。 ンは マニ ュア ル通 りに 実 施 す る。

② 時 間 帯 別 に オペ レ ータ と責 任者 を割 り付 け る。

③ オ ペ レ ー シ ・ンは オペ レ ー シ』 ン指 示 書通 りに お

こな う。
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・ オ ペ レ ー シ ョン手 順 は ,オ ペ レ ー シ ョ ン ・マ ニ ュ アル に よ り標 準 化 され て い

るか 。

・ オ ペ レ ー タ と業 務 管理 者 の 責任 体 制が 明 確 に さ れ て い るか。

・ マ シ ン ・ス ケ ジ ュ ー ル は
,マ ニ ュ ア ル に 基 き 作 成 さ れ て い る か 。

・ マ シ ン ・ス ケ ジ ュ ー ル は
,責 任 者 の 承 認 を 得 た う え で 決 定 し て い る か 。

・ オ ペ レ ー シ ョン ・マ ニ ュアル が 設定 され ,定 期 的 に見 直 さ れ て い るか 。

・ オ ペ レ ータ と責 任者 は,オ ペ レー シ ョン時 間特 別 に 明 確 に 取 決 め られ て い る

か。

・ オペ レ ー シ ョンは,ス ケ ジ ュー ル通 りに 実施 され ,例 外 事項 は 記録 の うえ 責
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マ シ ン ・ オ ペ レ シ ョ ン

業 務 管 理 体 制 業 務 内 容

④ オペ レ ー シ 。 ンは 専任 オペ レ ー タで 実 行 す るが,

や む を得 ず オ ペ レ ー タ以 外 の 者 が オペ レー シ ョンす

る と きは,そ の 範 囲 を 限定 し,責 任 者 の承 認 を得 る。

⑤ オペ レ ー シ 。ンは マ シ ン ・ス ケ ジ ュー ル通 りに実

施す る。

⑥ マ シ ン ・ス ケ ジ ュー ル とオペ レ ー シ ・ン実 績 を対

比照 合 す る。

⑦ 未 実行 の オペ レー シ ・ンは,原 因,対 処 方 法 を記

録 し,責 任 者 の 承 認 を得 る。

⑧ 予 定外 に オ ペ レー シ ・ンす る場合 は,そ の理 由 を

記録 し,責 任者 の 承認 を得 た 後 に実 施 す る。

⑨ オ ペ レー シ ・ン実 績 は,マ シン ・ トラブ ル と と も

に正 確 に 記録 し,定 め られ た 期 間保 存す る。

⑩ オペ レー シ ョン指 示 書 誤記 入 に よ る誤 処理 は,記

録 の うえ,指 示 書 再 作 成 に よ りオペ レー シ ョ ンを実

行 す る。

⑪ オペ レ ー シ ョン準 備 誤 りに よ る事 故 に つ き,原 因

を究 明 し記 録 す る。

⑫ オペ レー シ ・ン誤 り,オ ペ レ ー シ ・ン指 示 書 誤 記

入,オ ペ レ ー シ ョン準 備 誤 りの 記録 は 定 期 的 に 分 析

され,誤 り防 止 の対 策 が 講 じ られ る。
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任者 の 承認 を得 て い るか 。

・ オペ レ ー シ ョンは ,オ ペ レ ー シ ョ ン指 示 書 に よ り正確 に実行 し て い るか。

・ オペ レー シ ョン事 故 の 究 明 が お こな わ れ ,誤 り防止 策 が た て られ て い るか 。
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ラ イ ブ ラ リ

業 務 管 理 体 制 業 務 内 容

1.管 理 方式 の 規 定 ① ラ イ ブ ラ リの 取扱 い管 理 は,マ ニ ュ アル に よ りお

こな わ れ る。

② ラ イ ブ ラ リ庫 へ の 出 入 は,ラ イ ブ ラ リ搬 出 入 票 で

管理 す る。

③ ラ イ ブ ラ リ庫 の 出 入 は ラ イ ブ ラ リア ンに 限 定 され,

管理責任者 を設置 してあ る。
1

2.ラ イ ブ ラ リ の 管 理 ① ラ イ ブ ラ リは 重要 分,一 般 分,予 備分 に分 類 の う

え,レ ベ ルに 応 じて 管理 され る。

② ラ イ ブラ リに 事 故 が 発生 した場 合 の バ ック ア ップ

体 制 を とっ てお く。

③ ライブラ リ上内容 を的確に表示す る。

④ ラ イブ ラ リは,ラ イ ブ ラ リ管 理 簿 で 常時 管理 され,

一定時期に責任者 が在庫 の確認 をお こな う。

1

⑤ ライブ ラ リは業務 ごとに保存期間 を定め保 管す る。

⑥ ライブラ リに発生 した事故は記録の うえ,責 任者

の承認 を得 て復元す る。

⑦ ライ ブラ リを廃 棄 す る場合,内 容 を消 去 の うえ,

調査済の特定業者へ 引渡す。

⑧ ライブラ リ廃棄は,そ の理 由を記録 し責任者 の承 1

認 を とる。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

1●

r
'

ライ ブ ラ リ管理 は マ ニ ュアル 化 して あ るか。

ラ イ ブ ラ リ取扱 者 は 限定 され,責 任 者 が 設置 され て い るか。

・ ラ イ ブ ラ リの 取扱 は 完 全 に 記録 して あ るか。

・ ラ イ ブラ リの保 管 状 態は 十 分 か。

・ ラ イブ ラ リ事故 発 生 時 の バ ック ア ップ体 制 は 十分 か 。

・ ライ ブ ラ リ管理 簿 と ラ イ ブラ リ在 庫 とは,適 宜 照 合 の うえ,責 任者 が 押 印 し

て い るか 。

・ ラ イ ブラ リ廃 棄 に 際 し,内 容,消 去 処 理 と記 録 に よ る責 任者 の 承認 は 得 て あ

るか。
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(3)出 力 プ ロ セ ス ・ チ ェ ッ ク リ ス ト

帳 票 管 理

業 務 管 理 体 制

1.標 準 化 と規 定

2.帳 票管 理

3.重 要 用 紙 管理

業 務 内 容

① 出力用 帳 票 取 扱 マ ニ ュ アルに よ り処 理 す る。

② 出 力用 帳 票 は,重 要 用 紙 と一 般用 紙 に分 類 し,そ

れ ぞれ の レ ベ ルに 応 じて管 理 す る。

① 帳票の発注は,正 式 の依頼書によ り責任者の承認

を得て実 施す る。

② 発注先 は,見 積 り費用,納 期等 を検討の うえ決定

す る。

③ 納 入帳 票は 品質,数 量 を確認後,帳 票庫へ 格納す

る。

④ 帳票庫へ帳票 を入出庫す る場合は,所 定の指示 書

で お こな う。

⑤ 各帳票は帳票管理 簿で管理 し,適 正在庫量 を常 に

確保 してお く。

⑥ 在庫帳票は適宜 棚卸 して,責 任者が在庫 を確認す

る。

⑦ 帳票管理担 当者,お よび責任者 を明確 に定 めてお

く。

① 用 紙 紛 失 が 発生 しな い よ う厳 重 な 管理 をお こな う。

② 不要 用 紙 が発 生 した場 合 は,部 数 を記 録 し,責 任

者 の 承 認 を得 た後,焼 却(ま た は カ ッテ ィ ン グ)を

お こな う。
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・ 出力用 帳 票 取扱 の マ ニ ュ アルが 作 成 され て い るか。

●

●

●

●

帳票の発注は正規の 手続に よ り責任者の承認 を得 てい るか。

発注先の決定は正当な評価の うえでお こなわれてい るか。

過剰在庫,不 足在庫が発生 しな いよ う常 に管理 され ているか。

担 当者 と責任者は明確 にな っているか。

・ 重要用 紙 が 不 正 使用 され な い よ う厳 重 な 管 理 をお こな ってい るか。
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出 力 管 理

業 務 管 理 体 制

1.マ ニ ュ ア ル 化

2.出 力帳票処理 の管

理

3.重 要出力帳票の管

理

4.出 力 帳 票 の 配 布

5.異 常 処 理 対 策

業 務 内 容

① 出 力 帳 票は マ ニ ュ アルに もとづ き処理 され る。

② 出 力 帳 票は,業 務 処 理 分,プ ログ ラ マ用,管 理者

用,廃 棄分 に 区分 され処 理 さ れ る。

① 出 力 帳 票 は,オ ペ レー タか ら処 理 担 当者 へ 授 受 簿

に よ り受 渡 され る。

② 処 理 担 当者 は,出 力帳 票 を業 務 別 に分 類 し,オ ペ

レー シ ョン誤 り等 を チ ェ ックす る。

③ 処 理 担 当者 は エ ラ ー出 力 を照 合 し,緊 急 修 正 分 は

所 定 の 手順 を と る。

④ 処 理 担 当者 は 発 送 事前 処 理 を お こな う。

① 重要 出力帳 票 は 管理 者 自身,あ るいは 管理 者 が立

合 い の もとで 処 理 す る。

② オペ レー シ ・ン誤 りで 発 生 した重 要 出 力 帳 票 は 記

録 し,責 任者 が 確 認 の うえ 焼 却(ま たは カ ッテ ィ ン

グ)す る。

① 出力帳票は授 受票で明確に受渡 しがおこなわれ る。

② 出力帳票の活用状況 を定期的に調査 し,不 要出力

の 削減 をはか る。

① 出 力 帳 票 が,オ ペ レー シ ・ン誤 り等で 使用 不 能 の

と きの 対 策 をた て る。

② 出力 帳 票 が 多量 の と きは,チ ェ ックポ イ ン トを設

け,途 中 で 正 常 処理 を確 認す る。
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● 出力 帳 票 処 理 の マ ニ ュ アル 化が な され て い るか 。

■

●

出力 帳 票 の 授 受 は,正 確 に お こな われ 記録 され て い るか。

エ ラ ー出 力 の う ち,緊 急 修 正 を要 す る処 理 の マニ ュア ル化 はで きて い るか 。

'

●

●

機密情報の 出力帳票管理は厳重に おこなわ れてい るか。

機密情報の 出力帳票廃棄の処置は万全か。

● 出力帳票の活用状 況を調査 し,処 理の効率 化をはか ってい るか。

●

●

●

緊急 を要 す る帳 票 の 配 送,バ ック ア ップ手段 は た て られ て い るか 。

緊急 を要 す る帳 票 に,デ ー タ誤 りが 発生 して デ ータ修 正 を要 す る場 合 の処 理

方 法 が あ るか。

ま た 責任 者 の 承 認 を得 てあ るか。
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出 力 管 理

業 務 管 理 体 制 業 務 内

③ 緊急出力帳票が デ ータ誤 りで使

責任者承認 の もとに データ修正の

く。

④ 緊急 出力帳票が,郵 送の遅れ等

す る場合 の対策 をたててお く。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ソ ト
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(4)外 注 管理 チ ェ ック リス ト

委 託 処 理

業 務 管 理 体 制

1.委 託 会 社 の 決定

2.業 務 委 託 契 約

3.委 託 業 務 の 管理

業 務 内 容

① 建物,機 械 室 へ の 入 出 館,入 室 管理 は,自 社 セ ン

タ ー と同 じ く完 備 され て い る。

② コ ン ピュ ータ,周 辺 機器 の 能 力 は,業 務 増 加 に も

対 応 し得 る余 力 を もって い る。

③ 事故 発 生 時 の バ ック ア ップが用 意 され て い る。

④ デー タ授 受 の ル ール 化が 確 立 して い る。

⑤ オペ レ ー シ ・ン手順 が マ ニ ュ アル化 して い る。

⑥ 要 員 教 育,人 事 管理 が+分 で あ る。

⑦ 他 社 よ りの 受託 は 継続 的で あ る。

⑧ 資 産,負 債 は 良 好で 売 上,収 益状 況 も安 定 してお

り,堅 実 な経 営 を して い る。

⑨ 事 故 発生 時 の 損 害保 険 コ ン ピ ュー タ保 険加 入 額

も十分 で あ る。

① 業務委託は責任者の承認 を得た うえで,正 式契約

書が交 され る。

② 業務 委託契約書には,必 要 項 目が全 て明記 され代

表者 が調 印す る。

③ 当方担 当者,責 任者,お よび委託先の担 当者,責

任者 を明確 に してお く。

① 入 力帳 票 ・出 力 帳 票 の 日 を決定 し,責 任者 の承 認

を得 て マ シ ン ・スケ ジ ュー ル を申込 む。
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コンビ。ユ一夕処理の委託は継続 してお こなわれ る可能性が 強 く,自 社処理 同

様 にセキ ュ リテ ィ面が完備す る必要が あ り,そ の面の調査は十分 にお こな われ

ているか。

経営状況が安定 的な企業 か。

事故発生 に備 え十分 の保険に加入 してい るか。

業務 委託契約は,責 任者の承認 を得た うえで契約 書が作成 され ているか。

業務 委託契約 書は必要項 目が全て明記 され てい るか。

営業活動に効果的な データ処理 がお こなわれてい るか。

入力帳票 と出力帳票 の受渡 しは正確 にお こなわれ てい るか。
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委 託 処 理

業 務 管 理 体 制

4.委 託 費用 の 支 払

5.事 故 対策

業 務 内 容

② 入力帳票の枚数,金 額 を確 認 し,責 任者の承認 を

得 て授 受簿で受渡す。

③ 出力帳票 を授受簿で受取 る。

④ 出力帳票は,あ らか じめ設定 してあるチ ェックポ

イン トで 内容の正 当性 を確認 す る。

⑤ 出力帳 票の受 取 り確認終 了を記録 し,責 任者 の承

認 を得 る。

① コ ンピ ュー タ費用 は,業 務 対 象 別 に 記録 した ロギ

ング ・デ ー タで 算 出 す る。

② 委 託 会 社 が 申 出た ロギ ング ・デ ー タに よ る費用 を

標 準処 理 時 間 と対 比 し,妥 当性 をチ ェ ックす る。

③ 委 託 会 社 請求 費用 を再 調査 し,責 任者 の承 認 を得

た後 支 払 う。

① 委託 会社 の コ ン ピュー タは 複 数 設 置 され,バ ック

ア ップ体 制 は 十分 。

② 委 託会 社 は 同業 他社 とバ ック ア ップ協定 を締 結 し

て い る こ とが望 ま しい 。

③ 委託 会 社 の外 に,同 規 模 の外 部 コ ン ピ ュータ ・セ

ンタ ー と協調 体 制 を と るこ とが 望 ま しい。

④ 委 託 会社 で は,機 密漏 洩対 策 が と られ て い る。

⑤ 機 密 情 報 の 処理,出 力 に は責 任 者 が 立 合 って い る。
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ノ ・ 出力帳 票の正確 性は確認 され ているか。

・ 委託会社 請求の 費用 の妥 当性は よく調査 してい るか。

・ 委託会社 請求費用は,責 任者 の承認 を得 て支払 われ ているか。

・ 委 託 会社 で トラ ブルが 発生 した場 合 バ ック ア ップ体 制 は 十分 か。

・ 重要 情 報 の 処 理 体 制 と,双 方 の 責 任者 が 明確 に され てい るか。
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受 託 処 理

業 務 管 理 体 制

1.受 託 の 決定

2.受 託 契 約 の 締 結

3.受 託業 務 の実 行

〔ク ロー ズ処 理 〕

業 務 内 容

① 受託業務 の範囲,コ ンヒ。ユ一夕の単位当 り使用 料

等の受託条件が規 定 され てい る。

② 委託会社 の コ ンピュータ活用状 況は良 好で あ る。

③ 委託会社 の資産,負 債は良好で,売 上,収 益状況

も安定 してい る。

④ 委託 内容が受 託条件 に合致 してい る。

⑤ 委託 内容 を記録 し,責 任者の承認 を得 る。

① 受託契約書 には,必 要項 目が全 て明記 され る。

② 受託契約書 に代 表者が調 印す る。

③ 当方担 当者,責 任者,お よび先方担 当者,責 任者

を明確 に してお く。

① 委託者 よ り提出を受けたスケ ジュールを調整の う

え,正 式 スケ ジュールを連絡す る。

② 入力帳票を予定 日に授受 簿によ り受 取 り,枚 数 を

確認す る。

③ 自社処理要 領に準 じて入力 データの作成,オ ペ レ

ー シ ョンを行 い帳 票を出力す る。

④ 出力帳票は発送準 備処理後,授 受 簿で委 託会社へ

引 渡す。

⑤ 委託 会社で 出力帳票の確認 を受 けた後,連 絡 を受

け る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ 受 託 条 件,料 金 体 系 が マ ニ ュ アル 化 して い るか。

・ 受 託 処 理 上,ま た は 費用 分 担 上,問 題 が生 じな い よ う,委 託 会社 の調 査 は 十

分 か。

・ 受託契約は責任者の承認 を得 たうえで 契約書が作成 され ているか。

・ 契約書には必要項 目が全 て明記 されて いるか。

・ 入 力帳 票 と出力 帳 票 の 受 渡 しは 正 確 に お こ なわ れ て い るか 。

・ マ シ ン ・オペ レ ー シ ョン,ラ イブ ラ リ管 理(ま た は授 受)等 が 記録 され,所

定 期 間良 好 に 保存 され てい るか 。
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受 託 処 理

業 務 管 理 体 制

4.オ ー プ ン 受 託 の 実

行

5.費 用 の 請求

6.事 故 防 止 対 策

業 務 内 容

① 責任者 が同伴 した オペ レータが処理す る。

② 委託会社派遣要 員の所 属氏 名一覧表に よ り,入 館,

入室の チ ェックをす る。

③ 委託会社 派遣要員 の活動 範囲を,あ らか じめ限定

してお く。

① コ ン ピ ュー タの ロギ ン グ ・デ ータ よ り受 託 オペ レ

ー シ ョ ン分の 使 用 時 間 を抽 出 し
,費 用 を算 出す る。

② 費用 は再 度 調 査 の うえ,責 任者 の承 認 を得 て委 託

会 社へ 請求 す る。

① 受託 業務の レベルに応 じ,発 生 す る損害 を推定 し

て対 策をたて る。

② 事故発生に 関す る委託 会社 の責任分 担分は,あ ら

か じめ免責事項 として明確に契約 してお く。

③+分 な損 害保 険 コ ンピュータ保険に加入 し,損

害発生 の負担 を軽減す る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

。 委 託 会社 の 責任 者 ,オ ペ レ ー タの氏 名 を完全 に把 握 して い るか 。

・ セ キ ュ リテ ィ確 保 の た め,委 託 会社 の 派 遣要 員 の 活動 範 囲 を限 定 して い るか 。

・ 受託 費用 は正確に計算 され,責 任者の 承認を得 た うえで請求 してい るか。

・ 事 故 に よ る損 害が 莫 大 に な る よ うな危 険 な 業務 の受 託 を してい な いか。

・ 損 害保 険,コ ン ピ ュー タ保 険 は 十分 か。
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プ ロ グ ラ ム 外 注

業 務 管 理 体 制

1.外 注 会社 の決 定

2,委 託 契 約 の 締 結

3.外 注の 実 行

業 務 内 容

① 他社 よ りの 受託状況は良好で 問題が発生 していな

い 。

② 社 内教 育,人 事管理は+分 で あ る。

③ 経 営状 態は良 好で安定 してい る。

④ プログラム開発水準,メ ンテ ナンス体制は良好で

あ る。

① 委託業務 内容 を明確化す る。

② 開発期 間 と費用,お よびその支払方法 を取 り決め

る。

③ プ ログラムの修正,プ ログラム誤 りの訂正につ き

取 り決 め る。

④ 取 り決 め事 項は責任者の承認を得 た後,契 約書 を

作成 し,代 表者が調印す る。

⑤ 当方担 当者,責 任者,お よび先方担 当者,責 任者

を決 め明確 に してお く。

① プ ログ ラ ム仕様 書 を作 成 し,責 任 者 の承 認 を得 る。

② プ ログ ラ ム仕 様 書 を委 託 会社 へ 交付 し,先 方 担 当

者 に 要 点 を説 明 す る。

③ プ ログ ラ ム開 発状 況 を定 期 的 に 調査 す る。

④ プ ログ ラムの 受 入 れ に あ た り,テ ス ト ・デ ータ を

チ ェ ッ ク し,テ ス ト不 十 分 な仕 様 に つ き再 テス トを

要 求 す る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ プ ロ グ ラ ムの外 注 に あ た り,委 託 会 社 は信 頼 が お け るか 。

・ プ ログ ラムの 誤 り訂正 ,修 正 は速 か に実施 で き る体 制に あ るか 。

・ プ ログ ラ ムの 委 託 は 内 容が 明 確 化 され 責 任者 の 承 認 を得 て い るか 。

・ プ ログ ラムの 誤 り訂正 ,修 正 に 関 す る取 り決 め と,費 用 負 担 を明 確 に して い

るか 。

・ 契 約 書 は 必要 項 目を 明 記 し,代 表 者 の 調 印 が あ るか。

・ 委 託 会社 との連 絡 ル ー トは 確 立 し て い るか。

・ プ ロ グ ラ ム,仕 様 書 は 十 分 検 討 し て作成 され て い るか 。

・ 委託 会社 で の プ ログ ラ ム開 発体 制 ,テ ス ト状 況 は 十 分 か 。

・ プ ロ グ ラム 内の 定 数 エ リア等 ,プ ロ グ ラ マが 独 自の 判 断 で 作 成 した定 数 部分

は 必要 な もの に限 られ てい るか。

・ プ ロ グ ラム受 入 れ の テ ス トは 十 分 か。
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プ ロ グ ラ ム 外 注

業 務 管 理 体 制

4.プ ロ グ ラ ム 保 守

業 務 内 容

⑤ プ ロ グ ラムの 定 数 エ リア等,プ ログ ラマが独 自で

設定 した部 分 に つ き説 明 を受 け る。

⑥ プ ロ グ ラ ム仕 様 書 に も とづ き,完 成 プ ログ ラムの

受 入 テス トをお こな う。

⑦ プ ロ グ ラ ム受 入 テ ス ト完 了 を記 録 し,責 任者 の 確

認 を 得 て 正式 引 継 ぎを受 け る。

① プログラム委 託契 約に含 めて明確 化す る。

② 一定期間内に発生 した プログラ ミング誤 りの修 正

は無料で ある。

③ プ ログ ラム仕様 の変更 をと もな う修正方法 を取 り

決 める。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

`

・ プ ログ ラム保 守 の ル ー ルは 明 確 に され て い るか 。
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オ ペ レ ー シ 。 ン 委 託

業 務 管 理 体 制

1.オ ペ レ ー シ ョ ン 委

託 先 の 決 定

2.業 務委託契約 の締

結

3.オ ペ レ ー タ の 受 入

4.そ の 他

業 務 内 容

① プログラム外注 会社の決定 に準 じて調査 決定す る

① 業務委託 内容を明確 にす る。

② 契約期 間,要 員数,費 用 等 を取 り決め,責 任者 の

承認 を得 る。

③ 契約書を作成 し,代 表者が調印す る。

④ 当方担当者,責 任者,お よび先方担 当者,責 任者

を決定 し明確 にす る。

① 委託会社 よ りオペレータと して派遣 され る要員名

簿 を提出 させ る。

② 派遣要員 に管理責任者が含 まれてい ることを確認

す る。

③ 派遣要 員は各個人 につ き+分 調査す る。

④ 派遣要員 に社 内取決 め事項 を説 明 し厳守させ る。

⑤ 派遣要員 にコ ンピュータ運用方式 と担 当業務 を説

明す る。

① 派遣要員 と定期 的に会議 を開催 し,意 見の交換,

意思の疎 通をはか る。

② 派遣要員 と社員 間で親睦会 を開 く等 の融和 をはか

る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ プ ロ グラ ム外 注 に準 じ る。

・ オペ レ ー タの 派 遣は,業 務 の 委 託 契 約 に も とつ く もの で あ り,し た が っ て,

委 託 業 務 の 内 容が 明確 に な って い るか 。

・ 契 約 の 内 容 は責 任 者 の承 認 を得 て い るか。

・ 派遣要 員の人事管理,健 康管理 をお こな う担当者が 設置 され てい るか。

・ 機密保持,安 全性確保のための信頼性 は十分 か。

・ 派遣要員 に機能 遂行のた めの十分 な教 育を してい るか。

・ 派 遣 要 員 の モ ラ ール ・ア ップを はか るた め,必 要 情報 を的 確 に なが し,問 題

点の 摘 出 をは か って い るか 。

・ 派 遣 要 員 と 自社 関係 者 の親 睦 を はか って い るか。
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、

(5)セ キ ュ リ テ ィ ・チ ェ ッ ク リ ス ト

全 般 管

業 務 管 理 体 制 業 務

1.規 定 化 ① 災 害対 策 マ ニ ュ ア

アルが 設 け られ て い

② マ ニ ュア ル類 は定

2.災 害 対策 ① 災害対策責任者が

② 災害時の指揮系統

用 で き るよ うに な っ

③ 災害発生時 を想定

④ 非常時 要員 と,そ

3.機 密 資 料 取扱 ① 機密資料取扱いの

② 機密の レベルに よ

③ 機密資料の保存は

こ な う 。

④ 機密資料の廃棄は

る 。

一100一

一

理

内 容

お よ び機 密 資 料 取扱 マ ニ ュ

マ ニ ュァ ル類 は定 期 的 に見 直 され る。

か つ弾力的に運

災害発生時 を想定 した訓練 をお こな う。

その通勤手段 を確保す る。

機密の レベルに よ り取扱者 に制 限を設け る。

一般文 書 と区分 け し厳重にお

機密 資料の廃棄は焼却(ま たは カ ッティング)す



シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ 災 害対 策,機 密漏 洩 防 止 策 が マ ニ ュ ア ル化 され て い るか。

・ セ キ ュ リテ ィ対 策 は 随 時 見 直 され て い るか。

・ 災 害対 策 責 任者 は 明確 に な って い る か。

・ 災害時 の情報令達 機能 は十分 か。

・ 災害時 に も最低の機能 は確保 されて い るか。

・ 機密資料取扱 い責任者は明確 か。

・ 機密資料 は重要度に応 じて取扱者 を限定 し,厳 重な管理 をおこな っているか。

・ 機密資料 の保存 ・廃棄処置は完全 か。

b

－101一



建 物 ・ マ シ ン 室 管 理

業 務 管 理 体 制

1.建 物 管 理

2.マ シ ン 室 管 理

業 務 内 容

① コ ンピュー タ設置建物へ の入館を+分 チ ェックし,

無関係者の入 館を阻止す る。

② 建物 内の在 館者 を常時把握 してお く。

③ 入館者 の手荷物,機 器類等の搬入物 は+分 にチ ェ

ックす る。

④ 建物管理 の責任者が設 けてあ る。

⑤ 建物運用 マ ニュアルを作成 し,非 常 事態発生時の

連絡方法,情 報伝達 手段等 を定め てお く。

⑥ 建物 は必要に応 じ対震 構造 とす る。

⑦ 火災対策 として,防 火扉,煙 感知 器,消 火機器 等

を設置 し,退 避通路を設け る。

⑧ 防 災関連設備の定期的保守を十分にお こな う。

① マ シ ン室 へ の 入 室 は,オ ペ レー タ,ラ イブ ラ リア

ン,責 任者 の 承 認 した者 に 限定 す る。

② マ シ ン室 へ の 入 室 は+分 チ ェ ックす る。

③ マ シ ン室 には 責 任者 が常 駐 し,室 内の 運用 を管 理

す る。

④ マ シン室 の 消火 は,コ ン ピ ュータに 影 響 を及 ぼ さ

な い よ う検 討 す る。

⑤ 災 害 発生 時 の 避 難 通路 は+分 設 け られ てい る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ 破壊行 為,妨 害工作等 の防止 をはか るため,入 館チ ェ ックをお こない,常 時

在館者 を把 握 してい るか。

建物管理 の責任者が設置 されてい るか。

・ 対震,対 火の設備は十分か。

・ 非常事態発生時 の情報伝達手段,対 処 方法は マニ ュアル化され てい るか。

防災関連設備の保 守は十分か。

・ コ ン ピ ュ ータの 安 全 確 保 の た め
,マ シ ン室 の入 室 は 責 任 者 の 承認 した者 に限

定 され,入 室 の チ ェ ック も十 分 にお こなわ れ て い るか 。

マ シ ン室 の 運用 管理 は,常 駐 して い る責 任者 が お こ な って い るか 。

火 災 に 際 しての 消火 は,で きる限 りコ ン ピ ュー タに影 響 を与 えな い よ う検 討

され て い るか。

事故 発 生 時 には 安 全 に 避難 で き るよ うに な って い るか 。
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ソ フ ト ウ エ ア 管 理

業 務 管 理 体 制

1.管 理規 定

2.ソ フ トウ エ ア の 受

入 と 管 理

3.修 正 と廃 棄

業 務 内 容

① ソフ トウ エ アの受 入,登 録,保 全 の マ ニ ュ アルが

策 定 され る。

② ソフ トウエ ア管理 の責 任 者 が 設 け られ る。

① 開 発 部 門 ま たは コ ンピ ュー タ ・メ ー カか ら,プ ロ

グ ラム明 細 とオペ レ ー シ ョン手 順 書 を添 付 した プ ロ

グ ラ ムを受 領 し,責 任者 が 確認 す る。

② プ ログ ラ ムは 直 ちに 管 理 担 当者 に引 渡 され,帳 票

に 登 録 の うえ厳 重 に管 理 され る。

③ プ ログ ラ ムは 必要 に応 じて オペ レ ー タが 使 用 す る

④ プ ログ ラ ム使 用 実 績 は,オ ペ レ ー シ ョン実 績 と し

て記 録 す る。

⑤ 重要 プ ログ ラムは一 般 プ ログ ラ ム と別 に 管理 簿 を

作 成 し,使 用 の 都 度 記 録 し,責 任 者 の 承 認 を得 る。

⑥ 登 録 ソ フ トウエ アは,一 定 時 期 に 登 録 簿 と照 合 し

責 任者 が 確 認 す る。

① プ ロ グ ラ ム修 正 の た めの払 出 しは,登 録 簿 に 明 記

の うえ 責任 者 の承 認 を得 る。

② プ ログ ラ ムの修 正 は 開 発 部門 で お こ な う。

③ 修 正後 の プ ログ ラ ムは,新 規 登 録 に準 じて受 入 れ

られ る。

④ 不 要 プ ログ ラ ムは 記 録 の うえ,責 任 者 の 承認 を得

て払 出す 。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ ソ フ トウエ アは コ ン ピ ュー タ処理 の 中枢 で あ り,

重 な 取 扱 い マ ニ ュア ルが 作 成 され て い るか。

・ ソ フ トウエ ア管 理 の 責 任 者 は 明確 化 して あ るか 。

誤 謬,不 正 防 止 の た め,厳

・ プ ロ グ ラ ムは 開 発 部 門 と運用 管理 部 門 が 明確 に 区分 され て い るか。

・ プ ロ グ ラムの 引 継 ぎ は正 確 に 行 わ れ,直 ちに登 録 簿 に 記 載 し,責 任 者 の承 認

を得 て い るか 。

・ 使 用 した プ ログ ラ ムは,オ ペ レ ー シ ョン実 績 に よ り常 時 把 握 してい るか 。

・ 重要 プ ログ ラムは ,不 正使 用 の 防止,機 密 の厳 守 の た め厳 重 な 管理 が検 討 さ

れ て い るか。

・ 重要 プ ロ グ ラムの 取 扱 は 記 録 の うえ,責 任 者 の 承 認 を得 て い るか。

・ 保有 プ ロ グラ ムは 登 録簿 と適 宜 照 合 し,責 任 者 の 確 認 を得 てい るか。

・ プ ロ グ ラ ムを修 正 す るた めの 払 出 しは 記録 の うえ,責 任 者 の承 認 を得 て い る

か。

'・ プ ログ ラ ムは運 用 部 門 で は修 正 しな い よ うな体 制 にな って い るか
。

・ 修 正後 の プ ロ グ ラムは 正 確 に 再 登録 され て い るか。

・ 不 要 プ ロ グ ラムは 記 録 され,責 任 者 の承 認 を得 た 後,内 容 が 解 読 で きな い よ

うな状 態で 廃 棄 され て い るか。
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ソ フ ト ウ エ ア 管 理

業 務 管 理 体 制

4.そ の 他

業 務 内 容

⑤ 不 要 プ ログ ラムの 廃 棄 は,磁 気 デ ィス ク,磁 気 テ

ー プの場 合 は 完 全 に消 去 し,パ ンチ カ ー ド,紙 テ ー

プの場 合 は 焼 却(ま た は カ ッテ ィ ング)す る。

① オ ペ レー シ ・ ン誤 りで 他 の ラ イ ブ ラ リを破 壊 した

り,内 容 を更 新 しな い よ う検 討 され て い るか 。

②RJE,TSS運 用 の 場 合,第 三 者 フ ァイルへ の

更新 修 正 等 が 完 全 に 防 御 され て い るか。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ メー カ提供 プ ログ ラ ム,ユ ーザ ・プ ロ グ ラ ムで 他 の ラ イブ ラ リ内容 の 更新,

破 壊 が行 わ れ な い よ うチ ェ ック され て い るか 。

c
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ノ、 ド ウ エ ア 管 理

業 務 管 理 体 制

1.災 害対 策

2.コ ン ピ ュ ー タ の 保

守

業 務 内 容

① コ ン ピュ ー タの 対 震 対 策 が,床 下 固定 方 式 等で+

分 検 討 され て い る。

② コン ピ ュー タの 無 人運 転 中 も定 期 的 に巡 回 し,事

故 に よ る発 火等 を事 前 に 防 止 す る。

③ コ ンピ ュ ータ運 用 中 の 災害 につ き,ラ イ ブ ラ リ庫

の 閉 鎖 等,最 少 必 要 限 度 の オペ レー シ ョンを規 定 し

てお く。

④ 災 害 の 発生 に対 処 して,他 セ ンタ ー利用 の 可能 性

を検 討 して お く。

⑤ 災害 の 発生 に対 処 して,ラ イ ブラ リの バ ックア ッ

プをは か る。

⑥ オ ンラ イ ン ・シス テ ムの 長期 停 止 に対 処 して,災

害時 の 事 務 処理 マ ニ ュ ア ル と非 常用 帳 票 を用 意 す る。

① 定期保守は確実 に実行 され,記 録 として報告を受

けている。

② 事故発生 時の保守は直 ちにお こなわれ,記 録 され

報 告を受 け る。

③ オンライン等,大 型 システ ムには保守員が常駐 す

る。

④ 事故記録 は適宜分析 され,責 任者が確認の うえ的

確な対策をたて る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ 災 害 発生 の レベ ル に 応 じ,十 分 に検 討 され た うえで 対 策が た て られ て い るか 。

・ 災 害 発生 時 の最 低 限の 処 理 は マ ニ ュア ル化 され て い るか。

・ 災 害 が 発生 した 場合,直 ちに 復 旧で きる よ う ラ イ ブ ラ リの分 散 管 理 ,外 部 セ

ンタ ーの 調査 等 が お こな われ て い るか。

・ 災 害 の規 模 が 大 き く,復 旧 に 長 時 間 を要 す る場 合 に備 え て,現 場 手 作 業処 理

の マ ニ ュ アル 化が で きて い るか 。 ・

・ 保 守状 況は 定 期 ,臨 時 保 守 と も十分 で,か つ明 確 に 記 録 され て い るか。

・ 事 故 の 記録 は 適 宜分 析 の うえ ,的 確 な 対 策が た て られ てい るか。
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デ 一 夕 管 理

業 務 管 理 体 制 業 務 内 容

1. 入 力 デ ー タ管理 入力処理参照

2. 出力用帳票の管理 帳票管理参照

3. 出力帳票の管理 出力管理参照

4.

管 理

ラ イ ブ ラ リ内容 の ラ イ ブ ラ リ参照

ソ フ トウ エ ア管 理 参 照
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ 同 左

・ 同 左

・ 同 左'

・ 同 左

一
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(6)人 事 管理 チ ェ ッ ク リス ト

人 事 お よ び 健 康 管 理

業 務 管 理 体 制

1,人 事 管理

2.健 康 管 理

業 務 内 容

① 交替制勤務の場合は,特 殊勤務協定が締結 され,

勤務条件が明確 にされ てい る。

② 機能別に勤務 態様が異な るが,人 事考課は的確 に

お こな う。

③ 交替時 の業務引継 ぎの規定 化をはか る。

④ 定期的会議 等によ り情報は的確に伝達 され る。

⑤ 定期的な個人面接等に よ り問題点の発掘 をお こな

い,顕 在 化す る前に順次解決す る。

⑥ 通信教 育,外 部 講習等に よ りレベル ア ップをはか

る。

① オペ レ ータ,キ ーパ ンチ ャ等 の健 康診 断は,一 般

の 診 断 の外 に視 力,聴 力,腱 症 炎等,疲 労 調査 も加

え る。

② 労 働環 境 を適 度 な照 明,騒 音の 防 止,室 内温 湿度

の 調整 等 に よ り整備 す る。

③ 機 器 レ イア ウ トを十 分 検 討 し,最 少 の 行 動 範 囲の

動 線 とす る。
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シ ス テ ム 監 査 上 の ポ イ ン ト

・ 交替 制 を採用 す る場 合 は,勤 務 条 件 等 に つ き労 働 組 合 と協定 が 結 ば れ て い る

か。

・ 交替 時 の引 継 ル ー ルは確 立 され て い るか 。

・ コ ミュニケ ー シ ョ ンは 十 分か 。

・ 教 育は 十 分 に お こな わ れ て い るか 。

・ 健 康 診 断 は もれ な く,診 断 の範 囲 も十 分 か 。

・ 環 境 整 備 は 十 分 に お こな わ れ て い るか 。
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付属資料

海 軍監査 局 におけ る

監査 の コンピュー タ化

こ の 資 料 は,米 国 海 軍 省 ・海 軍 監 査 局 で 実 施 し て い る コ ン ピ ュ ー タ に よ る

監 査 に つ い て と り ま と め た も の で,同 局 の 監 査 人 に 対 し て も教 材 と し て 使 用

さ れ て い る も の で あ る 。

原 題:ComputerizedAuditingintheNavalAuditService

責 任 者:JamesE.Forrest海 軍 監 査 局 長(海 軍 少 将)

プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ャ ー:OliverW.Parson海 軍 監 査 局 本 部AD

pシ ス テ ム 検 索 担 当 チ ー フ





第1章 序 説

A.し ば ら く以前 か ら海軍 監 査 局(NavalAuditService ,略 称NAVAUD

SVC)で は,マ ネ ジ メ ン トへ の サ ー ビス と い う目標 を 堅持 し,海 軍 の あ らゆ る レ

ベ ル の マ ネ ジ メ ン トに対 して その コ ンサ ル タ ン トと し ての 存在 価 値 を高 め るた め

に,常 に 監査 手段 とそ の技 術 面で 遅 れ を と っては な らな い とい うこ とが 明 瞭 で あ

った 。 また,コ ン ヒ。ユー タ ・テ ク ノ ロジ ーが,海 軍 の マ ネ ジ メ ン ト全 般 に 与 え る

強 大 な 影 響力 を考 え た場 合,海 軍 監査 局 が コ ン ピ ュ ータ 化 され た デ ー タの完 全 性

と有 効性 を チ ェ ックす る領 域で も,単 に現 状 に 歩調 を合 せ るだ けで な く,そ の模

範 の実 を も示 さね ば な らな い こ とは 自明の 理 で あ った。

B.こ の よ うな見 地 か ら,コ ン ビ。ユ ータ を ベ ー ス と した 汎用 検 索 シス テ ム運用

の 可否 を調査 す るた め の 活動 が 開 始 され た。 本 報 告 書 は,海 軍 監 査 局 が 推進 して

い る コ ン ピ ュー タに よ る監 査 の 進 展状 況 を その 内容 と して い る。

C.こ の分 野 の進 展 お よび コ ン ピ ュー タに よ る監査 で 海軍 監 査 局 が 示 す能 力 は,

この 領域 で 多大 の努 力 をは らわ れ た 海軍 監査 局 長JamesE .Forrest少 将 の 寄

与 す る と ころが 大 で あ る。
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第2章 コ ン ピ ュ ー タ に よ る 監 査 の 進 展

A.監 査 部門 の担 当者 は,近 年,国 防 総省(DepartmentofDefence)内 で

コ ン ピュ ー タお よび コ ン ピ ュー タ ・フ ァイ ルの 利用 が 急 増 し て きた こ とに深 い関

心 を示 して きた。 監査 業 務 の な か に は,た とえ コ ン ピ ュー タの 力 を借 り る こ とが

で きて も経 済的 に遂 行 で きな い タ イ プの もの もあ るが,コ ン ピ ュー タを利用 せ ず

に 監査 が 正 常 に行 えな い ケ ース も多 い。 さ らに,監 査 官 が コ ン ビ。ユ一夕 を有 効 な

道 具 と考 え るな らば,監 査 業 務 自体 に改 善 が もた ら され るケ ー ス も数 多 くあ るこ

とだ ろ う。 監査 官 は,コ ン ピ ュー タ を使 って監 査用 の デ ー タ を選 択 し,デ ー タ を

分 析 し,従 来 手作 業 で 行 わ な けれ ば な らな か った事 務 手 続 を処 理す るこ とがで き

る。 コ ンピ ュー タが 他 の 業 務 分 野 で威 力 を 発 揮 した の と同 様 に,監 査 官 に と って

も有 力 な 道 具 とな る と考 えて も何 ら不 合理 な点 は な いは ずで あ る。 コ ン ピ ュー タ

の 利用 は,監 査 業務 の領 域,質,能 率 の い ず れ を も向 上 させ る こ とで あ ろ う。 わ

れ われ 監査 担 当者 が,そ の 機能 の 効 率 を 間 断 な く高 め てい く努 力 をす るには,新

しい,よ り良 い監 査 手 段 が 常 に 必要 とな る。 コ ン ピ ュー タが 海 軍省 の マ ネ ジメ ン

トの全 局 面で 果 たす 役 割 が 増 大 して い る現 在,何 よ り も必 要 な の は,コ ン ピ ュー

タ化 され た フ ァイルに 蓄積 され て い る デ ー タを検 索 で きる監 査 検索 シス テ ム の導

入で あ る。

B.1969年 秋,海 軍 監 査 局 は,コ ン ピ ュ ー タ を ベ ー ス と す る 検 索 シ ス テ ム の

導 入 調 査 を 開 始 し た 。 そ の 第1の 目 標 .は,最 小 の コ ス トで 最 大 の 効 果 を 発 揮 し 得

る 検 索 シ ス テ ム を 作 り 出 す こ と で あ っ た 。 こ の た めHaskins&Sells社 を は じ

め,ComputerAuditSystems社,ComputerResources社,Alexander

Grant社,SystemsDevelopment社 等 の 各 社 か ら 提 出 さ れ た シ ス テ ム を 検 討

し た が,ど の シ ス テ ム も何 ら か の 不 備 な 要 素 を 有 し て い る こ と が 判 明 し た 。 つ ぎ
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に 列挙 す るのは,こ うした不 備 な点 の 代 表 的 な もので あ る。

1.シ ス テ ムへ の イ ン プ ッ トと して利 用 す るた め に,ユ ーザ ・フ ァイ ルを独 特

の フ ォー マ ッ トに変 換 しな け れ ば な らな い。

2.シ ス テ ムは,あ る特定 の 装置 の もとで しか作 動 しな い。

3.シ ス テ ムは,た だ1か 所 の コン ピュータ ・セ ンター と結 んで しか 導 入で きな

い 。

4.シ ス テ ムは,一 時 に1つ の フ ァイル しか処 理 で きな い。

5.サ ンプ ル選 択 が不 可能 な シス テムが 相 当数 あ る。

C.さ ま ざ まな シス テ ムを検 討 した 結 果,海 軍 監 査 局 に と って監 査 検 索 シ ス テ

ムが 必要 で あ り,シ ス テ ム取 得 の た め 海軍 購 買 部(NavyPurchasingOffice

:NPO)に 所 定 の 請求 をす る こ とが 決 定 さ れ た。 また,競 争入 札 を行 うた め,仕

様 の 細 目 を定 め,申 請許 可 書(RequestForProposa1:RFP)の ベ ンチ マ

ー クを設定 した
。 こ う してRFPが 公 開 され たが,有 効 な プ ロポ ーザ ルは2件 で

あ った 。 この2件 の プ ロポ ー ザ ル と検 討 対 象 と した 他 の シス テ ムの 評 価 は,つ ぎ

の よ うな 基 準 に 基 づ い て い る。

1.最 高 性能

a.複 数 フ ァイル処 理 能 力(マ ッチ ング作 業)

b.1つ の レ コー ド内部,お よ び2つ の フ ァイ ルの レ コー ドを ク ロス させ て,

加 減 乗 除 を行 う能 力

2.最 低 コス ト

3.最 高で どれ ぐ らい 違 った コ ン ピュ ー タで そ の シ ス テ ムを稼 動 させ る こ とが

で きるか。

4.COBOLに よ るプ ログ ラ ミング

5.利 用 しや す さ

6.あ る コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ーか ら他 の セ ンタ ーへ の 移行 の しやす さ

一117一



D.プ ロポ ーザ ル を慎 重 に検 討 した結 果,ComputerAuditRetrieval

System(CARS)をComputerAuditSystems社(CAS社)に 発 注 す る こ

とが決 定 した 。 この システム を18か 月 間 あ る代 表 的 な 監 査 業 務 で 試用 した後,一

応 満 足 す べ き成 果が 得 られ た の で,"研 究 開発"段 階 を脱 して,で き るだ け多 く

の 現 場 の 監 査 官 に 使用 させ るよ う,検 索 シス テ ムの 能 力 ア ップ をは か る こ とに な

った 。 実 際 の 監 査 にCARSを 使用 して明 らか に な った この シス テ ムの 不 備 な 点

は 次 の よ うに 要 約で き る。

1,契 約 面で の 制 約 。1シ ス テ ムに しか 保 持 して いな いた め,他 の場 所 で 同時

に使 用 す るた めの シス テ ム を複製 で きなか った。

2.サ ン プ ルの 無 作 為 抽 出 能力 が な か った 。

3.フ ァイ ルの ワ ンパ ス(全 体 の フ ァイル読 込 み,処 理,書 出 しの完 全 な 周 期)

で1レ ・ff－トしか作 成で きな か った。

4.書 式 の 完 成 が 監 査 官 に は や や難 しか った。

E.1973年 春,CAS社 は,CARS-2AuditReporter(CARS-2)と

称 す るCARSを バ ー ジ ョ ン ・ア ッ プ し た シ ス テ ム を 発 表 し た 。

F.海 軍 監査 局 で は,無 制 限 の 複 製権 利 付 きで,こ の シス テ ム を無 入 札で 調 達

した 。CARS-2シ ス テ ムの 概 要 は,本 報 告 書 の 第3章 に記 載 して い る。 また,

この シス テ ムの 入手 に と もな って,海 軍 監査 局 が 監 査 業 務を 行 って い る全 て の コ

ン ピ ュー タ ・セ ン ター に,こ の シス テ ム を導 入 す るた めの 活 動 が 開 始 され た。 こ

う した セ ン タ ーの リス トは 第4章 で と りま と めた 。

G.重 要 な 監査 業務 は,以 後CARS-2を 使 っ て遂 行 され るこ とに な った 。監

査 の対 象 とな った の は,在 庫 管 理,財 務 管理,人 事 管 理,お よ び マ ネ ジ メ ン ト監

査 に 含 まれ るほ とん ど全 て の 活動 分 野 で あ る。 監 査 分 野 の実 例 につ い ては 第5章

で 触 れ る こ とに す る。
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H.CARS-2の 取 得後,海 軍 監 査 局 内に,CARSユ ーザ ・グル ー プが 結 成

され た。 この グ ル ー プ設 立 の 趣旨 は,CARS利 用 に関 す る情 報 の 交換 で あ る。'

過 去3回 会 合 が 持 た れ,第1回 は1973年10月 に バ ー ジ ニ ア州FallsChureh

で,第2回 は1974年3月 に バ ー ジ ニ ア州Norfolkで,ま た第3回 は1974年12

月 に フ ィラデ ル フ ィ アで 開 催 され た。 フ ィラ デル フ ィア 会議 の概 要 は 第6章 に 収

め た。

1.1975年2月,海 軍 監 査 局 は,そ の所 轄 の 各 管 区 と本 部 にCarterfoneS

15Bタ ー ミナル を導 入 した 。 ま た,ComputerSciences社 のINFONETか

らタ イム シ ェア リン グ ・サ ー ビス を受 け るた めの 手 直 し も行 った。 この措 置 は,

従 来 利 用 してい た 国 立 保健 衛生 研 究所(NationalInstituteofHealth:

NIH)のTSSサ ー ビス を,一 段 階 飛躍 させ て能 力 ア ップ を図 るた めの もので あ

った。 上 記 の端 末 機 器 とTSSサ ー ビスで,各 管 区 と本 部 は密 接 に 結 びつ け られ,

各 管 区 は,こ れ まで 本 部 で 作 成 され 中 央 コ ン ピュ ー タ ・セ ン ターに 収 録 され て い

た統 計 プ ログ ラ ムを 幅広 く利 用 で きる よ うに な った。

J.最 近 南 東 管 区 のADP'(AutomaticDataProcessing)ス ペ シ ャ リ ス ト

が,S15Bタ ー ミ ナ ル を 利 用 す る 際 用 い る,対 話 型CARSオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・

シ ス テ ム を 開 発 し た 。 こ の シ ス テ ム は,Carterfoneタ ー ミ ナ ル を 介 し て 端 末 ユ

ー ザ がNIHセ ン タ ー と 相 互 に コ ミ ュ ニ ケ ー トす る こ と を 可 能 と し て お り,CA

RSア プ リ ケ ー シ ョ ン の 進 展 に 大 き な 役 割 を 果 た し て い る 。

こ の 対 話 型CARSオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム(InteractiveCARSOp-

eratingSystem)は,COBOLプ ロ グ ラ ム,命 令 手 続 き,オ ペ レ ー テ ィ ン グ

技 法 か ら 構 成 さ れ て い て,タ ー ミ ナ ル の 効 率 的 利 用 を は か る た め,つ ぎ の よ う な

特 徴 を 備 え て い る 。

1.事 前 編 集(Pre-edit)。CARS-2の 各 デ ー タ ・エ レ メ ン トが 投 入 さ れ

る 時,そ れ がCARS-2の 仕 様 に 適 合 す る か ど う か 事 前 に 点 検 す る 。 ユ ー ザ は 即
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座 に 無 効 エ レ メ ン トを通 告 され,シ ス テ ムは 同時 に修 正 エ ン トリー を要 請す る。

この プ ロセ ス は,普 通 の 手順 な らCARS-2の 初 期 段 階 で か な り発生 す るエ ラー

の 数 を,著 し く削減 す るこ・とがで きる。

2.高 速 デ ー タ入 力 。 この シス テ ムは,通 常 な らユ ーザ 自身 が行 わ ねば な らな

い 一定 の情 報 の入 力 を 自動 化 して い る。 さ らに,ユ ー ザは,CARS-2ラ ベ ルの

省 略 フ ォーム を使 って入 力 す るこ と も可能 で あ る。

3.利 用 の容 易 さ。 この シス テ ムは 標準CARS-2フ ォー マ ッ トに従 ってい る

が,デ ータ ・エ ン トリーに 会 話 型 と フ リー ・フ ォー ムの 両 技 法 を利用 す るこ とで

フ ォー マ ッ トの 取 扱 い を簡 素 化 して い る。

4.更 新 作 業 の 容 易 さ。 こ の シス テ ムの 多岐 に わた る メ イ ンテ ナ ンス機能 を利

用 す れば,ユ ー ザは,CARS-2パ ラ メ ータ ・エ レ メ ン トを簡 単 に,そ して 素速

く訂正 す るこ とが で きる。 また ユ ーザ は,CARS-2パ ラ メ ー タを置 換,附 加,

削 減等 を通 して容 易 に 更 新 す る こ とがで き る。

5.ジ ョブ ・ター ンア ラ ウ ン ド ・タ イムの短 縮 。 この対 話型CARSオ ペ レ ー

テ ィ ング ・シス テ ムの 最 大 の 特徴 は,ジ ョブ ・タ ー ンア ラ ウ ン ド ・タイ ムを著 し

く短 縮 で き るこ とで あ る。 高速 デ ー タ入 力 と ジ ・ブ開始 の容 易 さが,こ の 成 果 を

もた らした 。

K.コ ン ピ ュ ータに よ る監査 の成 功 に よ り,海 軍 監 査 局 は,今 後,検 索 上 の 問

題 や 監 査 面 の 問題 を,監 査 官 が よ り円 滑 に処理 で きる よ う,新 技 法 の 研 究 を続 行

して い く予定 で あ る。
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第3章ComputerAuditRetrievalSystem

2AuditReporter(CARS-2)

A.CARS-2と は何 か

CARS-2は,コ ン ピ ュー タ化 され た デ ー タ を対 象 と して多 種 多 様 な 監査 機 能

を遂 行 す る汎用 検 索 シス テ ムで あ り,監 査 に は不 可 欠 な道 具 とな ってい る。CA

RS-2を 使 用 す るに は,ま ず 監 査 官 は 問 題 を明確 に し,希 望 す る監 査業 務 と,

コ ン ピ ュー タお よ び デ ー タ ・フ ァイル の 関連 情報 をCARS-2監 査 言 語で 記述 す

る。 す るとCARS-2は,監 査 情 報 を 検 索 す るに 必 要 な コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラ

ム を作 成 し,残 る処 理 プ ロセ ス を実行 す る。

B.CARS-2の 能 力

CARS-2に よ り遂 行 され 得 る監査 業 務 に は,抽 出,サ マ リー抽 出,シ ーケ ン

シ ャルお よび ラ ン ダム ・サ ンプ リ ング,調 査,数 学 的 処 理,コ ン ピ ュテ ー シ ョン,

小 計 算 出,時 系 列 配列,複 数 フ ァ イル比 較,連 続 チ ェ ッキ ング,レ ポ ー ト作 成,

フ ァイ ル出 力,確 認 通 知 の 準 備 等 が 含 まれ る。

・抽 出

この 抽 出 機能 を使 って,ユ ーザ は 監 査 記 録 の選 択 と出力 が で きる。 この 抽 出 作

業 は,個 々の レ コ ー ドを対 象 とす るこ と も,ま た デ ー タ ・レ コ ー ドの 合 計 を基 礎

に す るこ と も可能 で あ る。 抽 出 に は,つ ぎの3タ イ プが 用 意 され て い る。

(1)パ ラ メ ー タ値

パ ラ メー タ値 に よ る抽 出は,ユ ー ザが 事 前 に 定 め られ た 基準 に マ ッチす る レ コ

ー ドだ け を選 択で き るよ うに して い る。 この 基準 は,コ ン トロ ール ・カー ド ・パ

ラメ ー タに よ って プ ログ ラム に組 み込 まれ て いて,ユ ーザ は この パ ラメ ー タ を通

じて,等,不 等,以 上,以 下の 比 較 に 基 づ きデ ー タの包 含 と除 外 を指 定 す るこ と
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が で き る。 抽 出の組 合 せ は,AND/OR関 係 テ ス トに よ り拡 張 され るが,そ の選

択能 力 は 条 件 の 組 合 せ に規 定 され る。 各監 査 で99項 目の 単独 抽 出基 準(indivi-

dualextractioncriteria)が 用 意 され て い て,さ らに開 始 時 点 の ず れ や 間

隔 は,各 監 査 官 の抽 出 基準 に従 って設定 す る こ とがで き る。 た とえば,そ の監 査

官 が,総 量Xに 等 しい 記 録,Xを 越 す 各50番 目の 記録,Xを 下 回 る各100番 目の

記 録 の 全 部 を抽 出 す る こ と もで きる訳で あ る。

(2)連 続 的 間 隔

デー タは また,フ ァイル中 の レ コー ドの任 意の 位 置 を基 に して抽 出す るこ とが

で'き る。 た とえ ば,5番 目の 記録 か ら始 ま る各10番 目の 記 録 を抽 出 す る とい った

形 で あ る。 こ の タ イプの 抽 出 作 業 で は,パ ラメ ータ値 は と くに考 慮 され な い。

(3)任 意 選 択

記 録 は,ラ ンダ ム ・セ レ クシ 。ンを ベ ー ス に して抽 出す るこ と も可 能で あ る。

こ の選 択 法 には2種 類 の ア プ ローチ,す な わ ち頻 度 評 価(性 格)と 変 数 評 価(金

額 変 動)が 用 意 され て い る。

・調 査

監 査 官 は,こ の 調 査 機能 を利用 して,個 々の レコ ー ドを抽 出 しな くて も,基 準

に合 った レ コー ドの 項 目や 金 額 を累 計 す るこ とが で きる。 パ ラ メ ータ値 に よ る抽

出 と同 じよ うな 論理 的 処理 能 力 が,こ の 調 査 プ ロセス で も応用 で きる。99ま で の

調 査 基 準 が 設 定 され てい る。

・数 学 的 処理

ユ ーザ は ,こ の 数 学 的 機能 に よ り一 つの レ コー ド内 の加 減 乗除,お よび定 数 に

よ る 当該 レ コ ー ド内 の デ ー タの 乗除 が 可 能 とな る。

・コ ン ピ ュテ ー シ ョン

基 礎 的 な 計 算 に加 え て,ユ ーザは 独 自の 数 学 公式 を適 用 して演 算 処理 を行 うこ

とがで きる。 監 査 官 の 便宜 を は か るた め,現 在 値 欄(presentresultfield)

も用 意 され て い る。

・合 計 機能
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小 計 は 自動 的 に算 出 され,指 定 され た レポ ー ト順 に変 更 が生 じた時 プ リン トさ

れ る。 最終 合 計 も自動 的 に算 出 ・印刷 され る。

・時 系 列 処理

この 機能 は,レ コ ー ド内の 特 定 デ ー タ を監 査 期 日 と対 比 させ,選 択 した 金 額 を

一 定 の カ テ ゴ リーに仕 分 けす る。 この カ テ ゴ リーに は,30日 また は それ 以 下,

31～60日,61～90日,91～120日,121～150日,150日 以 上,お よび 期 日

が 不 明 の た め時 系列 に仕 分 け るの が 不 可能,が 設 定 され て い る。

・2種 類 の フ ァイルの 比 較

ユ ーザは,こ の 比 較 機 能 を使 って,一 定 の順 序 で ,一 方 の フ ァイ ルの デ ー タ と

他方 の フ ァイルの デ ー タ を比 較 し組 合せ る こ とが 可 能 とな る。 フ ァイル 間 の マ ッ

チ ング作 業 につ い ては,ユ ーザ の 裁量 で 適時 レポ ー トさせ るこ とはで きな い。 両

方 の フ ァイルの マ ッチ しな い レ コ ー ドだ け を対 象 と して処 理 す る選 択能 力 も備 え

て い る。

・レポ ー ト作 成

マス タ ー ・フ ァイル の ワ ンパ スで,11件 まで の レポ ー トを印 刷 す るこ とが で き

る。 全 ての レポ ー トは,見 出 しや 内容 が 完 全 な フ リー ・フ ォー マ ッ トに な ってお

り,レ ポ ー ト ・ライ ンは 各監 査 記 録 か ら2種 類 作 成 で きる。 レポ ー トの 継 続 は ユ

ーザ が コ ン トロー ルす る。CARS-2は また,詳 細 目録,要 約 目録 を作 成 で き る。

・フ ァイ ル出 力

選 択 レ コ ー ド,あ るいは 選 択 レ コ ー ドの デ ー タ ・フ ィール ドを,出 力 フ ァ イル

の 形で 生 成 し連続 処 理 に用 い るこ とが で き る。

・確 認 通知

抽 出 デ ー タ を,確 認 フ ァ イル上 に選 択 して記 載 し,フ リー ・フ ォー マ ッ トの 確

認 レ タ ーに 印刷 す る こ とが で きる。 確認 事項 の 印 刷 は,単 独 に もまた 並 列 に も実

行で きる。

・テ ス ト監 査

ユー ザ は テス ト監 査 機能 を使 っ て,当 該 マス タ ー ・フ ァイ ルの 一 部 分 だ け を処
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理 で き る。 この よ うに す れば,全 フ ァイ ル の監査 に先 立 っ て,記 録 や レポ ー トの

書 式 お よ び 内容 を チ ェ ックす る こ とがで きる。

・コ ン トロー ル ・レ コ ー ドの無 視

コ ン トロー ル ・レ コ ー ドは 自動 的 に 回 避 され る。

・非 数 値 デ ー タの無 視

不 適 当な非 数 値(non-numeric)デ ー タ を もった レ コー ドは,監 査 の異 常 中 断

を 防 止 す るた め 自動 的に 回 避 され る。 ユ ーザ は,こ の 不適 切な 非 数 値欄 に ゼ ロを

挿 入 し て処 理 作 業 を続 行 す る こ と も可能 で あ る。 上記 の どち らの ケ ース にお い て

も,ユ ーザ の意 思 に よ りこの 非 数 値 レ コ ー ドを表示 す るこ とが で き る。

C.用 語 の定 義

(1)監 査 プ ロ グ ラ ム

特定 の 監査 を実行 す るた め,CARS-2に よ って生 成 され る プ ロ グ ラムで,賦

払 ロー ンの確 認 と レポ ー ト,受 取勘 定 の 時 系列 化 等が で きる。

(2)ユ ー ザ仕 様

監 査 され る フ ァイルや レコ ー ドお よび監 査 結 果 の 出 力(レ ポ ー ト,フ ァイル お

よ び確 認)に 関 す るCARS-2の 記 載事 項 。

(3)パ ラ メー タ ・カー ド

監 査 官 が 選 択 した利用 方式 を記 載 し,各 監 査 処 理 に 応 じた抽 出,調 査,ラ ンダ

ム ・サ ンプ リン グの パ ラ メ ー タ区分 を表 示 して い る伝 達 手 段 。

(4)ユ ーザ ・レ コ ー ド

ユ ーザの デー タ ・フ ァイル中 の 記録 。 受 取勘 定 マス タ ー ・フ ァイル ・レ コー ド

や,要 求 払 預 金 名 お よ び住 所 フ ァ イル ・レ コ ー ドが これ にあ た る。

(5)監 査 レポ ー ト

監査 プ ロ グ ラ ムか ら生 起 す る出 力 レポ ー ト。

(6)出 力 フ ァイル

監 査 プ ロ グ ラ ムに よ り生 成 され る テ ー プ,デ ィス ク,カ ー ド,ま た は機 械 処 理
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の 可能 な フ ァイル。

(7)コ ン トロ ール ・フ ィー ル ド

CARS-2の 処 理 業 務 で用 い られ て い る フ ァイ ルの順 序 。 た とえば 勘 定 口座 番

号,仕 入 書番 号 な ど。

(8)監 査 処 理

監 査 結 果 を得 る ため,同 一 の ユ ーザ 仕 様(パ ラメ ー タ ・カ ー ドは変 って もよ い)

で 当該 フ ァイル を処理 す るこ と。

D.監 査 官 は い か にCARS-2を 使 用 す るか

CARS-2は 用 途 の 広 い 監 査用 具 だ とい え よ う。 その 能 力 を十 分 に 発 揮 させ る

た め に は,監 査 担 当者 は まず その効 果 的利 用 法 を学 ば な けれ ば な らな い。CARS

-2利 用 の 基 本 的 な ス テ ップは つ ぎの 通 りで あ る
。

・ 監 査官 は ,自 分 の 問題 を明 確 に す る。

・ 監 査官 は ,CARS-2ユ ーザ 仕 様 ワ ー ク シー トを使 って,入 力 フ ァイル と

レポ ー ト,お よ び フ ァ イル と確 認 出 力 を記 述 す る。

・ パ ラ メー タ ・カ ー ド,ワ ー ク シ ー トを使 って,処 理 業務 お よ び パ ラ メー タ

を 記述 す る。

・ 監 査 プ ロ グ ラム ・ワ ー ク シー トは ,キ ーパ ンチ され た後,CARS-2に 投

入 され る。 す る と監査 プ ロ グ ラ ムが 作 成 編 集 され,監 査 が コ ン ピ ュー タに よ って

実 行 され る。
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第4章CARSの 文 書 化 が 完 了 し使 用 可能 とな っ

てい る分 野

NAVAUDSVCNE,ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州Camden

監 査 可 能 施 設

・ フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 海 軍 造 船 所

ペ ン シ ル バ ニ ア 州Philadelphia

・ 海 軍 艦 船 部 品 管 理 セ ン タ ー

ペ ン シ ル バ ニ ア 州Mechanicsburg

・ 海 軍 航 空 補 給 局

ペ ン シ ル バ ニ ア 州Philadelphia

・海 軍 財 務 セ ン タ ー

オ ハ イ オ 州Cleveland

・海 兵 隊 財 務 セ ン タ ー

ミ ズ ー リ 州KansasCity

・ ポ ー ツ マ ス 海 軍 造 船 所

メ イ ン 州Kittery'

NAVAUDSVCAP,ワ シ ン ト ン(D.C.)

監査可能施設

・海兵 隊総 司令 部

ワ シ ン トン(D.C.)

・海 軍 人 事 局

ワ シ ン トン(D.C.)

・軍 事 輸 送 管 理指 令 セ ンタ 一
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コ ン ピ ュ ー タ

Honeywell6060

UNIVAC494

1BM360/65

UNIVAC494

IBM360/65

IBM360/65

Honeywell6060

コ ン ピ ュー タ

IBM360/65

IBM360/65

Honeywell6060



NAVAUDSVCSE,バ ー ジ ニ ア 州Norfolk

監 査 可 能 施 設

・ デ ー タ ・サ ー ビ ス ・セ ン タ ー"

フ ロ リ ダ 州Pensacola

・海 兵 隊 航 空 駐 屯 地 修 理 施 設

ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 州CherryPoint

・ 海 軍 航 空 隊 修 理 施 設

バ ー ジ ニ ア 州Norfolk

・ ノ ー フ ォ ー ク 海 軍 造 船 所

バ ー ジ ニ ア 州Portsmouth

・海 兵 隊 基 地

ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 州CampLejeune

・ チ ャ ー ル ス ト ン 海 軍 造 船 所

サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 州Charleston

・ 海 軍 航 空 隊 修 理 施 設

フ ロ リ ダ 州Jacksonville

・海 軍 調 達 セ ン タ ー

バ ー ジ ニ ア 州Norfolk

・海 軍 補 給 セ ン タ ー

サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 州Charleston

・ 海 兵 隊 補 給 セ ン タ ー

ジ ョ ー ジ ア 州Albany.

・ 海 兵 隊 分 遣 隊(大 西 洋)

　 ぐ
ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 州CampLejeune

・大 西 洋 艦 隊

バ ー ジ ニ ア 州Norfolk
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コ ン ピ ュ ー タ

IBM360/50

Burroughs3500

Burroughs3500

Burroughs3500

Honeywe116060

IBM360/50

Honeywel16060

Burroughs3500

Burroughs35・00

Burroughs3500

IBM360/50

IBM360/65

IBM360/30



NAVAUDSVCWEST,カ リ フ ォ ル ニ ア 州SanDiego

監 査 可 能 施 設'コ ン ピ ュ ー タ

・ 海 軍 補 給 セ ン タ ーBurroughs3500

ワ シ ン ト ン 州Bremerton

・ 海 軍 航 空 隊 修 理 施 設Burroughs3500

カ リ フ ォ ル ニ ア 州Al』ameda

・ 海 軍 補 給 セ ン タ ーBurroughs3500

カ リ フ ォ ル ニ ア 州Oakland

・ メ ァ ー ア イ ラ ン ド海 軍 造 船 所 且oneywell6060

カ リ フ ォ ル ニ ア 州MareIsland

・ バ ゲ ッ ト サ ウ ン ド 海 軍 造 船 所Honeywell6060

ワ シ ン ト ン 州Bremert'o'H

・ 海 兵 隊 基 地IBM360/65

カ リ フ ォ ル ニ ア 州CampPendleton

・ ロ ン グ ビ ー チ 海 軍 造 船 所Honeywe116060

カ リ フ ォ ル ニ ア 州LongBeach

・ 海 軍 補 給 セ ン タ ーBurroughs3500

カ リ フ ォ ル ニ ア 州SanDiego

・ パ ー ル ハ ー バ ー 海 軍 造 船 所Honeywell6060

・ 海 軍 補 給 セ ン タ ー(ハ ワ イ)Burroughs3500

・ 太 平 洋 ミサ イ ル 発 射 場IBM360/40

カ リ フ ォ ル ニ ア 州PointMugu

・ 海 兵 隊 補 給 セ ン タ ーIBM360/40

カ リ フ ォ ル ニ ア 州Barstow

・ 海 兵 隊 新 兵 訓 練 所IBM360/40

カ リ フ ォ ル ニ ア 州SanDiego
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・ 海 兵 隊 基 地

沖 縄 県CampButler

・海 軍 地 域 財 務 セ ン タ ー

カ リ フ ォ ル ニ ア 州SanDiego

・ 太 平 洋 デ ー タ 処 理 セ ン タ ー

カ リ フ ォ ル ニ ア 州SanDiego

・ 海 軍 兵 砧 部(サ ー ビ ス ・セ ン タ ー)

SubicBay

・海 軍 兵 砧 部(サ ー ビ ス ・セ ン タ ー)

マ リ ア ナ 諸 島 グ ア ム

・ 海 軍 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 実 験 セ ン タ ー

カ リ フ ォ ル ニ ア 州SanDiego

・ 太 平 洋 艦 隊

ハ ワ イ 州CampSmith

・ 海 軍 施 設 シ ス テ ム 局

PortHueneme

IBM360/65

IBM360/30

Spectra 70

Burroughs3500

Burroughs3500

IBM360/65

IBM360/65

IBM360/65
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第5章CARSア プ リケ ー シ ョ ンの 事 例

A.NAVAUDSVCSE

COMNAVAIRLANT監 査

この 監 査 は,艦 船 資 材 の在 庫 管理 を そ の一 部 とす るCOMNAVAIRLANTの 任

務 の 完 遂 を バ ックア ップす るた め,そ の 関連 分 野 に 焦点 を 合 わせ た もので あ る。

監 査 検 索 プ ロ グ ラムCARSは,在 庫 管理 の能 率 を再 検 討 す るた め,空 母 の磁 気

テ ー プ ・フ ァイル か らデ ー タ を抽 出す る際使 用 さ れ た。

ス ト ックの状 態 と引 き渡 し請求 デ ー タ をそ の 内 容 とす る磁 気 テ ー プ ・フ ァイル

は,航 空 母 艦USSAMERICAとUSSINDEPENDENCEか ら運 ば れ た。ま た

各 艦 船 は,艦 内のUnivac1500コ ン ピュー タ ・シ ステ ムに保 管 さ れ て い るマス タ

ー ・レ コー ド ・フ ァイ ル(MasterRecordFile:MRF)と 未 決 済 要 求 書 ファ

イ ル(OutstandingRequisitionFile:RQN)を 提 出 した。 これ らの テ ー

プ ・フ ァイルは,Univac1500の 「Excess-3」 記 録 フ ォー マ ッ トか ら2進 化

10進 フ ォー マ ッ トに変 換 さ れ,以 後 の 処 理 の た めNIHコ ン ピュー タ ・セ ン ター

に 転 送 され た。 このNIHはCARSプ ログ ラムの ラ ンを任 せ られ てお り,ア ウ ト

プ ッ トはIBM3780リ モ ー ト ・バ ッチ ・タ ー ミナ ルか ら得 られ る。

空 母 か ら送 付 され た各MRFが 処理 され,航 空 関係 の在 庫 デ ー タが 点 検 の た め

選 別 され た。 つ ぎに 各 航 空 項 目の 資産 は,限 度,上 限 お よび 需 要(使 用)デ ー タ

等 に 基 づ い て,超 過 ま たは 不 足 の 量 を決 定 され た。

そ して各 艦船 か らのMRFデ ー タが 比較 され るの だが,こ の 時,照 合 エ レ メ ン

トと して連 邦 在 庫 番号(FederalStockNumber)が 使 われ た。 対 応 す る項 目

が 存 在 す る場 合,両 者 の 過不 足 関係 が チ ェ ックされ た。 この 比 較 対照 の 目的 は,

あ る艦 船 の 資材 不足 が 判 明 す ると,他 の艦 の余 剰 分 か ら転用 させ る こ とが で き る

か 否 か を調 べ る こ とに あ った。
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さ らに,各 艦船 の未 決 済 要 求 書 フ ァイ ル(RQN)も 他艦 のMRF超 過 と対 比 さ

せ られ た。 この 比較 で は,他 艦 の 余 剰 分で 当該 要求 書 が満 た され相 殺で き るか 否

か が 決定 され た。

ま た循 環 プ ール資 産 デ ータの 検 討 も実行 され た。(循 環 プー ル資 産 と は,修 理

の た め に戻 され た り,艦 内で 修 理 を受 け た り,さ らに再 交 付 の た め在 庫 に返 され

た りす る資 材 を示 す 。)COMNAVAIRLANTか らの 循 環 プ ー ル ・デ ー タが,ま ず

MRF循 環 プー ル ・デ ー タ と対 比 され,COMNAVAIRLANTの 流 動 資 産 とMRF

に記 録 され た プ ー ル資産 の相 違 に基 づ き,本 来積 みお ろ され るべ きは ず の 著 しい

資 材 超 過 が 明 らか とな った。

ADP ,お よ びCARS監 査 検 索 プ ロ グ ラ ムの 利 用 に よ って,検 討対 象 とな った2

隻 の 航 空 資 材積 載 超 過 が 判 明 し,同 時 に他 艦 の在 庫 不 足 や 未 決 済要 求 書を 充 足 さ

せ 得 る在 庫 超過 も発 見 され て い る。

B.NAVAUDSVCAP

BUPERS(MAPMISフ ェーズIV)CARSア プ リケ ー シ ョ ン

a.人 事 管理 情 報 シス テ ム(MAPMIS,ManpowerandPersonnelMana-

gementInformationSystem)の 士 官 フ ァイ ル と下 士 官 マス タ ー ・フ ァイル

の正 確 さ を点 検 す る 目的 で,無 作 為 統 計 サ ンプ ルが 抽 出 されCARSパ ッケ ー ジ

で 使 用 され た。 各個 人 の 完 全 な マ ス タ ー ・レコ ー ドを内 蔵 して い るテ ー プが,様

々な 区 切 りの期 日 に応 じて作 成 され,選 別 され た デ ー タ ・エ レ メ ン トの 正 確 さだ

け で な く,各 個 人 デ ー タの トラ ンザ クシ.ン 処理 の適 時 性 も測定 され た。 テ ー プ

の作 成 と同時 に 各個 人用 の カ ー ドの パ ンチ も行 わ れ た。 これ らの カー ドは,ア ド

レス ・ラベ ルの 印 刷 で コ ン ピ ュー タ ・ル ーテ ィンに ア クセ スす る際 に 使用 され る

もので あ る。 つ ぎに,抽 出 され た サ ー ビス ・ナ ンバ ー に従 って調 査 票 が 送 付 され,

マス タ ー ・フ ァ イル 内の 情報 を 点検 修 正す るた め再 び戻 され た。 こ う した サ ンプ

ルの エ ラー ・レー トを もとに して,海 軍 の 実 稼動 人員(約55万 名)全 部 を対 象 と

した抽 出 デ ー タ ・エ レ メ ン ト正確 度 判定 プ ロ ジ ェク トが 実 施 に 移 され た 。 この種

一131一



の 分 析 作 業 は,CARSパ ッケ ー ジの 支援 が な けれ ば,到 底 経 済 的 に や れ な か っ

たで あ ろ う。

b.下 士官 マ ス タ ー ・フ ァイル か ら無 作 為 抽 出 で サ ンプル を選 び 出 した 際,C

ARSパ ッケ ー ジに 若 干 の手 直 しを必 要 と した フ ァイ ルの 特 性 が 問題 とな った。

(1)フ ァイルは54万 件 に及 ぶ レ コー ドを内 蔵 してお り,こ れ が15本 の リール に

収 め られ てい る。

(2)レ コー ドは,そ れ ぞれ 長 さの 違 った16の 部 分 に分 割 され てお り,あ る特 定

の 人物 が この どの 部分 に も関連 を持 ってい れ ば,そ の レ コ ー ドは2,300バ イ トま

で の 情 報 を含 む こ とに な る。

(3)各 レコ ー ドの 最初 の 部 分 は 常 に 存在 す るが,残 る15の 部 分 は オ プ シ ョ ンと

して 設 け られ て い る。

(4)フ ァイル の 操作 に は,特 別のALCサ ブ ル ー テ ィンを必要 とす る。

c.ユ ーザ ・コ ー デ ィ ングを使用 す る こ とに よ って,一 次 フ ァイ ルのOPEN,

READお よびCLOSEス テ ー トメ ン トは,CALLス テー トメ ン トと と もに 飛 び

こ され る必 要 が あ った。 ま た ワー キ ン グ ・ス トレー ジ(2,300バ イ ト)の 中 に大

きな 区 画 が 設定 され,チ ェ ックポ イ ン ト ・イ ンデ ィケ ー タが ユ ーザ ・コ ー デ ィ ン

グ を介 してセ ッ トされ た。 ラ ン ダ ム ・サ ンプ ル を対 象 と したCARSの ラ ンで は,

600の レ コー ドを含 む 出 力 テ ー プ ・フ ァイルが 生 成 され た。 一 方,任 意 除外 パ ラ

メ ー タが,当 該 メ ンバ ーに 属 さな い 記録 を無 視す るた め に使 わ れ た。COBOLの

「COPY」 ス テ ー トメ ン トを用 い て,フ ァイルの 全 記 載事 項がBUPERSテ ー プ

・ラ イ ブ ラ リか ら コ ピー され た。 こ こまで の ラ ンを処 理 す るのは,IBM360/65

(OS)コ ンピュー タで,こ の ラ ンに よ り各 人 を対 象 とす る選 別 デー タ ・エ レメ ン

トの レポ ー トが 印 刷 され,す ぐに 点検 の た め 当人 に転 送 され た。 以後 のCARS

ラ ンで,出 力 テ ー プ ・フ ァイ ルはSSNを 含 む6,000枚 の カ ー ドを パ ンチ ア ウ ト

す るた め,そ の イ ンプ ッ トと して 用 い られ た。 このSSNは,ア ドレス ・ラベ ル

を プ リン トす る 際,BUPERSユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ロ グラ ム を呼 び出 す の に 使用

され る。
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C.NAVAUDSVCWEST

1.ロ ン グ ビーチ 海軍 造船 所

ロ ン グ ビー チ海 軍造 船所 の 監査 事 業 の一 環 と して,海 軍 の 監 査 官 は,タ ー ミナ

ル島 海軍 施 設(TerminalIslandNavalComplex)に お け る電 話 利用 と その

管理 の 点 検 を行 った。

同施 設の 電話 サ ー ビス は,民 間の 電 話 会社2社 が 提供 してお り,施 設 内 に 存在

す る海 軍 関 連 機 関 は38種 φ るが,海 軍 造 船 所 が 全 電 話 サ ー ビス の約 半分 を使 用 し

て ト ップ ・ユ ーザ と して ラ ン クされ て い る。 電 話 会 社 か ら監 査官 に 手渡 され た資

料 は,6万 枚以 上 の パ ンチ カ ー ドか らな って お り,そ れ に は2か 月 間の 電 話 の や

りと りが 記 録 され て いた 。'

2つ の 電 話 会社 に サ ー ビス させ る コ ス ト便 益,長 距 離電 話 の私 的 利用,電 話 サ

ー ビス の 最適 分 類
,長 距 離 電 話 の 利用 時 間 等 を検 討 し,さ らに商用 電 話 サ ー ビス

の非 能 率 な 公的 利用 を チ ェ ッ クす るた め,海 軍 の 監査 官 はCARS-2検 索 プ ログ

ラ ムを拡 張 手直 し して,電 話 会社 か ら提供 され た デ ー タの 徹 底 分 析 に あ た った 。

電 話料 金 の複 合 計 算 に あ りが ちな 複 雑 さの た め,監 査 官 はCARS-2の 標 準能 力

を補 う目 的でCOBOLコ ー デ ィ ングを拡 張 的 に 利用 せ ざ るを得 な か った 。

このCARS-2の ア プ リケ ー シ ョンか ら監査 官 は,タ ー ミナ ル島 海軍 施 設 の 活

動 で 商 用 電 話経 費 と して(ロ サ ンゼ ルス 周 辺)14万 ドルが 支 出 され てい る こ とを

まず 発 見 した 。 外部 との ダ イ アル 交換 サ ー ビスが 開始 され れ ば,年 間4・万2,000

ドルが 節 約で き るは ずで あ る。 さ らに この 監査 で 判 明 した の は,特 定 地 域 へ の連

絡 や 長 距 離 電 話 回 線 の利 用 で 年 間6万 ドルの 電 話 利用 が あ る事 実で あ った。 ま た

あ る1か 月 を と りあ げ て全 長距 離通 話 の 時 間 を検 討 した結 果,も し一 通 話 を5分

以 内に 抑 え るな ら年 間6万8,000ド ルが 節 減 で き る こと もわ か った。 監 査 官 は

CARS-2を 使用 す る こ とに よ って,造 船 所 内の テ ナ ン トが外 部 の コ ン ピュ ー タ

・サ ー ビス 会社 の デ ー タ通 信 を利 用 す る た め ,商 用 電 話 回 線 を使用 した 事実 も明

らか に した。 この 回 線 を専 用 回 線 に変 換 す れ ば,年 間5,000ド ルの 節 減 が 期 待 で
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き る と して い る。

2.SUBICBAYに お け る導 入 後 評 価

監査 官 は,コ ン ピ ュー タ資 産 の 効 果 的 利用 と シ ス テ ム 目標 の 達 成 度 を 評 価す る

た め,す で に 導入 され て い るBurroughsB-3500シ ス テ ムを その 対 象 と した。

B-3500コ ン ピュー タの運 用 を効 果的 に 評 価 す るた め,監 査 官 は,内 部 の ア カ

ウ ンテ ィン グ ・ルー テ ィンに よ り維持 され,TABS(TimeAnalysisand

BillingSystem)の もとで 磁 気 フ ァイ ルに レポ ー トされ る デ ータに ア クセ スす

る必 要 が あ った。30日 間 を 単位 とす る この デ ー タ を分 析す る こ とは,50万 件 の

レ コ ー ドを対象 とす る こ とに な る。TABSに よって生 成 され る現 行 の 々 ネ ジ メ ン

ト ・レポ ー トは,監 査 官 が す ぐに そ の デ ー タ を活用 で きる よ うな 形に 要 約 され て

い な か った し,フ ォー マ ッ ト化 され た もの で もなか った。

TABSの データ を抽 出,処 理,要 約 す るため,監 査 官 はCARS-2を プ ログ ラ

ム した 。 この デ ー タに 含 まれ る ものは,マ ス ター ・コ ン トロ ー ル ・プ ログ ラ ム

(MCP)の アイ ドル ・タ イ ム,コ ァの 可用 性,ア プ リケ ー シ 。 ン ・プ ログ ラムに

よ る ブ ロ ッ ク ・レコ ー ドの 利用,プ ロ グ ラ ム ・セ グ メ ンテ ー シ ョンの使用,ス ケ

ジ ュー リングで あ る。 監 査 官 はCARS-2を 利 用 した お か げ で,最 少 の時 間で50

万 レ コー ドか らの 監 査 デ ー タの 抽 出,要 約,演 算 処 理 を実 施 で きた。

CARS-2が 作 成 した レポ ー トか ら,コ ンピ ュー タ利用 の 効 率 を高 め得 る領 域

が 摘 出 され,管 理者 に 報 告 され た 。 つ ま り膨 大 な プ ロ グラ ム群 は セ グ メ ンテ ー シ

ョ ンの 対 象 にす べ きこ と,テ ー プ ・フ ァイル の中 に は ブ ロ ック化 され てい な いが

ブ ロ ック化 し得 る次 善の 要 因 を備 え て い る ものが あ る点,オ ペ レ ータは 十 分 に コ

ァを 活用 して いな い こ と,ジ ョブ ・スケ ジ ュー リン グの 改善 が 必要 な こと,マ シ

ンの ア イ ドル ・タ イ ムは,利 用 率の 低 い 時 間 帯 を明 確 に す るた め 階層 別 に 分 化 さ

れ るべ き こ と等 が指 摘 され て い る。 こ う した 不 備 な 分 野 の改 善 が で きれ ば,1日

当 りの コ ン ヒ。ユ一 夕 ・タ イ ムの 節 減は9時 間に も及 ぶ だ ろ う。

3.太 平 洋 艦 隊

よ り実 際 的 な前 払 貯 蔵 方 式 の 確 立
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海軍 監査 官 は,需 要 度 の 高 い メ ンテ ナ ンス 関係 の修 理 部 品に つ い ては,現 在 よ

り制 約 の少 な い前 払 貯 蔵 方式 を採用 す れ ば,海 兵 隊 で 決 済 され る要 求 書 の数 量 を

著 し く削減 で き ると感 じて い る。 現 行 の方 式 の もとで は,海 兵 隊 の 保 守 活動 が 艦

隊在 庫 勘 定 規 約 に従 っ てい るた め,既 払 貯 蔵 の形 で修 理 部 品 を ス トックす る こ と

は不 可能 で あ る。 海 兵隊 は現 在,パ ッキ ングや ゴ ム ホ ース の よ うな修 理 関連 資 材

に対 しては,単 価が2ド ル以 下 の もの な らば 前 払 貯 蔵 の在 庫 品 目に入 れ て い る。

要 求 書 の 決 済 に は1件 当 り25ド ルが 必要 とみ られ るので,海 兵 隊の 現状 は,多 量

の 安 価 な 品 目に対 して も逐 一要 求 書 を 発行 して い る とい う不 合 理 さが 目立 つ 。

頻 繁 に,し か も少 量 発 注 され る修 理 部 品 を 摘 出 す るた め,10万5,000件 の レコ

ー ドを持 つ磁 気 テ ー プ ・デ ー タ ・フ ァイル にCARS -2が 適用 され た。CARS-

2を 使 用 す る監 査 官 は,ま ず 識 別 した 部 品 を価 格 帯 に分 類 し,海 兵 隊 の管 理 要 員

に勧 告す るため最適価格基準 を設定 した。

CARS-2に よ る10万5,000品 目 の分 析で,前 払 貯 蔵 品 に 適 す る もの と して

1,627品 目の修 理 部 品が 選 ば れ た。 さ らに監 査 官 は,15件 を一 連 品 目 とす る修 理

部品 の あ る サ ンプ ルに 対 して,年 間1,524回 も要求 書 が 出 され て い る事 実 も明 ら

か に して い る。 この前 払 貯 蔵 とい う常 備 方式 を採用 す るな ら,要 求 書の 種 類 は

180に まで 抑 え る こ とがで き る し,約3万4,000ド ルの 年 間節 約 高 を達 成 す る こ

とが で きるだ ろ う。

D.NAVAUDSVCNE

歳 出 お よび資 金会 計

ASOは,航 空機 材 の 在 庫 や修 理 部 品 の 取得 の た め年 間5億 ドル を受 け 取 り会

計 処理 を行 う。 そ の財 源 は 主 と して,海 軍 航 空 機 材調 達(AircraftProcure-

ment,Navy:APN)予 算 で,そ の 他 海軍 航 空 機 ミサ イル調 達(Procureme-

ntofAircraftandMissiles,Navy:PAMN)資 金 や,海 軍 在 庫 資 金

(NavyStockFund:NSF)も 含 ま れ る。 そ の会 計 処 理 体 系 に は,テ ー プ指

向 の プ ロ グ ラ ム とバ ッチ 処理 を特 徴 とす る一 連 の統 合 在 庫 管 理ADPシ ス テ ム
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(UniformAutomatedDataProcessingSystemforInventryCont-

rolPoints:UADPS-ICP)が 使 わ れ て い る。

この 分 野で は まず 事 前 監査 と して,文 書処 理,ア カ ウ ンテ ィ ング ・エ ン トリー,

一 定 期 間 向 け の レポ ー ト作 成 等 を 含む 内部 手 順 が 点 検 され た
。 この 調査 で,資 金

繰 り入 れ,調 達,支 出 等の 書 類 手続 が な され な い ま ま,多 額 の金 額修 正が ア カ ウ

ンテ ィ ング ・レポ ー トで 行 われ て お り,そ れ が 上 司に 提出 す る前 で あ る事 実 が 判

明 した 。 この修 正 の 多 くは,手 書 きの 変 更で,レ ポ ー トに は影 響 を与 え るが,会

計 記録 は そ の ま まに され て い る。 だが 額 の大 きな 変更 は,自 動 的 に シス テ ム に イ

ン プ ッ トされ てい る。 こ う した 多額 の 「バ ル ク(bulk)」 修 正 と呼 ば れ る変 更 は,

次 の 会 計 期 間 の 初 期 に再 点 検 を受 け 適 切 な 訂 正 が加 え られ る と知 らされ たが,調

査 結 果 は,書 類 手続 を経 な い会 計 エ ン トリーの幾 つか が再 点 検 を受 けず に その ま

ま ア カ ウ ンテ ィ ング ・シス テ ム に受 容 され て い る事実 を明 らかに して い る。

会 計 ヒス トリー ・フ ァ イルは,こ の 自動 会 計 シス テ ムに 投 入 され る全 入 力 の テ

ー プ ・レ コ ー ドの シ リーズで あ る
。 上述 の バ ル ク修 正 は,特 殊 な 文 書 ア イデ ンテ

ィフ ァイ ァで 区 別 され る。 わ れ われ はCARSを 使 って過 去23か 月 間 に会 計 記 録

に対 して な され た この種 の バ ル ク修 正 を抽 出 した。 この フ ァイルの92万 の エ ン ト

リーの 内,3,900件 以 上が バ ル ク修 正 を受 け た ものだ った 。 そ して,こ の 修 正 の

全 体 お よ び部分 に与 え る イ ンパ ク トを計算 す るた め,CARSプ ログラ ムに 挿 入

され たCOBOLス テ ー トメ ン トが 利用 され た。 この段 階で 作 成 され た レポ ー トは,

各修 正 エ ン トリー,訂 正 勘 定(債 務,契 約,支 出)お よ び小 計 が 各 アカ ウ ンテ ィ

ング ・コ ー ドご とに 提供 され てい る こ とを示 して お り,こ の コー ドは,支 出,小

見 出 し,予 算 計 画 やNSF資 金 の 内部 項 目を識 別 してい る。

CARSレ ポ ー トは,数 百 万 ドルに 及 ぶ点 検 抜 きの 金額 修 正 が,依 然 と して会 計

記 録 に 影 響 を与 え続 け て い る実 状 を示 し てい る。 こ う した 状 態 は管 理 者 の 予算 管

理 能 力 に マ イナ ス とな るた め,書 類 手続 を経 な い大 きな 変 更 の 中 止,こ の種 の 変

更の 修 正 手段 の 確 立 等 が 実現 され ね ば な らな い。 こ う した プ ロセ スを 支援 す るた

め,CARSレ ポ ー トの コ ピーがASO経 理 要 員 に調 査 資 料 と して提供 され た。
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第6章CARSユ ー ザ ・ シ ン ポ ジ ウ ム

議事日程

1974年12月2日

主 題

・NAVAUDSVCNEに よ る歓 迎 の辞

・司令 部 か らの 挨 拶

・CARS-2テ ンプ レー トお よび トレ

ー ニ ング ・マ ニ ュ アル

・NAVAUDSVCSWのCARS-2利

用

・端 末 機 器 の 成 功

・監 査 に お け る コ ン ピ ュー タ利用

・タ イプ ラ イ タ端 末 に よ るCARS-2

の利 用

講 演 者

J.D.Kohl海 軍 大 佐(SC,USN)

O.W.Parson(NAVAUDSVCHQ)

J.McLean(NAVAUDSVCHQ)

H.Davison中 佐(USMC)

Reitmeyer

L.Tucker

F.Shoemaker・

V.Britton

J.Miller(AuerbachAssociates

社 副 社 長)

F.Chenette(NAVAUDSVCHQ)

1974年12月3日

・NAVAUDSVCSEのCARS-2利 用JimmyMiller

・Burroughsデ ー タ 検 索 シ ス テ ムW .Ehle

・CARS-2を め ぐ る 討 論 と 質 疑 応 答ElayneKalstein

(ComputerAuditService社)

・将 来 動 向EarlC
.Joseph(専 門 科 学 者)
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・ 海 軍 監 査 局 長 に よ る 所 見J .E.Forrest海 軍 少 将(SC,USN)

・ 端 末 利 用 の 統 計 分 析T .J.Allega海 軍 少 佐(SC,USN)

1974年12月4日

・EDP監 査 人 協 会 且 .Zeruld

・NAVAUDSVCNEのCARS-2利 用J .Boyle,A.Bachich

・NAVAUDSVCAPのCARS-2利 用J .Danaher,T.Mickus

D.Dotter

・ 公 開 討 論

・ シ ン ポ ジ ウ ム 総 括O .W.Parson(NAVAUDSVCHQ)

CARSユ ーザ ・シ ンポジ ウムの概 要

A.J.D.Kohl海 軍 大 佐

NAVAUDSVCNEデ ィ レ クタ

1.第3回CARSユ ーザ ・シ ンポ ジウ ムに よ う こそ。 本 シ ンポ ジ ウ ムは ア イデ

ア交 換 の場 で あ り,監 査 検 索 シス テ ム利用 上 の共 通 問 題 討議 の 場 で もあ ります 。

2.CARSの 能 力 は 十分 か?CARSは 現 在 の 監査 業 務 を十 分 こな して い る

か,ま た将 来 直 面 す る課 題 に 応 え得 るか?こ の シ ンポ ジ ウムはCARS利 用 と対

話 型 端 末 に 関 す る司 令部 と現 場 双 方 の 見 解 を突 き合せ るま た とな い機 会で あ り,

一 方 企 業 側 か ら も監査 に お け る コ ン ピュ ータ利用 と コ ン ピ ュータ能 力 の将 来性 が

監 査 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て発 表 が あ るで し ょう。CARS提 供 企 業 か らの 変 更,技

術 革 新,改 善 に 関す る発言 も期 待 され ま す。

3.CARSは 十 分 か?CARSへ の投 資 は妥 当な 線 に達 して い るか。 実 態 は

そ うで な い だ けに 本 セ ミナ ーで 率 直 な 公開 討議 が 重 ね られ る こ と を望み ます 。

B.0.W.Parson

海 軍監 査 局情 報&ADPシ ス テ ム監 査 部ADPシ ス テ ム検索 担 当 チ ー フ
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1."司 令 部 か らの挨 拶"と して,つ ぎの よ うな 設 問 を提 起 した い。CARS利

用 上 の 最 大 の 問 題 点 は何 か。 海軍 監 査 局 の 使 命 を念 頭 に お いた時 ,わ れ われ は 現

状 に 自己 満 足 して は い な い か。 没 交 渉 に な って い て知 識 の共 有 を お ろ そか に して

い るの で は な い か。 変 革 へ の 抵 抗 力 が一 体 どれ だ け 強 いか 。

2.観 念 的 にはCARS活 用 上 の最 大 の 問題 点 は 取 り組 み 方 にあ る。CARSの

ノ ウハ ウの 可用 性 と応用 に 力点 を置 い て現 状 を再 検 討 す る必要 が あ る。 日常 的 課

題 の 解 決 に 満 足 して は な らず,経 験 交流 を強 めね ば な らな い。 司令 部 は そ の意 味

か ら もCARS情 報 セ ン ターの 役 割 を果 た す べ きで ,シ ンポ ジ ウムで は,ペ ー パ ー

ワ ー クで な く行 動 の 方 法 を模 索 すべ きで あ る。

3.現 場 の 支 援 を得 て新 しい着想 の 提示 を促 進 す る こ とは,司 令 部 の 重要 な使

命で あ り,新 技 法 の 習得 や 人 的資 源の 開 発 に 関 心 を高 め る必要 が あ る。 自 己点 検

上の 問 題点 に は,つ ぎの よ うな ものが あ ろ う。 作 業 の 協 調 ,司 令部 と現 場 の ギ ャ

ップ,技 術 的 問題 の軽 視 と コ ン ヒ。ユ一 夕専 門 家 との意 思 の 疎 通 。CARS利 用 が 海

軍 に利 益 を与 え るよ う,本 シ ンポ ジ ウ ムで この よ うな 問題 点 に 焦 点 をあ て られ た

い。

C.JimMcLean

海 軍 監 査 局 情 報&ADPシ ス テ ム 監 査 部 コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・ス ペ シ ャ リ ス ト

1.CARS-2バ ー ジ ョ ン2テ ン プ レ ー ト(IBMお よ びHoneywellフ ォ ー マ

ッ ト)の 配 布 と 概 説 。 ユ ー ザ ・ガ イ ド を 補 完 し,2～3のCARS応 用 例 を 含 む

CARS-2訓 練 ガ イ ドの 討 論 。

D.H.Davison中 佐

NAVAUDSVCWEST

1.西 部 地 区 は 数 人 の 監査 官 が 積 極 的 に 取 組 ん で い る真 最 中で あ り,着 手者 の

FrankShoemakerが サ ン デ ィエ ゴのCARS利 用 ,RonReitmeyerが 技 術的 側

面,私 が要 員 訓練 に つ い て述 べ る。
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2.Parson氏 は,CARS利 用 の 報 告様 式 に つ い て触 れ たが,現 行 の レポ ー テ

ィン グ体 系は 煩 雑 す ぎる と考 え る。 この体 系 が 使 わ れ て い るの は 定期 監 査 で あ り,

しか も外 国製 の もの が 多 い。 した が って,時 間 的 余 裕 の な い 監査 官 に不 必要 な 圧

迫 を与 え て お り,余 り詳 細 に わ た る情報 の 提 供 は 業 務 か ら除 か れ るべ きだ と考 え

る。

3.監 査 官 の90%はCARSト レ ーニ ング を受 け,そ の30～40%はCARSと

COBOLの 両 訓 練 を経 てい る。 だ が実 状 は5～10%の 監 査 官 が 実 用 してい るだ け

で,CARSの 監査 利 用 に 役 立 つ 監査 マネ ジ ャー向 け短 期 課 程 の設 置 が 望 ま れ る。

E.DonTucker

NAVAUDSVCWEST,コ ン ビ。ユ一 夕 ・スペ シ ャ リス ト

1.Honeywell6060を 使 ったMareIslandに お け るCARSの 独 創 的利 用 。

ジ ョブ ・デ ー タの収 集 と磁 気 テ ー プへ の 読 み込 み に使 う ソフ トウエ ア ・パ ッケ ー

ジを メ ー カが 提供 し,会 計 レポ ー トが 必要 な 情報 を 含 まな い場 合 以外 は,CARS

は 当該 デ ー タを 問題 な く処理 す る。 レ ポー トは 金額 だ けで な くハ ー ドウエ アの 利

用 状 況 も扱 か い,簡 単な 一 次 フ ァイ ル ・シス テ ム とCARSを 使 えば,コ ン ピ ュー

タの 利用 情 報(日 毎,シ フ ト毎,ア プ リケ ー シ ョン別 のCPU時 間,CPU容 量

の利 用 割 合,リ ラ ン率 と時 間,チ ャネ ルお よび テ ープの 利用 等)が 得 られ る。 こ

の種 のCARS利 用 は 特 異 な もので な いが,得 られ る情 報 の 価 値 は 計 り知 れ な い。

会計 パ ッケ ー ジ と併用 したCARSは,モ ニタ ーの 業 務 の98%を こな し,し か も

省 力効 果 を生 む。 コ ン ヒ。ユ 一夕上 の経 過 時 間 を知 るに は,会 計 フ ァイルの 分 類 と

全 ジ ョブの プ リン トア ウ トを検 討 す れ ば よ く,時 間 分 類 法 を採 用 す る こ とで マ ル

チ プ ロ グ ラ ミングの 利 用 度 を決 定 で きる(決 して 多 くな い こ とが 判 明 した)。 さ

らに こ う した利用 法 で,CPU利 用 の 平 均値 が キ ャパ シテ ィの19%で あ る ことが

わか った 。
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F.FrankShoemaker

NAVAUDSVCWEST,監 査 官

1.サ ンデ ィエ ゴに お け るCARS利 用 の詳 細 な ス コ アは 必 ず し もゼ ロで は な い。

CARSの 利用 体 験 をつ ぎに述 べ る。

(a)ロ ング ビーチ 海軍 造 船 所 とサ ンデ ィエ ゴ広 報 セ ン ターの 電 話 利用 監 査で,

地 域 別 長 距 離 料 金 を解 明 す るた め電 話 料 金 算 定 カ ー ドを抽 出 した。 これ に よ り地

域 別 の 商用 利用 とAUTOVONの 利用 可能 度 を比 較で きた 。

(b)産 業 活動 分 野 の 在 庫 管理 シス テ ムの 監査 でCARSを 使 った。 対 象 デ ー タ ベ

ースの 内容 量 は30万 レコ ー ド
。 この結 果,ロ ケ ー シ ョン ・デ ー タの64%に 誤 りが

あ り,30万 レ コー ドの60%以 上 が老 朽 化 した もので あ るこ とが わ か った。

(c)MARCORSUPCENBarstowに お け る給 与 支 払 と労 働 時 間 の 監査 で は

CARSが 不 可欠 だ った。

(d)太 平 洋 ミサ イル管 区 の 調達 部 門 監査 は800人 時 間で 完 了 したが,CARSを

利 用 した た め に可 能 で あ った 。

(e)NASNorthIslandの 機械 設備 資産 を整 備 す る際,成 層 無 作 為 抽 出法 が

用 い られ,フ ァイ ル 内で 非標 準 化 記録 を扱 う困 難 さが 生 起 した 。

(f)CampPendletonでCARSは 在 庫 資 金 の監 査 に用 い られ,成 功 を納 め た。

2.西 部 地 区で はCARSに 精 通 した 監 査 官 もい るが ,そ こ まで 到 達 しな い者 あ

るい は無 関 心の 者 も多 い。 問題 は現 行 のCARS基 礎 コ ースが 本来 の 意 味で 基 礎 的

で な く,実 際の ジ ョブで 使用 す る チ ャ ンス が な け れ ば す ぐ忘 れ られ るこ とに あ る。

ま た ユ ーザ ・マ ニ ュア ル も初 心者 に は不 向 きだ し,今 後CARS,COBOL双 方 の

トレー ニ ング と実 際 の経 験 が成 功 の鍵 とな ろ う。

G.VictorBritton

NAVAUDSVCSE,コ ン ヒ。ユ ー タ ・ス ペ シ ャ リ ス ト

1.MACLANTと の 間 に 月 間450ド ル の 端 末 利 用 契 約 を 結 ん だ 。3月 の シ ン ポ
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ジウ ム以後 の タ ー ミナル利 用 経 験 を 語 りた い。

2.昨 年 下期 に起 った タ ー ン ア ラ ウ ン ド ・タ イ ム上 の 問題 に対 処 す るた め,M

ACLANT社 の リモ ー ト ・バ ッチ ・ター ミナルの 使用 に 踏 み き った。 この 端 末 が

力 を発 揮 した の は 訓 練 コー ス と給 与 支 払 監 査 で あ った 。6月 に は キ ーパ ンチ ・マ

シ ンを導 入 して 省 力 化 をは か り,NIH向 け の 端 末 コス トは,9月580ド ル,10

月1,200ド ル,11月1,040ド ル とな った。現 在 こ の端 末 の 継続使 用 を検 討中 だが,

CARSの 活用 には至 らない だ ろ う。現 在 の フ ェー ズ1処 理 時 間 は この端 末 の 利 用

で20分 とな って い る。

H.JackMiller

AuerbachAssociates社 副社 長

1.海 軍 退 役 は1966年 。 それ 以 前 は 海 軍 ニ ュー ヨー ク地 区監査 局 に 勤務 し,

海 軍 で の 監査 業 務 経 験 は 主 に 管 理 部 門で あ った 。 コ ンピ ュ ー タ利用 の 監 査で 原 子

力委 員 会(AtomicEnergyCommission:AEC)が 持 って い る企 画 と,Au-

erbach社 の監 査 サ ー ビス につ い て述 べ た い。

2.AECは2,000人 の 本 部 要 員 と3,000人 の 現 場 職 員 を抱 え る機 関で あ り,

その 構成2部 門 は,各 々生 産 と規 制業 務 に あ た って い る。 機 関 の性 格 上 コ ン ピ ュ

ー タ ・ベ ース の シス テ ムを稼 動 させ て い る。 新 長官 の任 命 と組 織 改 変 が 予定 され

て い るが,監 査 部 門 に は 影 響が 出 な い はず で あ る。Germantown本 部 と現 場 部

門 に も変動 が な い と予 想 され,わ れ われ 本 部 ス タ ッフは この ま ま監査 方 針 を策 定

し,全 分 野 の 監 査 活 動 を指 導 して行 く。

デー タ処 理 関連 の 監 査 に は,事 前 シス テ ム監査,OS監 査,導 入後 点 検,コ ン

ピ ュー タ 施 設監 査 の4タ イプが あ る。 事前 シス テ ム監査 は,監 査 官が 設 計 ス タ ッ

フ と協 力 して監 査 経 過 の シス テ ムへ の組 込 み と ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンを確 実 に し,

シス テ ム稼 動 時 の 監査 能 力 を向 上 させ る狙 い を もって い る。OS監 査 と導 入 後 点

検 は努 力 目標 と い った段 階 だが,開 発 され た シス テ ムヘ ユ ーザ の要 求 を 反映 され

る企 図 が あ る。 また コ ン ピ ュー タ施設 監 査 は,DP設 備 や 情 報 の セ キ ュ リテ ィを
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評 価 し運 用 効 率 を 決定 す る もの で あ る。 監 査 官 が 技 術的 問題 に 当面 す れ ば 専 門 家

が 雇 わ れ るが,彼 等 には 客 観 性,専 門 知 識,装 置 設 備 の徹 底 した 解 明 が 要 請 され

る。

3,AECの 監査 活動 は,管 理 面 か らの ア プ ロ ーチ を中 心 と した包 括 的 性 格 を

もった もので あ る。 現 業 部 門 に は,本 部 派 遣 の 監査 官 と部 門所 属 の 監 査 ス タ ッフ

が 配置 され,後 者 は 請負 企 業 の 監査 要 員 を監 督 す る。 本 部 が 主 に使 用 す る監 査 ソ

フ トウエ アはMARK4で あ る。 ま たDPア ドバ イザ ー も設 け られ て い て,ソ フ

トウエ ア ・パ ッケ ー ジの 活用 面で 活躍 して い る。 請負 企 業 が 開 発 した監 査 プ ロ グ

ラムは,現 業 部 門 へ 派 遣 され た 本 部監 査 官 が 使 用 して い る。

4.AECは 陸 軍 の 訓 練 コ ース を軸 に してDP分 野 の 担 当監査 官 を教 育 した。

訓 練 度 は 個 人 の 関心 の 強 さに 依拠 す るが,監 査 官 をADP専 門 家 に す る積 りはな

い。 だが 監 査能 力 の 向 上 にDP技 術 を活 用 す る姿 勢 は 重 要 で あ る。

5,AuerbachAssociates社(1957年 設 立)は,情 報 シス テ ム ・アー キ テ

クチ ャー,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ンサ ル テ ィ ング,戦 略 プ ラ ニ ング,社 会 情 報 シス テ

ム,ソ フ トウ エ ア開 発 等 の サ ー ビス を行 って お り,出 版 事 業 に は,EDPレ ポ ー

ト,ミ ニ コ ン ・レポ ー ト,1/Oレ ポ ー ト,マ イ ク ロフ ィル ム ・レポ ー ト,ソ フ

トウエ ア ・レポ ー ト,デ ー タ通 信 レポ ー ト,DPマ ニ ュ ア ルが あ る。

またDPマ ネ ジメ ン ト監 査 の領 域で は,組 織 的 優先 度 の 背 景 評価,計 画 ・運用

・管 理 の 調査 ,改 良案 の作 成,活 動 計画 の 策 定 を行 っ て い る。 監 査 の 成 果 は,D

P運 営の改 善,意 思 決定 過 程 の 改 善,ユ ー ザ ・サ ー ビス の 向上 とな って現 われ る。

ソ フ トウ エ アは,よ うや くハ ー ドウエ アの 進 展 に 追 い つ い た とこ ろで,監 査 官

や プ ロ グラ マに はMARK4の よ うな 高 水 準 言 語 を使 用 させ て い る。 だ が汎用 ソ

フ ト同様MARK4に も制 約 が あ り,手 直 し しつ つ利 用 して い るのが 実 状 で あ る。

1.FrankChenette

海軍 監査 局 情報&ADPシ ス テ ム監 査 部,コ ン ピ ュー タ ・ス ペ シ ャ リス ト

1.「 端末 利用 のCARS-2ジ ・ブ処 理 」 と題 す る草 稿 を提 出 し,討 議 の 対 象
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とす る。 以 下は その 序 文で あ る。

オ ンサ イ ト利用 の 可能 性 に 焦 点 を あ て,リ ア ル タ イム ・リモ ー ト監査 検 索能 力

を 開発 す るた め,本 稿 はIBM2741と 命 令 応 答言 語VVYLBURを 使 ってCARS-

2プ ロ グ ラ ムをNIHのDCRTに 付 随 させ る技 術 を主 題 と して い る。WYLBUR

リモ ー ト ・ア クセ ス 手 法 を使 った バ ッチ処 理 ジ ョブの 書 き込 み,記 憶,ラ ン,出

力 が 論 点 の中 心 を成 し,A節 はWYLBUR利 用 の 短期 コー ス,B節 はNIHのCA

RS-2レ ポ ー ト作成 の3段 階 で 使 われ る標 準 ジ ョブ管 理 言 語 を扱 って い る。 また

C節 は 遠 隔 端末 を介 したCARS-2ジ ・プの 設定 と処 理 を概 説 してい る。

2.Chenette氏 の 発 表 に 続 いて対 話 型 端 末 を巡 る討 議 が 行 わ れ た。

Parson-NAVAUDSVCは,人 事,会 計,レ ポ ー ト作 成 等 を含 む広 汎 な 内部

MISシ ス テ ムを検 討 中 で あ り,端 末 の 各地 区へ の 配 置 を予定 して い る。

Frazier－ 今 まで この分 野 を包 括 し得 な か った の は,そ の ア プ ローチ 方 法 が

わ か らな か った か らで あ る。 ま ず空 軍 の 高価 な 総 合MISシ ス テ ム を調査 対 象 と

し,財 務 管理 と監 査 の 実施 に と もな う企 画 サ イ クル,陸 海空 軍 お よ びGAO(Ge-

neralAccountingOffice)の レポ ー トをか か え る監査 報 告 ラ イ ブラ リ ・フ ァ

イル 等 の 存在 を知 った。 これ らを参 考 に して,監 査 レポ ー トの タ イ プ打 ちの 機 械

化 を計 りた い。 ペ ー ジを リタ イプ しな くて もマ シ ンに 応答 と コ メン トを付 加 で き

る ワ ー ド ・・プ ロセ シ ングの 方 法 を開発 す るに は,ま だ 時 間が か か るだ ろ う。 サ ン

デ ィエ ゴで は 自動 タ イプ ラ イ タが 監査 レポ ー トと通 信用 に使 わ れ て い る。

J.JimmyMi川er

NAVAUDSVCSE,ア シス タ ン ト ・デ ィ レク タ

1.CARSとDP技 術 を成 功 裡 に 結 合 す るた め,COBOLとCARSの 両 トレ

ー ニ ングが 不 可 欠 で あ る
。 監査 官 向 け の 上 級 コ ース も必要 だ ろ う。

2.Norfolkの 問 題点 は新 事 態 へ の 適 応 性で あ る。ADやAICの 中 に はDP技

術 を 無 視 す る者 もお り,120人 の 監 査 宮 中15～20人 の みがDPに 習熟 して い る。

USSSARATOGA(艦 名)の 監 査 官2名 は,AVCALの 過 不 足 を明確 化す るた
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め,貯 蔵庫 とABCALお よ び使 用 デ ー タを 関連 づ け,17万5,000の 常 備 品 目 を調

査 した。 その 結 果,同 艦 に は 不 良 部 品が 多 く,2万5,000品 目が 不 必要 で2万'

5,000品 目が 不 足 して い る こ とが わか った。 また他 の 例 で は,監 査 官 がDP技 法

を駆 使 して,USSAMERICAがUSSINDEPENDENCEで 使 い得 る350万

ドル相 当 の過 剰品 目を積 載 してお り,一 方,後 者 が 前 者 の不 足 を補 い得 る144万

ドル相 当 の 品 目を備 え て い る こ とを明 らか に した。 両艦 の 過 剰 備 品 は2,800万 ド

ル,不 足 備 品 は3,200万 ドル に相 当す る と い う。

Ehle氏 は,Miller氏 が 触 れ た監 査 官 が どの よ うにDP技 法 を応用 した か 説 明

した。CARSは,FAGLANTで 処 理 され たAMERICAとINDEPENDENCE両

艦 の テ ー プ を得 て,UNIVAC1500フ ォー マ ッ ドか らBCDに 変 換 しNIHに 転送

した。 膨 大 な 時 間が 節 約で き,手 作 業 で は 不 可能 な ジ ョブ も対 象 と され た 。AM

ERICAお よ びINDEPENDENCE相 互の 過 不 足 を調 べ る際,1,000件 のCOSA

L記 録の 分類 に 必要 な時 間 は1秒 で す ん だ。CARSは 現 場 作成 の プ ログ ラム と も

併 用 された 。 南 東 地 区でCARSお よびDP利 用 に対 し て最 も問 題 に され たの は 経

費 の節 減幅 で あ る。 とい うの も過 去 に時 間 を か け たの に何 の 備 品 不 足 も発見 で き

な か った事 例 が あ るか らで あ る。 だが 不 備 な点 の発 見 に 数 週 間か か っ てい た 監査

が,1両 日 に短 縮 で きた 能 率 を重 視 すべ きだ と考 え る。

K.W.Ehle

NAVAUDSVC,Burroughs検 索 シス テ ム担 当

Norfolkで 稼動 中 のBurroughsデ ー タ検 索 シス テ ムは,西 部,南 東部,北 東

部 の 各地 区 で も利用 で きるはず で あ る。 使用 プ ログ ラ ムは,COBOLで 書 か れ,

UADPS在 庫 水 準 プ ロ グ ラ ムが 導 入 され て い る所 で は 全 て 利用 可能 で あ る。 わず

か の ユ ーザ ・ス テ ー トメ ン トで 備 品 マ ス タ ー ・レコ ー ドに ア クセ スで き,こ の ス

テ ー トメ ン トは 監査 官 も訓 練度 の 低 い要 員 もコ ーデ ィ ングに 気 をつ か わず に 済 む

フ リー フ ォー ムで あ る。
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L.ElayneKalstein

ComputerAuditSystems社

1.CAS社 はEDP監 査 専 門 の 企 業で,顧 客 の大 部 分 は 銀 行 で あ る。 会 社 構 成

は,セ キ ュ リテ ィ ・コ ンサ ル テ ィ ング部門,EDP監 査 要 員 訓 練 部 門,ソ フ トウ

エ ア ・パ ッケ ー ジ部 門 の3分 野 。主 力 パ ッケ ー ジはCARS-2で 同社 売上 の80%

を 占 め る。現 在,IBMシ ス テ ム3向 けの 監 査 検 索 シス テ ムSYS-3AUDITを

開 発 中 で,こ れ は 監 査 レポ ー タ ーの 派生 製 品で あ る。 両 者 と も入 出 力が フ リー フ

ォー マ ッ トで あ るが,SYS-3AUDITは アセ ン ブ ラー,CARS-2はCOBOL

と い った プ ログ ラ ミング言 語 の 相 違が あ る。 新 製 品 の 訓 練 コース は2日 間 とな ろ

う。

2.CARS-2の 市 場 寿 命 は1～5年 先 に終 る とい う想 定 で,現 在 その改 良 版

を製 作 中 で あ る。9～10か 月 後 に は 市場 化 させ られ るは ず だ が,あ らゆ る デ ー タ

ベ ー ス管理 シス テ ムに 適用 させ 得 る こ とを 目標 に して い る。 今夏 登 場 させ るバ ー

ジ ・ン3は,レ ポ ー ト作成 中 の ソ ー トが 不 必 要,レ ポ ー ト内容 を そ の まま に見 出

し,小 見 出 しの 変 更 が 可能,小 見 出 し確 定 後 の ペ ー ジ変 更 が可 能 とい った特 徴 を

備 え て い る。 この パ ッケ ー ジは1ビ ッ ト2進 フ ィール ドを扱 え,金 額別 の無 作 為

抽 出 機能 や 書式 に は 変 更 は な い。

3.討 議 内 容 の要 約 。

Ciaccio-ASOフ ァイル には 浮 動小 数 点 が使 わ れ て い る。4桁 の 太 陽暦 の

使 用 も可能 。

Kalstein-4桁 の 太 陽暦 式 の 日付 け を採用 す るに は フ ォー ム の変 更 が必 要 。

M.EarlC.Joseph

SperryUnivacComputerSystems社

1.ハ ー ド ウ エ ア 製 作 コ ス トは(演 算 能 力 と の 関 連 で),わ れ わ れ が 有 効 と 考

え る"ゼ ロ ・コ ス ト ・ハ ー ド ウ エ ア"の 線 ま で 低 下 し て 行 く だ ろ う 。
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2.ダ ウ ン ・タ イ ムや 処理 不 能 な 保 守 課 題 が 皆 無 に近 づ き,信 頼 性 は ま す ま す

増 大 す るだ ろ う。

3.新 旧 様 々な プ ロ グ ラ ム とハ ー ドウエ アを相 互 に ラ ンさせ 得 るまで に,フ ォ

ー マ ッ ト機 能 が 向 上 す るだ ろ う。"ゼ ロ ・コス ト ・シス テ ム"で は,こ れが 実現

され て い な けれ ば な らな い。

4.世 界 人 口 の5%を 占め る米 国 が,世 界 の 天 然資 源の 大 部 分 を消 費 し,一 方,

一 群 の開 発 途 上 国は米 国 並 み ,つ ま り無 限 の 資 源 を必 要 とす る生 活 水準 の達 成 に

努 力 を傾 け て い る。 だが 資 源 の枯 渇,資 源獲 得 競 争 の 激 化等 の 前兆 が現 れ 始 め て

い る事 実 を看 過 し得 な い。

5.ま た 将 来 動 向 とし て,競 争 の 激 化 に よ る米 国 の分 け前 の 極 端 な 減少,多 少

の分 け前 には 満 足 しな い 国 々の 出現 等 を考 慮 すべ きで あ る。

6.上 述 した背 景 に もか か わ らず,米 国 の 武器 売 上は 記 録 的 に 伸 びて お り,昨

年 は,過 去 四 半世 紀平 均 の8倍 以 上 を計 上 し,今 会 計 年 度 には 昨年 の倍 以 上 とな

る と予測 され て い る。

世 界 に は 巨大 な 兵 器庫 を造 って い る国 も多 く,尋 常 で は 希 望 す る物 質 的 欲 望 を

満 たせ な い と考 え る者 もい る。 この状 況が 暗示 す る ものは 戦 争 で あ る。1930年

代 の 日本 を想 起 し,そ の 成 り行 きが ど うな ったか 知 るべ きで あ る。

Z科 学 は,今 日,米 国 の 富 裕 地 帯 と同 等 な物 質 水 準 を全 ての 人 に 与 え る テ ク

ノ ロジ ーを生 み 出す た め にあ る。

8.消 費 社 会で は,簡 易 建 築 や紙 製 衣服 か ら使 い 捨 て の お むつ,ボ ー ルペ ンに

至 る まで 出来 るだ け早 く消 費 して し ま うた め に物 を生 産 す る。 こ う した社 会 に お

け る経 済 シ ステ ムで は,工 場 か ら廃 棄物 処 理 場 まで の 回転 を速 め るこ とが 前 提 で

あ り,使 用 時 間が 短 か いほ ど メー カの 利 益 は 大 きい 。

た とえ科 学が 耐久 年 数1,000年 の 家 をつ く り,10年 で な く1世 紀 の 寿 命 を持 つ

自動 車 をつ く り,さ らに 生 涯 着 れ る衣 服 を作 り得 た と して も,現 状 で は 無 視 され

るだけで あ る。 エ ネ ル ギ ー危 機 や資 源 の枯 渇 に み られ るよ うに,現 在 の よ うな 浪

費 が 続 くわ け は な い。

一147一



私 有財 産 制 の変 更 も余 儀 な くされ るか も知 れな い。 これ は 思 うほ ど急 進 的 な こ

とで はな い。 車 の私 有 が 禁 止 され れ ば,電 話 を レ ン タルす るよ うに 車 も賃 借 りす

れ ば 済 む。 長 寿命 の 自動 車 を作 れ ば,メ ー カ も消 費者 も利 益 を得 るは ずで あ る。

製 造 社 会 か らサ ー ビス社 会へ 転 換 す るこ う した発 想で,工 場 や 鉱 山で 働 く人 々の

必要 性 が 低 下す るだ ろ う。 最 近 の 研 究で は,サ ー ビス産 業 が 雇用 率 を高 め る こ と

を示 唆 してい る。

9.エ ネ ルギ ー節 約 は計 り知 れ な い 価値 を もた らす 。 節 約 余 力の 大 部分 は 食 糧

生 産 に 振 り向 け られ るはず で あ る。 「現 状 が持 続 すれ ば,1980年 迄 に5～13億

人 が餓 死 す るだ ろ う。」

N.TimJ.Allega海 軍 少 佐

NAVAUDSVC,マ ネ ジ メ ン ト ・コ ンサ ル テ ィン グ部

統 計 分 析 で の 対 話 型 端 末 の利 用 を論 じ,会 話 型 プ ログ ラ ムの デ モ ンス トレー シ

。ンを行 った 。 従 来 型 の 監査 とCARS利 用 監 査 の 双 方で 特 性 お よび変 数 サ ン プ リ

ン グ ・プ ロ グ ラムが ど う使 い 得 るか説 明 した 。

0.HerbZeruld

EDP監 査 人 協 会,フ ィラ デ ル フ ィア支部 長

この 協会 は,監 査 官,経 営者,シ ス テ ム専 門 家 の協 力 を促 す た め 設立 され た 。

そ の 具体 目標 と して,メ ンバ ー の教 育,EDP監 査 技 術の 経 験 交流,EDPの 進

展 状 況 の コ ミ ュニケ ー シ ョン,DP技 術 の 経 営 に 対 す る重要 性 の 注 意 喚起 等 が あ

げ られ て い る。1969年 か ら全 米 に6支 部 が 設 置 され,フ ィラデ ル フ ィア支部 は

結 成 後1年1か 月で あ る。 メ ンバ ーは40人 。教 育 セ ミナ ーは 隔月 で 行 わ れ,最 初

は 参 加 者1,600人 で2時 間 実 施 され た。 ま た季 刊でttEDPAuditer"を 発 行

して い る。
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P.J.M.Boyle,A.J.Bachich

NAVAUDSVCNE,監 査 官

ASOの 会 計 シス テ ムは,GO3と 呼ば れ るUADPSICP分 割 会 計 シス テ ムで

あ る。 歳 出 お よ び資 金会 計 の調 査 で は,1973年12月31日 締 めの 財 務 諸 表 が 使

わ れ た。 その 結 果180件 の 清 算が 文書 に現 れ て いな い のが わ か った。

これ らの 清 算 の うち73件 は,コ ンヒ。ユ ー タで 処 理 され,tt多 額修 正"の 範 ち ゅ

うに入 る。 残 る清算 は 手作 業で 処 理 され,提 出前 の レポ ー トで 行 わ れ た。 これ ら

の修 正額 は 数 百 万 ドルに及 ぶ た め,レ ポ ー ト提 出後 適 正 な 訂 正処 置 が と られ て い

るか否 か 会 計 記 録 が 分 析 され た。

会 計 記録 フ ァ イルの デ ー タ分 析で 使 わ れ たCARSの ランを示 す た め,投 影 グ ラ

フが示 され た 。 プ ロ ジ ェ ク ト ・オ ー ダや 作 業要 求 を 明確 にす るた めCARSラ ン ・

ナ ンバ ーが つ け られ た。使 用 フ ァイ ルの レ コ ー ド件 数 は9万6,000で,財 源 項 目

別 に4種 の レポ ー トが 作 成 され た 。 こ う した膨 大 な フ ァイルの 分 析 は,CARSの

利 用 な くして は実 行 で きな か った ろ う。

これ は 未 公開 監査 レポ ー トで あ るた め,CARSア プ リケ ー シ ・ンの成 果 は,本

稿 に 含 まな い。

Q.D.H.Dotter,J.Danaher(監 査 官),T.Mickus(コ ンピュータ専門家)

NAVAUDSVCAP

BUPERSに お け る歳 出 ・資 金 の点 検 と監 査 に利用 したCARSの 成 果 を論 じる。

予算 ご とに60万 件 の トラ ンザ ク シ 。ンが 含 まれ て い る。CARSとNIHコ ンピ ュ

ー タ設備 の使用 で ,こ の業 務 に5,000人 時 間 の節 減 が 達 成 され た。

R.公 開 討 論

CARS利 用 報 告:

Miller-一 現 在 の 進行 状 況 を知 りた い の に,私 に示 され た の は4ペ ー ジの 要 約
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だ け だ。 トピ ッ クス を少 く と も月1回 知 りた い 。

Reed－ 新 しい アプ リケ ー シ 。ンが 何 故 周知 されな いの か。

Hoeger－ ア プ リケ ー シ ョ ンの幾 つ かは,わ れ われ 全 部 に 関 係 が あ るが,個

々に 必 要 な 情 報 だ け を入 手 す るの が 望 ま し い。

監 査 時 間 に つ い て:

Deal-CARSの 利 用 で 確 か に 監査 所 要 時 間が 減 ったが,CARSは よ り良 い

監 査 が 可 能 な だ けで,適 正 な 監 査が 行 われ れ ば,監 査 業 務 が 増 え る こ とを留 意 す

べ きだ 。

Koh1一 定 期 監 査 の時 間 削 減で,わ れ われ の 多 くが 圧 力 を受 け てい るた め,

Lou氏 の説 を支持 す る。CARSの 実 用 化で2,000時 間 の 削減 が 可能 か 否 か とな る

と,消 極 的 態 度 を取 らざ るを 得 な い。

L.A。Phillips－ 監査 を始 め るに あ た って,DP要 員 な しで未 決 済 の 債 務 証

書 の リス トを扱 うよ うな ら,御 免 蒙 りた い。 監査 使 命 には 多大 の 関心 を寄 せ てい

るが,CARSの 監査 業務 に お け る実 績 に は 疑 問 視 す べ き点が 多 い。

Davison－ 事 態が 整 備 され るまで 従 来 通 りや る よ う監査 官 に 申 し渡 したが,

結 局,監 査 結 果 は修 正 す べ き点 が 多 か った 。 望 まれ るの は 監査 担 当者 の 自己解 決

能 力で あ る。

Hoeger-AICが 興味 を もつ よ うな フ ァイル に適 応 す る もの を皆 さん は 果 し

て持 って い るか。

Davison－ そ れ は監 査 知 識 に 依 拠 す る。

Tucker-Phillips氏 の 設 問 に 答 え るた め に は,ま ず,何 らか の 監査 デ ー タ

が 体 系 化 さ れ て い るか,そ の フ ァイル か ら即座 に ラ ン ダ ム ・サ ン プル ・プ ロ グ ラ

ムが 作 成 で き るか に つ い て検 討す る こ とが 必要 だ ろ う。 こ う した処 置 を受 け た も

の だ け が資 産 とな り得 る。

L.A.Phillips－ 特定 項 目の 処理 法 や ア プ ロ ーチ に つ い て,わ れわ れ は よ く

知 って いな い。 私 は今 も具体 案 を持 っ てい るわ けで は な く,私 の間 違 い が指 摘 さ

れ て か ら3週 間 た って初 め て何 らか の 着想 が 生 まれ るだ ろ う。
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サ ー ビス ・ビ ュー ローの 活 用 につ い て:

Kohl－ 定 期 監査 でNIH以 外 に何 らか の サ ー ビス ・ビュ ー ロー を利用 した と

とが あ るか否 か知 りた い。

Reed－ わ れ われ はNAOを 利用 した。 こ こは誰 で も利用 で き る機 関 だ。

Kohl－ 確 かに選 択 の余 地 は あ る。 監 査 活 動 でCARSを 使 うか ,サ ー ビス ・

ビ ュー ロー を利用 す るか,現 状 で も甲 乙 つ け が た い。

Miller－ これ まで の 交流 は不 十 分 す ぎ る。 わが 組 織 に 必要 な もの は正 に こ

う した コ]〈ユニ ケ ー シ ョンで あ り,4組 織 に 分 割 され て い る現 状 は 改 善 され る必

要 が あ る。

S.O.W.Parsonに よ る 総 括 報 告

Parson氏 は 議 事 録 を要 約 説 明 し,シ ンポ ジ ウムの 閉 会 を宣 した。

注1.海 軍 監査 局 の組 織 図 は つ ぎの とお り。
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注2海 軍監査局の 本部 と管 区の 略称 はつ ぎの とお り
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